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プロローグ







　能のう見み伸しん也やは思考停止状態に陥おちいっていた。

「抱だいて」

　夜の生徒会室。

　斜ななめに射さしこんだ月明かりが、緒お方がた瑠る璃りの姿を照らす。

　瑠璃は、脱ぬいだセーラー服を胸に当て、小首を傾かしげている。なだらかな肩かたと肩けん胛こう骨こつ、ブラジャーに包まれた脇わき乳ちちがあらわになっている。月明かりのせいで陶とう磁じ器きを思わせる肌はだが白く輝かがやいていた。

　才さい色しよく兼けん備びの生徒会長のあられもない姿に、伸也はどこを見ていいのかわからず、困り果てた。

　彼かの女じよは、怖こわくてたまらないとばかりに小刻みにふるえている。

　気き丈じような生徒会長の弱々しい様子は、高校二年の少年の劣れつ情じようをいやおうなくあおり立てた。

　顔を背そむけても、女の子の甘あまい体たい臭しゆうは容よう赦しやなく鼻先に香かおってくる。フローラルシャンプーと汗あせのいりまじった甘あま酸ずっぱい香り。

　身体からだ中じゆうの血液が沸ふつ騰とうし、股こ間かんに血が集まる。

　詰つめ襟えりではなく、ジーンズとシャツとジャケットなので、股間が押おさえられて痛い。

「梨り梨り子こは……？」

　彼女の胸むなもとについ行ってしまう視線を外し、遠えん慮りよがちに聞く。

　――梨梨子さんが大変なの。

　電話で瑠璃はそう言った。

　だから伸也はやってきた。暗がりに沈しずむ桜さくら井い坂ざか高校へと自転車を走らせ、生徒会役員に渡わたされた合あい鍵かぎを使って通用門から入り、セキュリティを気にしながら三階の生徒会室へと急いだ。

　照明さえつけていない生徒会室は静まりかえっていて、瑠璃がひとり、部屋の中央で、青白い顔で立っていた。

　彼女は伸也を見ると、キュッと唇くちびるを引き結び、いきなりセーラー服を脱ぎ捨すてた。

「抱いて。お願い。伸也くんが好きなの」

　瑠璃は、伸也に歩み寄ってきた。

　光線の加減で、彼女の表情が読みとれない。斜めに射しこんだ月明かりは、胸乳の白さを強調するかのようだ。

　――ウソだ。ウソだ。そんなのウソだ。緒方さんが俺おれを好きになるわけがないじゃないかよっ!?　緒方さんに好かれる理由、ぜんぜん無いぞーっ。

　伸也は身みの程ほど知しらずなうぬぼれやではない。

　成績もスポーツもごく普ふ通つう。背はあまり高くない。双ふた子ごの妹の有ゆう希きと同じ背せ丈たけだ。しゃきしゃきして元気な妹に、お兄ちゃんってどうしてそんなにどんくさいの、もうちょっとがんばりなさいよ、とため息をつかれてしまう凡ぼん庸ような少年。それが能見伸也という存在だ。

　いささか情けないが、ほんとうにそうなのだ。

「私じゃ、ダメかしら？」

　瑠璃は泣きそうな表情を浮うかべている。

「私じゃ、伸也くんの恋こい人びとになる資格はないかしら？」

「そ、そんな、そんなことは……」

　緒方瑠璃は、押しも押されもせぬ学園の女王だ。生徒たちの信しん頼らいを集める、才色兼備スポーツ万ばん能のうの生徒会長。桜井坂高校の男なら、生徒会長から迫せまられるなんて僥ぎよう倖こうは、泣いて喜ぶに違ちがいない。

　だが、伸也には、断らなくてはならない理由があった。

　――なんでこんなことになったんだ。俺が好きなのは梨梨子なのに……。

　伸也はどきどきしながら後ずさるが、背中が壁かべについてしまった。

　瑠璃はゆっくりと距きよ離りをつめた。

　その瞬しゆん間かん、雲が晴れ、さっきまで暗がりに隠かくされていた顔を月明かりが照らす。彼女は思おもい詰めた表情を浮かべていた。なまじ整った顔立ちをしているから、人形のように冷たく見える。

　彼女が全身に纏まとっているぴりぴりした緊きん張ちよう感は、恋こいする少女のそれではない。

「だったら……私を、抱いて、欲ほしいの」

　瑠璃は、甘くかすれた声で言いながら、胸の前で押さえていたセーラー服を床ゆかに落とす。ブラジャーに包まれた双そう球きゆうがあらわになった。

　そして彼女は、ゴクッと喉のどを鳴らすと、胸乳の谷間を指先で探さぐった。

　プチッと軽い音がして、ブラジャーが真ん中から分かれ、左右に寄った。真ん中に収められている乳ち房ぶさがぷるるんと揺ゆれながら飛び出だした。

　――うわっ。会長、おっぱいでかいっ!!

　先せん端たんの赤いポッチリが、空中に見えない文字を描えがく。

　誘ゆう惑わくに耐たえるのは、伸也には苦しいことだった。自然と前まえ屈かがみになってしまう。ゴクッと喉が鳴った。

　いけない思いが水位を増して、限界ギリギリになった。

　今は表面張力でようやく持ちこたえている状態で、少しでも揺らすとあふれてしまいそうだった。

　――なんで、こんなことになったんだ？

　――あいつだ。あいつが来てからなんかおかしくなりはじめて……。

　――俺はただ、机の引き出しを開けただけだったのに。
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「伸しん也や、その寝ね癖ぐせ、なんとかしなさいねー」

　流し台の前に立って食器を洗っている母親が、朝のニュースをぼんやり見ている伸也に言った。

「そんなんじゃ、恋人もできないわよー。素材は悪くないんだから、身だしなみをきちんとして、かっこうよくしなさいよ。……ったく、有ゆう希きはかわいく育ったのに、伸也はどうしてこうなのかしら。お父さんに似ちゃったのかしら。ねぇお父さん」

　食しよく卓たくで新聞を読んでいる父親は、知らないフリでマグカップを傾かたむけてコーヒーを飲んでいる。

　伸也はしぶしぶ立ちあがり、洗面所に向かう。

　ノブに手を伸のばした瞬間、脱だつ衣い所兼けん洗面所のドアが開いた。

　ゴツッと鈍にぶい音がする。ドアの角でおでこを叩たたかれた伸也は悲鳴をあげた。

「痛いたたっ」

「あっ。ごめぇん。お兄ちゃんっ」

　ほかほかする空気を纏った、白いミニワンピースの少女があくびを噛かみ殺ころしながら謝罪した。濡ぬれた髪かみが首に張りついて、水すい滴てきが剥むき出しの肩のあたりに散っている。

　能のう見み有希。

　伸也の双子の妹だ。

「あぁ、なんかまだ眠ねむいよぉ……っ」

　妹は猫ねこのように伸びをした。胸を隠すモコモコしたワンピースがズレて、胸乳の谷間がきわどくのぞく。

　やっと気付いた。妹の身体からほんわかと立ち上る甘い香りは、ボディシャンプーとお湯の香り。

　朝、起おき抜ぬけにシャワーを浴びるのは、妹の習慣だ。つまりこれは、有希のバスタオル姿なのである。

　妹はクッと顎あごをあげ、腕うで組ぐみをして伸也を見た。胸のふくらみがこれみよがしに強調される。そしてトゲトゲしい口調で言った。

「お兄ちゃんっ。私の胸、見たいの!?」

「うわっ、ごめんっ」

　伸也はあわててドアを閉める。

　ドアに背中をもたせかけ、どきどきと弾はずむ心臓をなだめていたら、ドアノブががちゃがちゃと不ふ穏おんな音を奏かなではじめた。

「お兄ちゃんっ。そこジャマよっ。ドア、開かないじゃないっ！　タオル取りたいんだってばっ」

　タオルが入ったタンスは、脱衣所兼洗面所の外だ。

「わかった。タオル、取ってやるっ。取ってやるからそんな格好でうろつくなぁっ!!」

「うろついてないよっ。私が入っているのに、お兄ちゃんが勝手にドアを開けたんでしょっ。じろじろ見ちゃってさっ。お兄ちゃんのエッチ！」

　詳しよう細さいは少し違うが、大意は同じような気がした。

　伸也は言い返さなかった。こういうとき、うまい言い訳ができる男子高校生がいるなら教えて欲しい。

　ドアを細く開けると、手だけを洗面所に入れてタオルを渡す。

「ほれ」

「ありがとう。顔、真っ赤だよーっ。茹ゆでダコみたいー。子供の頃ころは一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ったのにねー」
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　妹にからかわれ、いっそう顔が赤くなる。

　寝癖直しは自分の部屋でするほうが良さそうだ。

　伸也はあきらめて階段をあがり部屋に向かう。

　鏡を取りたくて勉強机の大きい引き出しを開けたとき、それはいきなり発現した。

　机の中の鏡から、モコモコッと布のかたまりが盛りあがった。サッカーボールを思わせる、五角形のフェルトがツギハギしてある。

「え？」

　ありえない光景に息を呑のむ。

　やがてそれは直立した。

　カメのぬいぐるみだった。甲こう羅らだけで三十センチはゆうにある大きいものだ。

　胸に相当するあたりに、王おう冠かんぐらいの大きさの時計の形の飾かざり物ものがはめこんであった。

　さっき、モコモコと盛りあがった五角形のフェルトは甲羅だったようだ。どこか間の抜けた顔つきは、味のあるデザインと言えないこともないだろう。

　カメは、ほんの一いつ瞬しゆん、机の上に置きっぱなしのノートに目を走らせた。当然ながら、ノートには名前が書いてある。

「能見伸也だな？」

　カメの口から、男性の声がした。

　呼び捨てであった。

「へっ!?」

　勉強机の引き出しから出てきた、直立して日本語を話すカメのぬいぐるみ！

　これは、このパターンは……。

　猫とカメ、ロボットとぬいぐるみの違いはあれど、あの有名な児童向けコミックの冒ぼう頭とうシーンそっくりだ。

　カメのぬいぐるみは短い手を振ふり回まわすと、エラソウな口調で名乗りをあげた。

「私はカメエモンだ。よろしく」

　あまりの既き視し感かんにクラッと来る。

　伸也はカメエモンを上から押さえつけると、ムリヤリに引き出しを閉めた。おっぽだの甲羅の端はしっこだのを挟はさんでしまったが、気にしてやる余よ裕ゆうはない。

「ぎょわーっ」

　ぬいぐるみが悲鳴をあげる。

　――俺は何も見ていないっ！　夢だっ。これは錯さつ覚かくだっ!!

　机の上に置きっぱなしにしていたメジャーを持つと、引き出しと机にくぐらせてギュウギュウに結ぶ。

「うぎゃおーっ、ぐおーっ」

　ぬいぐるみは、不満の雄お叫たけびをあげながら、引き出しの中であばれた。

　伸也は顔をひきつらせ、身体ごと押さえるようにして引き出しの開放を阻そ止しした。

「出しなさいっ」

　くぐもった悲鳴が聞こえてくる。

　出してくれ、ではなく、出しなさい、だった。

　重い机がゆらゆらと前後に揺れた。引き出しの下の部分の板が内圧で弓なりにしなる。

　引き出しが丸くふくらんでぼよぼよしている様子は、テレビで見たメタボ診しん断だんを思い起こさせた。ぷっくりふくらんだ中年男性のお腹なか周りをメジャーで測っていた。

　これはまさしく勉強机のメタボ診断。中で暴れているのが胴どう周りの太いカメだから、引き出しがメタボになるのも仕方がない。




　ボーヨボヨボヨメタボの子ー。

　メタボに追われてどっぴんしゃん。落ちたらぶくぶくぶー。

　机のメタボがカメ来てギュー、ギューウギュウ、ギュウギュウギュウ。




　そうとう動揺しているらしく、どこかで聞いたような童謡が替かえ歌うたとなって伸也の脳のう裏りに木霊こだまする。

　ハーハーしながら机を押さえていた伸也の手の横で、ぷちん、と安っぽい音を立ててメジャーがちぎれた。メジャーの端が、切れた勢いで伸也の手の甲こうをバチンと叩く。

「痛ぇ」

　思わず手を放してしまった瞬間、机の引き出しがバチコーンと開く。

　おっぽと甲羅の端っこが、机の形に折れ曲がってしまった真四角なカメエモンが直立する。

　カメエモンは歪ゆがんだところを小さな手でトントンして身体を楕だ円えんに戻もどすと、明るく元気な口調で再度言った。

「能見伸也だな。私はカメエモンだ！　よろしくっ」

　沈ちん黙もくが落ちた。

　空気が氷点下まで凍こおりつく。

　伸也の背中を冷たい汗が伝う。

　彼かれは、切れたメジャーに叩かれて痛む左手の甲をさすりながら、考えこんだ。

　夢でもない。錯覚でもない。日本語を話すカメのぬいぐるみが、机の引き出しから出てきた。それは確かだ。

　痛む手の甲と、切れてだいなしになったメジャーがその証しよう拠こだ。

「えっと、そのう、君は何者ですか？」

　カメエモンは、三たび言った。メタボ腹を反り返らせて威い張ばりながら。

「カメエモンだと言ったであろうが!!」

「俺を幸せにするために、未来から来た、ロボット、ですか？」

　あきらめの早い伸也は確かく認にんした。

　カメエモンは、不思議そうに目を見開くと、しばらく考えたのち、こっくりとうなずいた。

「そうだ。君を幸せにするために、未来からやってきたロボットだ」

　まるで、そうか、その手があったな、そう言っておくといいかもな、と納なつ得とくしたような仕草だった。

　伸也は沈黙した。

　児童向けコミックでは、このあと子孫と名乗る人間が引き出しから出てくるが、子孫はなかなか出てこない。

　しばらくして、カメの口からとんでもない言葉が飛び出した。

「能見伸也、君は、世界の王になる人間である。私が君に力を貸す。夢は大きく世界征せい服ふくっ！　二人で一緒に王になるようがんばろう！」

　カメエモンは、伸也に向かって手を差し出した。まるで握あく手しゆを求めているようなポーズだった。

　伸也はずりずりと後ずさった。

「はぁ、よ、よろしく……」

「青い顔をしているな？」

「信じられないだけです」

　信じられないのは自分の正気。今まで培つちかってきた常識がぐわらんぐわらんと悲鳴をあげる。

「では、信じられるようにしてやろう」

　カメは小さな手で胸にはめこまれている王冠をいじると、机の中をごそごそした。

　そして、銀色に光るものを取り出す。

　カメエモンは、ぴょんと飛び降りると、畳たたみの床に降りたって、伸也に向かって歩み寄った。畳の上を、カメのぬいぐるみが、直立してヨチヨチと歩いてくる。ちょっと不気味な光景だ。

「これを持ちなさい。マジカルグッズだ。小こ人びとさんのコレクションをもらってきた」

「はぁ……ありがとうございます」

　百円玉だった。

　何の変へん哲てつもない、ただの百円玉だ。

「指に挟んで力を入れなさい」

　伸也は言われるままに人差し指と親指の間に百円玉を挟んだ。指に力を入れると、パキッと軽い音がして二つに割れ、床に落ちた。

　半月のような百円玉は、ほんの一瞬で満月へと変わる。

　伸也は落ちた百円玉を拾いあげた。

「な、んだ？　これ？」

「増える百円玉だ」

「はぁ……これ使えるんですか？」

「もちろん使えるぞ」

「偽ぎ造ぞう硬こう貨か使用の罪で逮たい捕ほとか？」

「偽にせ物ものではない。日本政府が発行した、本物の百円硬こう貨かだ」

　伸也は二つの百円玉を見比べた。

　増えるワカメならぬ、増える百円玉だ。一日中百円玉割りを続けたら、億万長者はムリでも、百円玉長者にはなれるだろう。

　――もしかして、コイツいいやつかも……。

「百円硬貨を割れるのは一日三回まで。タネ銭せんをひとつ残すようにしておけ。それ以上割るのは絶対にやめろ。何が起こっても責任はとれんぞ」

　猫型ロボットアニメで定番の注意事じ項こうだ。

　丸メガネをつけたのんびり屋の主人公は、猫型ロボットの注意を無視して未来の道具を使い続け、ひどい目に遭そう遇ぐうする。

　――一日三百円の臨時収入か……。ショボイなぁ……。小学生の小こ遣づかいじゃねぇっての。いやいや、一ヶ月九千円ほどだから、年にすると十万以上になるぞ。それだけバイトするの、すげぇ大変だぞ。

「伸也ーっ。何を騒さわいでるの、早く降りてきなさいっ！　学校に行く時間よっ!!」

「もう、お兄ちゃんっ、何してるのよっ。先に行くよーっ」

　母と妹の叫さけぶ声が、階下から聞こえてきた。

　時計を見ると、なるほど学校へ行く時間を過ぎている。

「学校に行くのなら、これを持って行け。伸也を守ってくれるぞ」

　増える百円玉は、ボディガードの役目も果たすらしい。

　――まぁ、いいか。ジャマになるもんでもないし。お守りだと思えばいいんだ。

「ありがとう。いただくよ」

　二つの百円玉を詰つめ襟えりのポケットに入れ、部屋を出ようとしたとき、カメエモンが呼び止めた。

「私を連れて行け」

　――うーん。

　伸也は考えこんだ。

　ぬいぐるみを持って学校にいく男子高校生は、かなりヘンだ。気持ち悪がられるのは必至だろう。

　いやいや、桜さくら井い坂ざか高校は女子生徒の数が多い。なにしろ元女子高で、共学になってたったの五年目なのだ。女の子たちは、メタボ腹のカメを見て、かわいいとはしゃぐかもしれない。

　だが、コイツが何をするかわからない。大おお騒さわぎになるかもしれない。なぁなぁで生きてきた伸也としては、悪目立ちするようなことは避さけたかった。

「学校は、その、ダメなんです。私物の持ちこみは、没ぼつ収しゆう対象だから。没収されて焼しよう却きやく炉ろで焼かれるのは、君だって困るだろ？」

「では、学校以外のところに出かけるとき、私を連れて行きなさい。私はこの部屋でぬいぐるみになっている。何かあったら私の名前を呼びなさい。助けてやるからな」

「はいはい」

　どこか信じられない気持ちを転がしながら、階段をおりる。

　――まぁいいか、帰ってきたら、いなくなってるかもしれないし……。

「遅いーっ」

　セーラー服の肩かたに、つやつやの黒くろ髪かみをとき流している妹が文句を言った。

　同じ顔をしているのに、どこから見ても有希は女の子だ。驕きよう慢まんそうな光を宿す黒い瞳ひとみも、形の良い鼻び梁りようも、桜の花びらのような唇くちびるも少女めいている。

　胸むなもとは形よくもりあがり、ウエストはキュッとくびれ、セーラー服から出ている手足はすらっと長い。

　異性の自分を見ていると、なるほど母親の言うように、素材は悪くないのだろうと思ってしまう。

「もうお兄ちゃんってばぁっ。髪の毛け、逆立ってるじゃないっ。そんな格好で学校行くつもり!?　こっち来なさいよっ。お兄ちゃんはね、顔は悪くないのよっ。私と同じ顔なんだからっ。もう、ちゃんとしてよねっ」

　有希は伸也の手首を持ってぐいぐいと引っ張ると、洗面台の棚たなに置いてあったヘアミストをシュッと振り、くるくるドライヤーを操作して、あっという間に寝癖を直してしまった。

「行ってきます」

「行ってらっしゃーい」

　二人で肩を並べて歩き出す。

　妹の髪は、朝シャワーとグルーミングのおかげでさらさらで、朝の強い風に美しく揺ゆれている。同じ鋳い型がたで創つくったような二人だが、髪かみ型がたと性別の違ちがいでこんなにも違ってしまうことにいまさらながらあきれてしまう。

「ねぇねぇ。お兄ちゃん。さっき、何をぶつぶつしゃべっていたの？」

「それがなー。机の引き出だしをあけると、カメエモンっていうエラソウなぬいぐるみが出てきて、俺おれを幸せにしてやるから二人で一緒に世界征服をしようって言って、俺にマジカルグッズをくれたんだ」

「お兄ちゃんの冗じよう談だんツマンナイ。オリジナリティなさすぎ。なんで猫じゃなくてカメなのよ？」

「うーん」

　伸也はうなった。

　自分でさえ今ひとつ納得できないのに、その場にいたわけでもない有希が信じることができないのは当然だ。

「だいたいなんで世界征服なのよ。古すぎるわ。今どき世界征服なんかしたら、地球温暖化対策でおばさんくさいデザインのエコバッグを持たなきゃならなくなるのよ」

　女子高生の有希にとって、おばさんくさい、オシャレではない、というのは、唾だ棄きすべきことらしい。

「そうだ。これ」

　伸也は詰め襟のポケットに手を入れると、百円玉を取り出した。

　指先で二つに割る。

　今度は落とさないように慎しん重ちように。

　半分に分かれた百円玉は、伸也の指の間ですぐさま元の形を取とり戻した。

「きゃぁっ!?　な、何でっ？　わ、割れちゃったぁっ！　お兄ちゃん、それ見せてっ！」

　伸也はひとつをポケットに入れ、もうひとつを有希に差し出した。

「わー、普ふ通つうの百円玉だぁっ。確かにばきって割ったよね。でも割れてないねー。エコだー。目の錯覚なのかな？　お兄ちゃんすごいなぁ」

　エコとは少し違うと思うが、妹に尊敬の視線を向けられるのは、悪い気分ではない。伸也は照れて頭をカリカリと掻かいた。

「ね、お兄ちゃん。もう一回やって」

「うん」

　伸也はもう一度百円玉を割って見せる。

「すごい、お兄ちゃんっ、すごいよぉっ!!　手品だぁっ!!」

　――手品かぁ……。

　――ま、いいか。手品ってことにしておこう。

「うん。手品なんだ！」

「ふぅん。瞬しゆん間かん芸だけど、盛りあがりそうだねっ」

「女の子って、こういうの好きなのか」

「私は好きだよっ。……あっ、お兄ちゃんが好きって意味じゃないけどねっ!!　お兄ちゃんは嫌きらいなんだから思いあがらないでねっ」

　有希はツンと顎あごをあげた。

　百円玉長者にはなれないかもしれないが、女の子の気を引くことぐらいはできるかもしれない。口を開けばお兄ちゃん嫌い、最低、軽けい蔑べつするわ、の妹が、一瞬であってもはしゃいでくれるのだから。
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　――半分になってる百円玉を用意しとけば、本物っぽいかもしれないな。

　ともあれ、これで百円玉割りは三回目。今日はもう打ち止めだ。

　伸也は百円玉を詰め襟のポケットに入れ、ひょうひょうとした足取りで歩いていく。




　　　　　☆




　桜井坂高校は、女子生徒の比率が高い。

　朝日が照らす廊ろう下かは、甲かん高だかいおしゃべりでさんざめいている。

　友達の髪かみをとかしている女の子がいれば、ケータイをいじっている女子生徒もいる。制服のリボンタイを結びあっている子もいる。友達の髪をせっせと編んでいる生徒もいる。女の子たちが醸かもし出す甘あまい空気で、周囲がピンク色にかすんで見えるありさまだ。

　入学したときは異様に見えた光景だが、今はもう慣れてしまい、何とも思わなくなってきた。

「あのう、……そこ、いいですか？　……これ、張りたいんです」

　壁かべにもたれ、リボンの結びあいっこをしている女子生徒に、紙の束を抱かかえた生徒が遠えん慮りよがちに声を掛かけた。

　丸いフチのメガネに、背中に垂らしたみつあみが印象的な女の子だった。泣きぼくろが独特の情感をかもしている。

　長いまつげが影かげを落とす大きな瞳はぼうっと煙けぶり、夢を見ているように見える。ほわほわっとした雰ふん囲い気きは、いかにもやさしそうだ。頬ほおの産うぶ毛げが窓から射しこむ朝日に照らされて、金色に光っている。

「佐さ々さ木きさんだ……」

　伸也はひとりごちて足を止めた。

　――あいかわらずかわいいなぁ。

　生徒会役員のひとりだ。佐々木梨り梨り子こ。隣となりのクラスの二年生。

　生徒総会のとき、演台に立つ生徒会長の横で、黙だまって雑用をこなしている。こないだの文化祭でも、一いつ生しよう懸けん命めい雑用をしていた。

　華はなやかな生徒会長の陰で目立たないが、縁えんの下したの力持ち的な仕事をもくもくとやっているところがすがすがしい。

　ほんわかした印象を持つ彼かの女じよのファンはきっと多いことだろう。何なにを隠かくそう伸也もそのひとりだ。

　横を歩いていた有希が、んっ？　という表情で足を止め、伸也の顔と視線の先を見比べる。

「佐々木さん、何？　生徒会の仕事なの？」

「うん、そうなの……」

　梨梨子は、メガネの奥おくの瞳を糸のように細くしておっとりと笑い、ポスターを張った。

　Ａ４のコピー用紙だった。

「生徒会長信任選挙？　ふうん。選挙ったって、信任される人は拍はく手しゆをお願いします、パチパチパチで終わりでしょ。ポスター、わざわざ張らなくてもいいのに」

　梨梨子がフチにガムテープを張るあいだ、紙を押おさえていた生徒が言った。

「そうだけど……決まりだから……だってほら……うちの生徒会って、力が強いから」

「そうだね」

　桜井坂高校の生徒会には権力が集中している。生徒会予算を決めるのは教職員ではなく生徒会だし、文化祭や体育祭も生徒会の運営のもとに行う。

　給水器などの備品の購こう入にゆうや更こう衣い室しつのカーテンのつけ替え、ロッカーの修理といった費用も、生徒会予算から捻ねん出しゆつしている。

　生徒会が力持ちなのは、生徒の信任があってこそ。だからこその信任選挙。

「手伝ってくれて、ありがとう」

「ううん。どういたしまして」

　――かわいい声だな……。

　伸也は梨梨子の声に聞きき惚ほれた。

　文節ごとに間を空けながらゆっくりゆっくりしゃべるので、彼女の周囲だけ、流れる時間が違うように思える。

　伸也は、ポスターの束を抱えて歩いていく梨梨子のあとを、ぼうっとついて歩いた。自分の教室を通り過ぎていることにさえ気がつかない。

「お兄ちゃんっ」

　Ａ組の教室の扉とびらに手を掛けていた妹が振ふり返かえり、伸也に走り寄ってきたと思うと、ギュウウッと足を踏ふんだ。

「わーっ、いててっ」

「何をぼんやりしているのよっ！　お兄ちゃんの教室こっちでしょぉっ!!」

　妹は、兄の耳を引っ張って、ずんずんと歩く。

「痛いっ、耳、痛ぇっ。……うはーっ、やめてくれぇっ。有希ぃ」

　痛む耳を押さえようとしたとき、伸也が持っていた学生カバンが落ちてフタが開き、中に入っていたノートだの教科書だの筆箱だのが廊下に散った。

「お兄ちゃん、何をしているのよっ。もう、手間がかかるんだからっ」

　有希は耳から手を離はなすと、ぶつぶつ文句を言いながらも、かいがいしく本のたぐいを拾い集めている。

　梨梨子が足あし下もとに転がってきた筆箱を拾おうとしてしゃがみこむ。そのさい、胸に抱えていたポスターがすべり落ちた。

「や、やだ……やだな……」

　梨梨子は顔を真っ赤にさせておろおろした。

「落ち着いて。だいじょうぶだよ」

　ポスターを拾い集め、梨梨子に渡わたす。

「ハイ」

「あ、ありがと……ごめんね……」

　梨梨子が筆箱を渡してくれた。ほんの一いつ瞬しゆん、指先が触ふれ合あい、すぐに離れる。梨梨子は、かっと顔を赤くさせた。

　――あぁ、なんてかわいいんだろう。いい匂においだなぁ。

「お兄ちゃんっ。もう、授業はじまるわよっ。しっかりしなさいねっ」

　妹が伸也の頭を学生カバンでバコンバコンと叩たたいた。中身入りのカバンなのでけっこう痛い。

「わっ、わわわっ、や、やめてくれぇっ。有希ぃーっ」

　梨梨子は目を細めて笑えみを浮うかべた。

　――わっ。佐々木さんが笑っている……。ほっぺにえくぼができるんだ。あぁ。すげぇ、かわいい。

　自分に向けられた笑顔に、しみじみとうれしくなる。

　予よ鈴れいが響ひびいた。




　　　　　☆




　先生の読みあげる英文が、のどかなリズムで響いている。発音の美しい、音楽的なリーディングは、生徒たちの眠ねむ気けを誘さそってしまうのか、船を漕こいでいる生徒も多い。

　伸也は梨梨子が渡してくれた筆箱をいじりながら、幸福な思いにひたっていた。

　あれは一ヶ月ちょっと前の文化祭だった。




　――あれ、あの子、迷子かな？

　文化祭のざわめきの中を、幼よう稚ち園えんぐらいの男の子が泣きながら歩いていた。

　伸也は気にしながらも、声を掛けるふんぎりがつかず、子供のあとをついて歩いた。

「どうしたのかなぁ？」

　みつあみメガネの少女が、生徒会のテントの中から走り出てきた。生徒総会のときに舞ぶ台たいの袖そでに立っている役員の少女だと気付く。ポケットのところにつけられている名札は佐々木だ。

　――よかった。役員にませておけばいいよな。

　ほっとして立ち去ろうとしたのだが、梨梨子が抱だきあげようとしたとき、幼児がいきなり暴れ出した。

　パニックになっているのか、抱きあげて保護しようとする梨梨子に殴なぐりかかって手がつけられない。

「大だい丈じよう夫ぶよ……大丈夫だから」

　彼女が困っていることが見て取れた。

　――どうしよう。

「痛っ」

　悲鳴があがった。

　男の子が、梨梨子の手に噛かみついたのだ。

　――うわ、痛そうだ……。

「ねぇねぇ……それ、仮か面めんレイダー雷らい電でんよね？　……私も雷電、好きなのよ。君は雷電のどこが好き？」

　男の子がパッと口を離した。仮面レイダー雷電のトレーナーを着た幼児は、うれしそうに胸を張った。

「変身してカッコヨクなるところ」

「だったらさ、……変身、やってくれない？　こうやって、レイダーパスをセタッチするのよね」

「違うよ。お姉さん。セタッチの仕方はこうだよ……変身っ!!」

「わーっ。カッコイイッ。礼れい太た郎ろうくんみたいだよっ！」

　男の子はうれしそうに胸を反らした。

「じゃさ、ダブル変身しようか。私は仮面レイダー稲いな妻づまだよ。……変身っ！」

「変身っ!!　トゥッ、レイダーキックッ」

「どうしたんだっ。雷電！　俺たちは仲間じゃないかっ!?」

　梨梨子がうまく合いの手を入れるので、子供は変身ゴッコに夢中になっている。

「時の運行を守るんだっ。礼太郎！　レイダー同士で戦っているヒマはないぞっ」

　周囲に人だかりがした。メガネにみつあみのおとなしそうな少女が、子供と一いつ緒しよに変身ゴッコをして遊んでいるのだ。遠巻きに見てしまうのもムリはない。

「あっ、お母さんっ」

　仮面レイダーに変身していた男の子が、人ひと垣がきの中から走り出てきたお母さんに抱きついて、おかしな見せ物は唐とう突とつに終わった。

「梨梨子さーんっ。遊んでないで手伝ってよ。忙いそがしいんだからー」

　テントの内側から叱しつ責せきする声が響いた。生徒会長が眉まゆ根ねを寄せている。

「ご、ごめんなさい……」

　梨梨子は言い訳しなかった。頬を赤くさせて、生徒会長に謝罪している。手にくっきり残った歯のあとが痛そうだった。

　――ふぅん。この人、佐々木りりこさんっていうのか。どんな字を書くんだろう。

　伸也が梨梨子の名前を覚えたのはそのときだった。




「能見伸也っ！」

　ふいに耳元で名前を呼ばれ、ぼんやりしていた伸也は目を見開いた。英語の先生が、机の横に立っている。

「楽しそうだな」

「……すみません……」

「次を読め」

「五十六ページ」

　斜ななめ後うしろの席に座すわっている有希が耳打ちした。

　伸也は教科書を持って立ちあがり、英語の教科書をつかえながら読み始めた。




　　　　　☆




「ママァ、あのお兄ちゃん、背中にぬいぐるみがいるよ？」

「やめなさい。失礼ですよ」

「でも、カメのぬいぐるみ、落ちそうだよ」

　子供が伸也を指差しながら通り過ぎていく。

　伸也はショーウインドに映る自分の姿を見た。リュックの中に納めていたカメのぬいぐるみが上半身を乗り出している。

　今にも落ちそうになりながら、首だけをクッとあげて周囲を見回している。

　カメのぬいぐるみをリュックに入れて、日曜の歩行者天国を歩く男子高校生は、なるほどかなり異様だった。子供に後ろ指をさされても仕方がない。

　後ろ手を伸のばし、リュックの口を上から押さえつけた。ぬいぐるみのモコモコがイヤソウに身体をくねらせる。

　それでも力ずくでギュウギュウと押しこんだら、しぶしぶという感じでカメエモンがリュックの中に潜もぐりこんだ。

　あの日以来、カメエモンは、伸也の部屋に居い候そうろうしていた。

　目覚めると消えているのではないか、学校から帰るとただのぬいぐるみになっているのではないかと、はかない希望を抱くのだが、カメエモンは消えてくれなかった。

　伸也が帰ると、あるいは起き出すと、首を伸ばして話しかけて来る。誰だれかが来ると黙りこむ。黙っている亀かれはどこから見てもぬいぐるみでしかない。

　本ほん亀にんは自分のことを未来から来たロボットだと名乗っているが、電子機器の重さはない。

　ふわふわモコモコの感かん触しよくも、空気を集めて作ったのではないかと思うほどの軽さも、やっぱりぬいぐるみだ。

　いやおうなく慣らされて、今ではもうペットを飼っている気分だった。

　伸也はカメエモンを小声で叱しかりつけた。

「出していいのは顔だけだって言っただろ」

「すまない。珍めずらしかったのでね」

「そうだろうなぁ……」

　日曜になれば歩行者天国になる商店街は、昔は電気街、少し前はパソコン街、今はオタク街として名を馳はせている。

　路上ライブをしているアマチュアミュージシャンがいれば、ゴスロリファッションで道を行く女の子たちがいる。

　ストリートダンスを踊おどっている男女混合のグループがいる。

　コスプレというのだろうか。原色のジャケットを着た特とく撮さつファッションの男女が、カタマリになって歩いていく。

　デコレーションケーキが歩いているみたいな、ピンク色のフリフリ衣装の女の子がカメラの放列を従えて笑みを浮かべている。

　おしゃべりと音楽と足音が混ざり合う独特の空気が、うきうきした雰囲気を作り出だしていた。オタク趣しゆ味みのあまりない伸也だが、何もかもごちゃ混ぜの感じがお祭りみたいでわくわくする。

　歩いているだけで楽しくなるのは、歩行者天国のいいところだ。

　晴れた日曜に、ひとりきりで歩行者天国を歩く男子高校生なんて、よく考えるとわびしいが、伸也はよく考えることをしないタイプだ。しかも今日はカメエモンを連れて歩くという大義名分がある。伸也はひょうひょうと歩いていた。

「あの人間たちは何をしているんだ？」

「楽しんでいるんだよ」

　カメエモンは、うーんとうなり声をあげた。理解できない、と言いたいらしい。

「日曜なのに寝ねてばかりいるな、どこか連れて行け、にぎやかなところがいい、って言ったのはカメエモンだろうが……。未来には歩行者天国はないのかよ？」

「巷ちまたにはあるな」

「んっ？　巷？　何のことだよ。……あ、あれ、何だ……」

　道の端はしに人だかりができていた。

　日曜の歩行者天国ではありがちな光景のはずなのに、その一画は妙みような緊きん張ちよう感が漂ただよっていて、はっきりと異常だった。

　好こう奇き心しんの赴おもむくままに歩み寄り、背せ伸のびをしてのぞきこむ。

「や、やめて……ください。……イヤです」

「ぶつかって来たのはそっちだろう。一緒にデートしてくれたら許してやるよ」

　黒い扇おうぎを持った赤いチャイナドレスの女の子が、不良たちに絡からまれていた。

　ちゃらちゃらしたものをたくさんつけた少年と、金きん髪ぱつの若い男。ツリ目の少年の三人だ。絵に描かいたような不良たちだ。

　不良たちが色いろ濃こく纏まとっている暴力の気配が、緊張感の正体だと気付く。

　――ファンリーだ。

　誰かがつぶやいた。

　――えっ？　何？

　――ほら、あのチャイナドレス、黒い龍りゆうの模様が入っているだろ。格かく闘とうゲームの、ストリートガッツの、ヒロインだよ。

　不良に絡まれているチャイナ風ミニドレスの少女は、とき流した黒くろ髪かみが印象的な少女だった。

　プロポーションが良く腰こしの位置が高い。胸むなもとが美しく隆りゆう起きして、深いスリットから、すらっと伸びた長い足がのぞいている。黒いニーソックスを履はいているので、スリットから太ふと腿ももの絶対領域が白く輝かがやいている。

　ビーズの刺し繍しゆうが入った黒い繻しゆ子すのチャイナシューズと黒の扇はおそろいだ。チャイナドレスの特とく徴ちよう的てきな立衿えりが、彼女の首の細さを強調しているようだった。

「ご、ごめんなさいっ」

「謝あやまられても困るんだよなぁ」

「ごめんなさいっ、ご、ごめんなさいっ！」

　本物のファンリーならこういうとき、扇をふるい、ケリを入れて、問答無用で不良たちをノシていたのだろうが、彼女はおろおろと不良たちに謝罪している。

　助けを求めるように周囲に視線を走らせるが、遠巻きにしている人たちは、気まずそうに視線を外すばかりだ。

　――ひどいな。誰も助けてやらないのかよ。

　――もしかして、これもコスプレイヤーの寸劇だとか思っているのか？　でも、これオタ芸じゃないぞ。あの子、ほんとに困ってるもんな。

　――あれ、あの子、泣きぼくろがある……。

　メイクで目立たないが、左目の目め尻じりにある小さな点は泣きぼくろに見える。

　――あの子、もしかして、いや、もしかしてじゃなく……。

「佐々木さんだ……」

　佐々木梨梨子。

　メガネにおさげの生徒会役員。天然で癒いやし系けいの二年生。

　華やかなコスプレ姿の今の彼女と、おっとりした笑顔が魅み力りよく的てきな梨梨子と、まっすぐに結びつかない。

　だが、顔だちといい、泣きぼくろといい、彼女としか思えない。

　文化祭で、迷子の子供と仮面レイダーごっこをして遊んでいた彼女が思い出された。セリフをよく覚えているもんだなと感心したが、なるほどコスプレイヤーだとすると納なつ得とくできる。

「知り合いか？」

　背中のリュックのカメエモンが聞いた。

「ああ、ウチの高校の生徒会役員だ」

「好きなのか？」

「……っ！　い、いや、好きだなんてそんな……。あ、憧あこがれているだけなんだ……」

「そうか。だったら助けてやらないとな……」

　カメエモンがひとりでブツブツ言っているが、伸也には聞いてやる余よ裕ゆうはない。

　不良のひとりが、梨梨子の衿をつかんだ。

「すげぇおっきなおっぱいだな」

　飾かざりボタンとホックがはじける音がして、斜めに切きり替かえのある衿が前後に分かれた。

　ブラジャーの肩かたひもとハーフカップのブラジャーに隠された、豊かに盛りあがった胸乳がのぞく。

「やめてぇっ」

　梨梨子は顔を赤くさせると、胸を押さえて身体をすくませる。彼女はもう半泣きだ。

「おい……」

「ちょっと」

　ギャラリーのあいだから声があがった。

　コスプレイヤーの寸劇かもしれないと傍ぼう観かんしていた彼ら彼女らにも、彼女の苦境がようやく理解できたらしい。

　だが、誰も助けない。

　かかわりあいになって、殴られでもしたらたまったものではないと思っているのだろう。視線を外してそわそわしている。イヤな沈ちん黙もくが落ちた。

　じりじりしていたとき、背中にドンと衝しよう撃げきが来た。

　誰かに押おされたらしかった。

「うわっ」

　伸也はひとだかりの中央にまろび出てしまった。

　シン、とあたり一面が凍こおりつく。

　思いがけないなりゆきに、思考回路が停止し、物音が聞こえなくなった。ただ、自分の心臓がどきどきしている音だけが鮮せん明めいに聞こえてくる。

　周囲の注目を一身に受け、視線が物理的な圧力となって伸也の身体に突つき刺ささる。

「彼かの女じよに触さわるなと言え」

　リュックの中のカメエモンが伸也に耳打ちをする。伸也も小声でぬいぐるみに話しかける。

「俺おれを押したのはおまえかよ？」

「そうだ。憧れの君を助けてやれ」

「できないよ。そんなこと」

「できる。百円玉を使え」

「あ、そうか」

　百円玉は、ズボンのポケットに入っている。だが、こんな手品で、不良を脅おどすことができるのだろうか。

「なんだぁ。おまえ……。俺らに用があるんかよ」

　不良のひとりが、伸也に向かって肩をいからせながら歩いてきた。

　ファンリーがたたたっと走り寄ってきた。伸也の背中に回りこみ、隠かくれる。

「同じ高校の人ですよね？　お、お願いです……助けて、ください……」

　こんなときだというのに、伸也は歓かん喜きのあまり奮い立った。

　生徒会役員の彼女にとって、伸也はたくさんいる一いつ般ぱん生徒のひとりにすぎない。まして隣となりのクラスなのに、顔を覚えてもらえていたのである。

　――助けて、ください……。

　助けなくてはならない。こうなったら、なんとしても。

　背中に隠れた彼女と触れあっているところから、彼女の体温とふるえが伝わってきてドキドキする。フローラルシャンプーの香かおりが甘あまく漂ってくる。

「生徒会役員の佐々木さんだね。俺にまかせて」

「えっと……」

「能見伸也」

　伸也は思い切って、百円玉を取り出した。

　――震ふるえるな、震えるなっ！　俺っ!!
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　――ここで決めなきゃ男じゃないぞっ!!　落とすなよっ。

　親指と人差し指の間に百円玉を挟はさみ、男に向かって手を伸ばした。

　不良は、ほんの一瞬たじろいだが、伸也が持っているものが百円玉であることに気付くと、失しつ笑しようをもらした。

「なんだよっ。そんなモン、どうするつもりなんだ？　百円払はらうから許してくださいって言いたいのかっ、バカにすんなっ!!」

　伸也は無言で指に力を入れた。




　ぱきっ。




　百円玉が割れる音が鮮あざやかに響ひびいた。

　ざわっと周囲がざわめく。

「え？　何をしたの？」

「あの男の子、指先で百円玉を割ったのよ」

「ウソぉ……」

　――そうだ。持ってきたんだ。手品のタネ。たしか、こっちのポケットに……。

　伸也は二つになった百円玉を手の中に握にぎりしめてポケットに入れた。

　糸いと鋸のこをせっせと引いて切って半分にした百円玉を指先でつまみ出し、路上に放ほうり投なげる。

　銀色の半月のような硬こう貨かが二つ、アスファルト道路に撥はね返かえり、ちゃりんと涼すずしげな音を立てた。

「硬こう貨か破は砕さい衝しよう撃げき波はだわっ！」

　背後で震えていたはずの梨梨子が叫さけんだ。

　オタクと一いつ般ぱん人じんが混ざり合うギャラリーの間で、ざわざわっと動どう揺ようが走る。オタクたちは硬貨破砕衝撃波に興奮し、一般人は、何のことかわからずきょろきょろしている。

　伸也は、意味はわからないままに脊せき髄ずい反射で雰ふん囲い気きを読み、重々しくうなずいた。

　怖こわいお兄さんたちは半分に割れた百円玉と伸也の顔、ギャラリーの様子を見比べて動揺した。彼らの知らない武道の使い手だと誤解したのだろう。顔が赤くなったり青くなったりしている。

　――あ、そうだ。こうすりゃいいんだ。

「ハッ」

　伸也は、気合いを入れると、みようみまねでカンフーのポーズを取った。強そうな表情をとりつくろう。不良たちがビクついた。

「おい」

「ああ……」

　不良たちは怖そうに目をそらした。

　そして、肩をいからせて風を切りながら、その場を去っていく。

「はぁ……っ」

　緊張がとけ、疲ひ労ろうがどっと押し寄よせてきた。

　伸也はその場に膝ひざをついた。

「だ、だいじょうぶ？　……えっと、ノミくん……、だったっけ？」

　このさいノミでもアリでもかまわない。

　憧れの存在に、名前を呼んでもらえたのだ。

　伸也は小さな幸せを噛かみしめた。

「能見伸也だよ」

「能見くん。……助けてくれてありがとう。……あれ、何だったの？」

「手品なんだ」

「手品なの～っ」

　落らく胆たんの口調と表情に首をひねる。

　妹に見せたときは、興きよう味み津しん々しんという反応が返ってきたのに、これはいったい何だろう。女の子は手品が好きな生き物だと思ったのだが……。

「お兄ちゃんっ！　何してるのよっ!!」

　トゲトゲしい声が響いた。

　買い物に出かけたはずの有希が、胸の前で腕うで組ぐみをして顎あごをクッと引き、伸也を見下ろしている。冷たい視線だった。

「おまえ、友達と買い物に行ったはずじゃなかったのか？」

「そうよ。買い物に来たのよっ！　なのに、お兄ちゃんが恥はずかしいことするから、買い物どころじゃなくなったわよっ。友達には帰ってもらったわよっ。何したのよっ。お兄ちゃんっ。カッコワルイ。いつまでも座りこんでるんじゃないわよっ。もう早く立ちなさいよっ!!」

「なんで秋葉なんだよ？　渋しぶ谷やに行ったんだと思ってた」

「Ｙワイｐｏｄポツドを、みみみみ、見に来たのよっ。わ、わわわ、悪いっ!?」

　妹の顔がかぁっと赤く染まった。

　――なんだ？　この反応？

「能見くんの双ふた子ごの妹さんよね。……能見くんを、いじめないで。能見くん……私を助けてくれたのよ……」

　梨梨子のゆるゆるな口調は、緊張をほぐさずにはおられない、ほんわかリズムを帯びている。

「さすが生徒会役員だね、双子だって知ってるんだ」

「……だって……顔が、そのぅ、同じだもの。……誰が見ても、双子だってわかるわよ」

　有希は、怪け訝げんそうな顔で梨梨子を見た。伸也を見て、首を傾かしげる。『この人、誰？　知り合いなの？』と声を出さずに聞く。

　チャイナドレス姿の今の彼女を見て、制服の梨梨子を思おもい浮うかべることは難しい。彼女に憧れている伸也でさえ、まさか同一人物だとはとても思わず、目尻のほくろでようやく梨梨子だと気付いたほどだ。

「佐々木梨梨子さんだよ」

「へっ？」

　有希は、口をぽかんと開いて梨梨子を見た。

「ええそうよ。……私、佐々木よ」

「生徒会役員の人だよ。生徒総会とか文化祭のとき、雑用やってるんで知ってるだろ」

　妹は、ようやくファンリーの正体に気がついたようだった。

　胸の前でぽんと両手を打ち合わせる。

「あ、あの、おさげのっ！　まんまるメガネの!!　あの地味なっ!!」

「おいっ、失礼だぞっ!!　そんな言い方やめろっ」

「いいのよ。……ほんとうのことだもん。……それにしても、能見くん、私だって、よくわかったね。……コスプレしているときの私は……だれにも気付かれないって、思ってたわ」

「名字で呼ぶのやめてよっ。私が呼ばれてるみたいじゃないっ!?」

「ご、ごめんなさい。……な、名前で、呼べばいいのかな？」

「おい、どっか移動しよう。なんか見られてるし……」

　言い争っている三人を、道行く人が興きよう味み津しん々しん眺ながめていく。

「そうね。……どっか入りましょう。……私におごらせて。……助けてもらったから、お礼をしたいの」

　梨梨子は、目を糸のように細くさせてふわっと笑った。




　　　　　☆




「お待たせ」

　梨梨子が、紙かみ袋ぶくろを提さげて戻もどってきた。

　カットソーにミニスカートの普ふ段だん着ぎで、ストレートロングの黒髪をみつあみにして、メガネをかけている。

　ファンリーのコスプレをしている彼女は、雑ざつ踏とうの中でもやたらと目立っていたが、みつあみメガネの彼女は控ひかえめな印象だ。ハンバーガーショップのざわめきの中に埋まい没ぼつし、存在を声こわ高だかに主張しない。

　良く言えばなごんでしまう、悪く言えば地味ないつもの彼女に戻っている。うわついたコスプレ姿よりも、よほど彼女らしかった。

「よかった。やっぱり佐々木さんだ。梨梨子ってどんな字を書くの？」

「梨ふたつに子よ」

「かわいい名前だよなー」

「ふふっ。名前だけね」

　彼女が椅い子すに置いた紙袋から、赤い布がのぞいている。

「チャイナドレス、買ったの？」

「親しん戚せきの人から……香ホン港コン旅行の、おみやげで、もらったの。……安物だって言ってたわ」

「作ったのかと思ってた」

「まさか……こんなの作れないよ……こういう立体裁断って、作るの、難しいの。……でも、この龍の模様は、私がアップリケして、ファンリーのコスにしたの」

「そのメガネ、素す通どおしなの？」

「ううん。度入り。私、視力、悪いんだ。……だから、さっきのは私が悪かったの。……あいまいにしか見えなくて、ぶつかっちゃった。……でも、メガネ外さなきゃ、コスプレなんかできないよ……恥ずかしくて……」

　――おーっ、話が弾はずむぞーっ。

「ファンリー、すごく似合ってた。髪かみがまっすぐですごく綺き麗れいだ。あ、みつあみの今の髪型も素す敵てきだけど」

「ふんっ！」

　コーラの紙コップから出たストローに唇くちびるをつけている妹が、盛大にそっぽを向いた。ちなみに有希の飲んでいるコーラは、梨梨子のおごりである。

　伸也は妹を無視して梨梨子と話す。

「佐々木さんは、コンタクトレンズしないの？」

「えっと、その……コンタクトって、怖いのよね。……なんか痛そうだし」

「あー、わかるよっ。でも、コンタクトしないとアブナイよ。僕ぼくがいつも助けてあげられるわけじゃないし」

「僕なのぉ!?」

　横に座すわってコーラを飲んでいる妹がひそめた声で言った。不満そうな口調だ。

　いつも俺なのに、何をかっこつけているのよ、と言いたいのだろう。

「助けてア・ゲ・ル、ですってぇっ。ふんっ、ハッタリのくせに。どうせ手品でしょっ」

　――コイツ、なんか妙に機き嫌げん悪いな。なんでこんなに絡んでくるんだろう。有希がいなけりゃ、デート気分なのになー。

「有希さ、忙いそがしいだろ。ＹＰｏｄの値段チェックしたいんだろ。早く行けよ」

「私がおじゃま虫だって言いたいわけっ!?」

「うっ、そ、その……」

　――その通りなんだよ。

　なんて言えない。

　イライラしている妹を刺し激げきするとどんな結果になるか、何度も失敗してきたお兄ちゃんはわかっている。怒おこっている妹には触ふれないほうがいい。まして伸也を軽けい蔑べつしている有希のことだ。ヘタにつつくと激げき昂こうして手がつけられなくなる。

「お兄ちゃんがヘンなことをしないよう、私が見張ってるんだからねっ!!」

　有希の言った声は、伸也の耳を素通りした。

　伸也にすれば、兄をうっとうしがっているヒステリックな妹より、あこがれの存在と会話していることのほうが大事だった。

「ほんと、ありがと。……でも、あれ、硬貨破砕衝撃波じゃなかったのね。……ちょっと残念だなぁ……そりゃ、幻まぼろしの秘技をリアルでできるわけないものね……」

「えっと？　その？」

「気をためて……硬貨の大きさにして……飛ばすワザなの」

　ようやくわかった。アニメか漫まん画がの話だ。いやいやコスプレがファンリーだから……。

「それ、ストリートガッツ？」

「うん。そうよ。ストガなの。ファンリーは体重が軽いから身が軽くて、パンチは重くないんだけど、ワザが華か麗れいなのよ。右ボタンと十字ボタンを同時に押すとね、くるくるってトンボを切るのよ。……だから、……で……」

　オタトークが炸さく裂れつした。

　伸也はぽかんと口を開けて彼女を見た。

　――知らなかったなー。佐々木さんがそんなタイプだったなんて……。

　図書館に入いり浸びたっているまじめな女子生徒に見えたのに、実はゲーム好きのオタクだったようだ。コスプレをするぐらいだから、オタ度はかなり重じゆう症しようだ。

　一般人の伸也には、梨梨子の話す内容は別の国の言葉を聞いている気分で、ほとんど理解できなかったが、瞳ひとみをキラキラさせながら、身み振ぶり手て振ぶりをまじえて一いつ生しよう懸けん命めいに説明する彼女はかわいい。

　ゆっくり話す彼女なのに、オタトークになったとたん言葉がなめらかに流れるのが不思議だ。

「この人キ……イよ」

　横に座る妹が小さな声でささやく。キショイ、と唇が動いた。

「黙だまってろよ！　失礼だろ」

　梨梨子がはっとして唇を指先で押さえた。

「あ、ごめんね、私ってば……こういうの、気持ち悪いよね。……改めようと思ってるんだけど、つい……」

「違ちがう。佐々木さんは悪くない。悪いのは、失礼なことを言った有希のほうだ」

　有希がむうっと唇をとがらせた。

「ファンリーがそんなに強いなら、お兄ちゃんをアテにするんじゃなくて、自分で不良をやっつけたらよかったのにねぇー。ファンリーになってるんだしさぁ～」

　有希がイヤミったらしい口調で言う。

　ストローで紙カップの中の氷をグサグサとつつく。妹から不ふ機き嫌げんオーラがどよんどよんと漂ただよってくる。

「おいっ、有希っ！　失礼だぞっ。……ごめん。佐々木さん、コイツ、どうかしてるんだ」

「私は普ふ通つうだよっ。ヘンなのはお兄ちゃんよっ！」

「能見くん……じゃなくて……伸也くんって呼べばいいのかな。……伸也くん、ヘンじゃないよ。……私、伸也くんが来てくれたとき、……に見えたよ」

　梨梨子は小さな声でとつとつとしゃべるので、何に見えたのか聞き取れない。

「え？　何に見えたの？」

「王子様に、見えたの。……だって、みんな知しらん振ぷりだったのに……伸也くんだけが飛び出だしてくれたんだもの」

　――王子様かよ～っ。しかも、名前で呼んでくれてるしっ!!

　心臓がドキンと飛とび跳ねた。

　背中を押してくれたカメエモンに、内心で感謝してしまう。

　妹の顔が真っ赤に染まり、目め尻じりがギリギリとつりあがった。

　――なんだよ。なんでこいつが怒らなきゃいけないんだよ～。

　だが、伸也は、妹の動揺に頓とん着ちやくする余よ裕ゆうはなかった。王子様扱あつかいされたうれしさに、胸を躍おどらせていたのである。

「伸也くんが来てくれなかったら、私、危険な目に遭あっていたかも……『げへへっ、おまえいい身体してんな』『ああ、やめてっ、触らないで』ビリビリビリーッ!!　服を破られた私は『やめてっ、どんなことでもするからっ。いやいやいやーっ。おっぱい揉もまないでぇっ』『すげぇヌクヌクのふわふわだ』胸を押さえてしゃがむんだけど、腕うでを押さえられてムリヤリに触られるの」

　梨梨子がひとり芝しば居いをはじめた。右を向き、左を向き、不良のセリフと「襲おそわれる私」のセリフを交こう互ごに話す。なかなかの熱演だ。

　――何だ？　何がはじまったんだ？

　伸也は呆ぼう然ぜんとして梨梨子を眺ながめた。

「『あんっ、ああぁあっ、あんっ』『どうだ、気持ちいいだろうっ!!』『いや、そんなの、気持ち良くなんかないっ』『だったらこれでどうだ？』」

「お兄ちゃん、この人、マジで……ち…い」

　気持ち悪い、と言葉に出さずに呟つぶやく。

　今度は伸也も、梨梨子をかばうことはできなかった。
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　Ｈな妄もう想そうを垂れ流す梨梨子は、確かにちょっとヘンだった。

　梨梨子のおごりのコーヒーを飲んで、気持ちを落ち着かせる。

「不良におっぱいを舐なめられて、気持ちよさに負けそうになったとき、『助けに来たぜっ』って王子様がやってきて、『ありがとうっ！　大好き』って抱だきつくの」

　梨梨子が伸也に感謝していることは確からしい。

　どさくさまぎれに大好きと言われたうれしさが、さっき一いつ瞬しゆん感じた不気味さを打ち消した。引いてしまった自分を後こう悔かいする。

　梨梨子は、はっとして口をつぐんだ。

　がたっと椅子を鳴らして立ちあがる。

「わ、私、また、やっちゃった？」

　伸也は返答に窮きゆうした。

　否定も肯こう定ていもできないため、目を伏ふせてコーヒーを飲む。

　有希は腰こしをもぞもぞさせながらストローで氷をつついている。ドン引きしていることはひとめ見てわかる。

「私、やっちゃったんだ……」

　梨梨子はへたっと腰を下ろした。椅子がきしんでガタッと不ふ穏おんな音を立てた。

「やめようやめようって思っているのに……。き、気を抜ぬくと、出ちゃうのよね……。ノーマルになるつもりで生徒会に入ったのに……。高校に入ってからは、生徒会室以外では発作が出なかったのに。こ、こんなの、気持ち悪いよね……」

　妹が無言でうなずいた。気持ち悪そうに眉まゆ根ねを寄せている。

　――有希のやつ、なんでこんなに佐々木さんを嫌いやがるんだろ？

　外面が良い有希らしくない。

　有希は良くも悪くも普通の少女で、計算高くちゃっかりしている。妹の性格なら生徒会役員という権力者には、ここぞとばかりにお近づきになろうとするはずだった。

　梨梨子の顔が泣きそうに曇くもる。

「そんなことないよ！　ちょっとびっくりしたけど、妄想ぐらい誰だれだってするよ！　誰かに迷めい惑わくを掛かけてるわけでもないし、そんなのいいじゃないかっ!!」

　まるで自分に向かって言い聞かせているみたいだった。

　妄想ぐらい誰だってする。それは確かだ。

　だが、それを口に出して陶とう酔すいするのは確かにちょっとヘンだ。

　だが、それでも。

「だ、誰にだって、欠点はある！」

　伸也が叫ぶと、梨梨子は目を細くして、ふわっと笑った。

　生徒総会で雑用をしているとき、生徒会のみなと目が合ったときに浮かべる、あの甘あまい笑え顔がおだ。

「伸也くん……ほんとに王子様みたいね」

「ふんっ」

　足の甲こうにドカッと衝しよう撃げきが来た。

　横に座る妹が、伸也の足の甲を踏ふみつけたのだ。

「……っ!!」

　伸也は悲鳴を呑のみこんだ。せっかくのいい雰ふん囲い気きが台無しになってしまう。

　反応がないことがつまらないのだろう。

　妹は、ミュールサンダルのカカトで、グリグリと足の甲をねじってきた。ミュールサンダルはカカトの先せん端たんが尖とがっているので、文字通り凶きよう器きだった。

　――うぉっ、痛ぇっ。

　息が止まるほど痛い。

　なんで妹が怒っているのか、伸也にはわからない。

　だが、今が梨梨子に自分を印象付けるチャンスだ。

　足の痛さにかまっているヒマはない。

　伸也は足を椅子の下に避ひ難なんさせ、汗あせまみれになった顔で梨梨子に笑いかけた。

「僕さ、生徒総会とか文化祭で、もくもくと雑用をしている佐々木さんを見ながら、ステキだなぁって思ってたんだ。文化祭のときも、ずっと生徒会のテントの中でがんばってたろ。迷子の子供を保護したりしてたよな」

「佐々木さんじゃなくて、名前で呼んで。……私だけ伸也くんなんて、何かヘンだもん。……梨梨子って名前、気に入っているの」

「梨梨子さん」

「あ、さんはいいよ」

　――うわぁ……なんかいい感じだーっ。

　喜びが胸にじーんと染しみる。

「生徒会、楽しい？」

「それがね、生徒会……今、ちょっとヘンなんだ」

「ヘンって、どんな風に？」

「うん。……石いし田だくんと緒お方がたさんが……ケンカ……ってこともないんだけど、なんていうのかなぁ……反目してて、事務作業が溜たまってて、やんなっちゃう。……あ、石田くんって、副会長よ」

「緒方さんってのが会長だよな」

「うん」

　生徒総会で目立っているのは、議事進行をする生徒会長。緒方瑠る璃りの美び貌ぼうはひときわ目を引く。彼かの女じよの印象が強すぎるせいか、副会長の印象はまったくといってない。

「副会長なんていたっけ？」

「いるわよ。男子なの。……銀ぎん縁ぶち眼鏡の……青白い人、知らない？　……石田くんは、私と同じクラスなんだ。……総会のとき、舞ぶ台たいの隅すみにいつもいるでしょ」

「ああ、そういえばなんかいるなぁ……」

「副会長派の人たち、事務作業してくれないの。……なんか、緒方さんは会長の資格がないからどうのこうの、って言ってるのよね」

「下げ克こく上じようをたくらんでいるのかな？」

「……私は誰が生徒会長でもいいんだけど、みんな仲良くして欲ほしいな。……だって、事務作業が溜まるのは困るのよね。……緒方さんと私でやってるんだけど、うんざりするほどあるの。……生徒会役員、募つのったほうがいいかもって話しているぐらいなの」

「チャンスだぞ」

　ずっと黙っていたカメエモンがささやいた。

　――そうだ。その通りだ。これは梨梨子とお近づきになれるチャンスなんだ……。

　降ふって湧わいたチャンスに胸がときめく。

「勇気を出せ」

　カメエモンが言う。

　伸也はさりげなく聞いてみた。

「生徒会役員って誰でもなれるの？」

「うん。会長は役員の中から選挙するけど……役員は自じ薦せんなの。……半期に一度の信任選挙で信任されるから」

「信任される方は拍はく手しゆをお願いします、パチパチってやつだろ」

「うん。……普通はみんな信任ね。……不信任っていうの、一度もないよ」

「だったら僕、役員になるよ」

「えっ？　本気？」

「本気だ」

　――梨梨子と一いつ緒しよにいたいんだ。

　なんてことは言わなかった。

　伸也は王子様なのだ。梨梨子が困っている。助けてあげなくては王子様の名がすたるではないか。

「やめてよ。冗じよう談だんでしょ。お兄ちゃんが生徒会役員なんて、ありえないよっ。だいたいお兄ちゃんっ、人のために何かをするような人じゃないでしょ？」

「私も同じよ。……人のためにしてるんじゃないわ……えっと、何て言うのかな……自分のためにやってるの。……私、中学のとき、けっこう重症だったのよ。ふふっ。……今はわりと普通……たまにコスプレをやる程度よ」

「ぜんぜん普通じゃないわよ～っ」

「そっか。じゃあ、僕も、自分のためにやろうかな」

　妹の声に覆おおい被かぶせるように言ったので、思いがけず大声になった。

「私も入るっ！」

　妹が握にぎり拳こぶしを机にドンと打ちつけた。負けてなるもんですか、といわんばかりの表情で、上半身を乗り出している。

　――ウソだろ。それこそありえない……。

「有希ぃ、生徒会役員なんて、雑用係だぞ。つまんねぇと思うけどなぁ。どういう風の吹ふき回まわしだ？」

「私、風か邪ぜなんか引いてないもんっ」

　噛かみ合あわない会話に困ってしまう。有希はひどく怒っていて、顔を真っ赤にしている。頭からしゅうしゅう湯気がでそうなほどだ。

「ほんとうに入るのかよ？」

「お兄ちゃんこそ、ほんとうに入るの？」

「俺おれは入るぞっ」

「お風ふ呂ろみたいに言わないでよっ。お兄ちゃんが入るなら、私も生徒会役員になるからねっ」

「うれしいな。……二人も増えるなんて助かっちゃう。……明日、緒方さんに報告するね」

　梨梨子は、ほんわかした口調で言って、目尻をさげてニコニコと笑った。

　――あぁ、なんてかわいいんだろう……。

　伸也はジンジャエールを飲んでいる梨梨子の顔をつくづくと見ながら、目尻をさげていた。







第２章　大臣様が見てる







「生徒総会をはじめます」

　ざわめいていた体育館が、生徒会長のひとことで、水を打ったように静かになった。

「学生規約の一部変へん更こうがあります。変更点を読みあげます」

　レジュメを片手に持ち、規約を読みあげていく瑠る璃りを、天窓から射さしこんだ光が照らしている。光の粒りゆう子しが取り巻いて、彼女の周囲にだけスポットライトが当たっているかのように、きらきらと輝かがやく。

　卵型の顔に切れ長の大きな瞳、形の良い鼻び梁りよう、桜色の唇。冷たい印象を与あたえるまっすぐなロングヘアも、彼女の理知的な雰囲気を高めている。セーラー服の腕には生徒会役員であることを示す黒い腕わん章しようがはまっている。

　緒お方がた瑠璃。

　我わが校こうが誇ほこる才さい媛えんである。

　――緒方先せん輩ぱい、今日も綺き麗れいねー。髪かみの毛けさらさらだー。うらやましい。

　――成績も良くて、スポーツもできて、人望も篤あついなんて、すごいよなぁ。なんでもできる人って、ほんとうにいるんだなぁ。

　――緒方さんって、文部科学大臣の孫だろ。やっぱ、政治家ってか、リーダーの家系なんだね。

　――なんでそんなこと知ってるのよ？

　――文化祭に来たじゃない。ＳＰを引き連れてさ。

　――ああ、あれ、すごかったねー。選挙の最中によくやるよ。

　――選挙は市長選。お父さんのほうだよ。文化祭に来たのはおじいさんだってば。

　――お祖じ父いさんが大臣で、お父さんが市長かぁ。緒方さん家ちって、政治家の家系なんだね。

　――あんなシワシワのじーさんから、よくもまあ、こんなかわいい孫ができたもんだな。

　――そうかな。目元のあたりとかそっくりだよ。大臣を若くして、女の子にしたら、生徒会長になるんじゃない？

　生徒たちが、ひそめた声でウワサ話をしている。

　六時間目の生徒総会は、どうしてもダレてしまう。まして学生規約の変更点の読みあげなんて、聞いて楽しい内容ではない。生徒総会は緒方瑠璃の鑑かん賞しよう会かいと化していた。

　演台をうっとりと見あげている生徒たちのなかにあって、伸しん也やだけが背せ伸のびをしてきょろきょろしている。

　――おっ！　いたっ!!　梨り梨り子こだっ！

　ようやく見つけた梨梨子は、舞台の下で手を前に組んで立っていた。

　背中に垂らしたみつあみと、とぼけた印象を与える丸いフチのメガネが、ふんわりした雰囲気だ。

　――今日もやっぱりかわいいなぁ……。

　伸也は背伸びをしながら梨梨子を見た。舞台の下の彼女は、人ひと混ごみに隠かくされて見えにくい。梨梨子が誰かの存在を認めて会え釈しやくした。

「んっ？」

　伸也は梨梨子の視線の先を見た。

　銀縁眼鏡のほっそりした少年だ。

　――あれがウワサの副会長かな？　生徒会長と反目している、っていう。

　どのクラスにもひとりいる、理数系が得意な秀しゆう才さい、という雰囲気の少年だ。

　遠目にも、彼かれがブ男でないのはわかる。むしろ、顔かたちは整っているほうだろう。だが、女王オーラをばんばん放ち、やたらと目立つ生徒会長に比べると、いかにも小物だ。

　下克上をたくらんでいると聞いていたから、もっと暑苦しいタイプだと思っていた。

「連れん絡らく事じ項こうです。女子ソフトボールのクラブボックス近くの冷水器は、現在故障のために使えなくなっています。まだ水が出るかもしれませんが、供給管の中に残っている水が出ているだけで、水道管から供給される水ではありません。腐くさっている可能性がありますので飲まないでください」

「えーっ」

　ブーイングが起こった。

「ひっどい、故障が長すぎるわっ!!」

「運動部っていうのはね、喉のどが渇かわくのよ！」

「早くなんとかして欲しいのよねっ」

　体育会系の女子生徒たちが口々に文句を言う。

　大おお柄がらな生徒ばかりだし、声が大きいから迫はく力りよくだ。

　ブーイングにさらされた生徒会長は、圧あつ倒とうされたように目をつぶった。

「故障の原因は現在調査中です。なるべく早く水がでるようにしますので、もうしばらくお待ちください」

　うわずった声で言い、ハンカチでおでこを押おさえる。

　――あれ、なんか生徒会長、動どう揺ようしてない？　汗あせ掻かいてるし。なんかふるえているみたいな……。

　――そうかな？　暑いだけなんじゃないの。

「ご迷惑をおかけしていますが、なるべく各自で水すい筒とうの水を飲むようにしてください」

　会長が言わずもがなのことを口にするのは、三週間ほど前、体育会系の生徒たちが、原因不明の体調不良で倒たおれるという事件があったせいだ。

　体力のあるはずのアスリート女子が、実に二十人以上に亘わたって学校を休んだ。

　文化部や帰宅部の生徒は平然としていたから、その異常性が際きわだってしまい、クラブボックスで自殺した女の子の霊れいの呪のろいではないか、というウワサまででたほどだ。

「次に、生徒会信任選挙についてですが……」

　生徒総会はだらだらと続いていく。




　　　　　☆




「ここが生徒会室かぁ……」

「うん。……ごめんね。わざわざ来させて。……三階のいちばん端はしだから、来るだけで大変だよね」

　先導する梨梨子が恐きよう縮しゆくしている。

　生徒会役員になったのだし、放課後に生徒会室に行くのは当然のことだが、気を遣つかってしまうのが、いかにも梨梨子らしかった。ついつい顔がほころんでしまう。

　伸也の隣となりに立つ有ゆう希きは、不ふ機き嫌げんそうな表情でそっぽを向いている。視線を感じたのか有希が顔をあげた。目が合った。妹は、にまにましている伸也をジロッとにらむ。

　――うぅ、こいつ、機き嫌げん悪いな。

　伸也は頬ほおに手を当てて、ゆるんだ表情を引ひき締しめた。

「緒方さんが挨あい拶さつしたいって言ってるの」

　梨梨子がノックをし、ドア越ごしに声を掛ける。

「佐さ々さ木きです。……入ってもいいですか？」

「よくってよ」

「お入りなさいな」

　瑠璃の声と、年ねん輩ぱいの女性の声が交こう互ごに響ひびいた。

　梨梨子は、あれ？　という顔をして小首を傾かしげた。伸也と有希も顔を見合わせる。どこかで聞いた声だが、思い出だせない。

「失礼します」

　梨梨子がドアを開けた。

　生徒会室は、古めかしい調度品で彩いろどられた、居い心地ごこちの良さそうな部屋だった。過去の生徒会役員が置いていったのだろう。古いチェスの盤ばんまで置いてある。事務室のような殺風景な部屋を想像していたので驚おどろいてしまう。

　さわやかな匂においが漂ただよっている。アールグレイという匂いのキツイ紅茶の香かおりなのだが、伸也には紅茶の種類までわからない。

　その部屋のテーブルに、瑠璃と年輩の女性がついていた。向かい合って座すわり、紅茶のカップを傾かたむけている。小さめのスコーンをいくつも載のせた大きなお皿が二人の間に置いてある。

　左側の椅い子すに腰こし掛かけたお年寄りに、記き憶おくを刺し激げきする何かがあった。

　――あれれ？　この人、誰だっけ。なんか見覚えがあるんだけど……。

　クラシックなワンピースをスッキリと着こなして、シルクのショールを纏まとっている。若いときはさぞ美しかったのだろうと思わせる、上品なお年寄りだ。

「あっ！　理事長～っ」

　先に気付いたのは梨梨子だった。

「わっ、ナマ理事長だぁ～っ。至近距きよ離りで見たのはじめてだーっ」

「おい、有希っ、失礼だぞっ！」

「お茶淹いれましょうか……って、もう飲んでらっしゃいますね……」

　有希がはしゃぎ、伸也がたしなめ、梨梨子が気を遣う。

「いいのよ。もう話は終わったから。あなたたちは陳ちん情じようかしら？」

　理事長は立ちあがると、肩かたに掛けたショールを巻き直しながら、優やさしそうに笑った。

　――陳情かよ……。

　古めかしい言葉に目を白黒させてしまう。

「えっと、生徒会の役員です。入ったばっかりですけど」

「そうなの。今は男子生徒も生徒会に入るのね。私がなでしこ会に所属していたときとは、ほんとうに何もかも違ちがうのねぇ」

　――なでしこ会、って何だよ？

　答えを求めて周囲を見回すが、瑠璃は気分が悪いのか青白い顔をしているし、梨梨子と有希は理事長に見とれている。美しく年を重ねた女性は、女子生徒の憧あこがれの対象になるらしい。

「ふふっ。生徒会の運営がんばってね。じゃあ」

　理事長は、スッと背中を伸のばして歩き去っていった。ドアが閉まると同時に、生徒会室がいきなり広くなった。理事長の存在感が大きいため、部屋が狭せまく見えたのだ。

　広い窓から中庭の緑と青空が見えて美しい。中庭の向こうにクラブボックスと冷水機がちまちまと並んでいる様子が見える。

「はーっ」

　緊きん張ちようをといたみんなのあいだからため息があがった。

　嵐あらしが通り過ぎた気分だった。

「生徒会室って、しょっちゅう理事長が来るのかぁ……なんか、肩かた凝こりそうだ……」

「ううん。……あ、でも、ここ最近、けっこういらっしゃるかな……前はぜんぜんだったけど……このひとつきほどで三度目かなぁ。……緒方さん、気分が悪いんですか？」

　梨梨子が、座ったままぼんやりしている瑠璃に声を掛かけた。

「いいえ、何でもないのよ」

「でも、顔、青いですよ」

「なんでもないって言ってるでしょ！」

「あ、す、すみませんっ!!」

　梨梨子が冷ひや汗あせを掻かきながら頭をさげた。

　伸也は遠えん慮りよがちに質問した。雰ふん囲い気きがギスギスしたときは、話題を変えるに限る。

「えっと、そのう、なでしこ会って何ですか？」

「なでしこ会ってね、……桜さくら井い坂ざかが女子高のときにあったの。……セレブの集まりだったんだって。……当時は、ここで集まってお茶を飲んだり、トランプしたり、雑談したりする会だったの。……それが生徒会の前身だそうよ。ねっ、緒方さん」

「ええ、そうよ」

　梨梨子が答え、瑠璃が同意する。

「今はもうないんですね」

「うん。そうなの……共学になったときに……解散したって聞いたわ」

「そうらしいわね。私が入学する前のことだから、ウワサでしかしらないけど。昔はけっこうなお嬢じよう様さま学校だったのよね。桜井坂って」

「ふぅん、うちの高校でもそういうのやってたんだー。すごいなぁ。少女小説の世界だわ。姉妹になってロザリオを交こう換かんするのよね」

「違うわ。うちの高校はロザリオないもん。制服のリボンタイよ」

　有希が感心し、梨梨子が律りち儀ぎに訂てい正せいを入れる。

「桜の木の下でね、リボンタイをこうやって外して、『先せん輩ぱい、私のお姉さまになってください』『ありがとう、梨梨子。これからは私の妹だ』って目と目を合わせて見つめ合うのよ。お互たがいにリボンタイを結んであげるの。そして姉妹たちは抱だき合うの。汚けがれ無き乙女おとめたちの花園だから、こんなふうにそっとね」

　――うわぁ。これ、やばいんじゃねぇのか。

　梨梨子のひとり芝しば居いがはじまった。

　彼かの女じよの場合、妄もう想そうが爆ばく発はつするとエッチな方に走ってしまう。

「またはじまったわね」

　瑠璃がひとりごちた。

　紅茶のカップを受け皿に置き、顎あごに手を置いて鑑かん賞しようモードに入っている。見慣れているのだろう。落ち着いたものだ。

　有希はあいまいな笑えみを浮うかべながら、ズリズリと後ずさっている。気持ち悪いのだが、イヤソウな顔をするのは失礼なので笑顔をつくろうとして失敗しました、といわんばかりの表情だ。

「二人ともリボンタイを外しているから、襟えり元もとは開いてるわ。鎖さ骨こつのヘコミがのぞいているの。お姉さまは鎖骨のヘコミにチュッてキスをするの。『あんっ、お姉さまぁっ』『ふふっ、甘あまいよ。梨梨子の汗』『あぁっ、やめてぇっ。舐なめないでぇ』舌先のツブツブが首筋を這はい回る感かん触しよくがゾクゾクしてたまらないわ」

　あん、の声がせつなく響く。梨梨子は胸に手を当てて、身体をくねらせた。やたら色っぽくってどぎまぎする。

　陶とう酔すいしている梨梨子に、鑑賞している瑠璃、逃にげ腰ごしの有希。伸也だけが態度を決めかねてあせっていた。

　――どうする？　見てるか、止めるか？

　エロい梨梨子を見ていたいという気持ちもあるが、陶酔から覚めたとき、彼女が激しく落ちこむことを知っている。

　――止めようっ！

　伸也は梨梨子の王子様なのだ。王子様らしく行動しなくてはならない。

「梨……」

「ぎゃーっ!!」

　梨梨子の名を呼ぼうとした瞬しゆん間かん、バンッという衝しよう撃げき音おんと、グニュッという気配と、雑ぞう巾きんを引き裂さく男の悲鳴が一いつ緒しよくたに生徒会室に木霊こだました。

　ドアの扉とびらに背中をもたせかけた有希の横で、ドアに挟はさまれた詰つめ襟えりの腕うでが指をニギニギしている様子が見える。

　後ずさった妹は、半開きのドアに背中をもたせかけたあげく、入ろうとしていた男子生徒の腕を挟んでしまったらしかった。

「きゃあっ」

　有希は、あわてて飛とび退のいた。

　銀ぎん縁ぶち眼鏡の男子生徒が生徒会室に入ってきた。ブゼンとした表情で、痛そうに腕をこすっている。

「気をつけてくれよ。痛いじゃないかっ!?」

「すみません」

　有希は、胸の前で両手を組み、手の上に顎を載のせて上うわ目め遣づかいで彼を見あげるごめんねポーズで謝罪する。

　――出た……。

　伸也はげっそりした。

　有希がここぞというときに使う女の武器だ。

　兄きよう妹だいげんかをしていても、お願いポーズで長いまつげ越しに見あげられると、あまりのオーバーアクションにおかしくなり、それ以上怒おこることができなくなってしまう。女の武器はあくまで最終兵器だから、まさかいきなり使うとは思わなかった。

　――これはそうとう強く挟んだな。

　銀縁眼鏡の少年は、有希を見てびっくりしたように目を見開いた。

「君、だれ？」

「二Ａの能のう見み有希です。はじめまして」

「あ、は、はじめまして……二Ｂの石いし田だ哲てつ生おです」

　――石田？　あぁ、わかった。副会長だ。

　下げ克こく上じようをたくらんでいる副会長のおでましだ。

「石田さん、ごめんなさい。わざとじゃなかったんです。さっきの、痛くなかったですか？」

　有希は、心配そうにまつげをバサバサさせながら、手をそっと伸ばして腕に触ふれた。そして手を前後に動かしてそうっとさする。

　銀縁眼鏡の顔がかぁっと赤く染まった。

「い、痛くないよっ。こんなの」

「ほ、ほんとうに？　心配していたんです。よかった……ひっくっ……えぐえぐっ、ぐすぐすっ。わぁあんっ……やだなぁ。ほっとしたら涙なみだが出ちゃった」

　有希は、ダメ押しとばかりに泣き出した。安あん堵どのあまり堰せきが切れてしまった、というふうに見える。

　ほんとうに涙が出ているので騙だまされてしまうが、十七年間一緒に暮らしてきたお兄ちゃんにはわかる。有希の必ひつ殺さつ技わざ、ウソ泣きだ。

　銀縁眼鏡がおろおろした。

「へ、平気さっ。お、驚おどろかして、ごめんっ！　悪かったっ。ほ、ほらっ、この通りっ!!」

　銀縁眼鏡は、腕をぶんぶん振ふり回まわして、だいじょうぶを強調した。それどころか有希に謝罪し、ご機嫌を取る始末である。

　有希はここぞとばかりに泣きじゃくる。

「あっ、ぐすぐすっ、ひっく、や、優しいんですね。石田さんって……」

　――そっか、泣きマネ、効果あるんだ。

　妹の媚こびた仕草はお兄ちゃんである伸也には笑いを誘さそうだけなのだが、親族ではない異性には絶大な効果を発揮するらしい。

　女の子の涙は根こん拠きよのない罪悪感を男に与える。伸也はウソ泣きだとわかっているのでひっかからないだけだろう。

　妹が、お願いポーズとウソ泣きで、男を転がす様子を目まの当あたりにした伸也は、その効果の大きさに驚くばかりだ。

「ごめん。悪かった。なにもかも僕ぼくが悪い。もう平気だから許してくれ」

　石田は有希に向かって頭をさげた。

「よかったーっ。ありがとうっ。石田さんって、いい人ですね。私、石田さんみたいなさわやかな人、大好きです」

　有希は、まつげをバサバサさせて上目遣いで彼を見た。

　銀縁眼鏡は照れくさそうに横を向いた。頬が赤くなっている。

　有希は下を向くと、ぺろっと舌を出し、してやったりとばかりの表情でにまにました。

「石田くん、久しぶりね」

「わ～、石田くん……来てくれたんだーっ……うれしいなー」

　瑠璃がトゲトゲしい声で言い、一いつ瞬しゆんで陶酔から覚めた梨梨子がおっとりと歓かん迎げいする。

　石田副会長はゴホンと咳せき払ばらいして表情を改めると、生徒会長に向き直った。

「今日は宣戦布告に来たんですよ」

　眼鏡のブリッジを中指で押しあげる。夕ゆう陽ひを撥はね返かえして眼鏡のレンズがキラリと光り、瞳ひとみを隠した。抜ぬけ目めなさそうな雰囲気だ。

「あら、そうなの。そんなこと言わないで、仲良くしましょうよ。同じ生徒会の仲間なんだもの。あ、そうそう、紹しよう介かいしますね。さっき石田くんの腕を挟んだ有希さんは最近入ってくださった役員よ。こちらは能見伸也くん。有希さんのお兄さんよ」

「ふん。会長派だったのか……能見さんって、いい感じだと思ったのに」

　副会長は、吐はき捨すてるような口調で言った。

　――会長派……かよ。

　そんな気はないのだが、いつの間にか会長派にされてしまった伸也と有希は、とまどって顔を見合わせた。梨梨子がおろおろと声を掛けた。

「お茶淹いれるね～。……アールグレイがあるの。……石田くーん。……立ってないで座ろうよ～」

「生徒会役員は生徒会役員よ。会長派も副会長派もなくてよ」

　瑠璃は落おち着つき払はらっている。

　堂々とした様子は、神経質そうな副会長よりも格上に見える。

　有希は両手を口に当てながら、不安でたまらないの、とばかりの視線で副会長を見ている。女の武器の効果の高さに、本人もうれしくなってしまったのだろう。ぶりっこ演技継けい続ぞく中だ。

「いただきもののスコーンもあるわよ。理事長が持ってきてくださったの。お茶にしましょうよ」

　瑠璃の前に置いてある大皿のスコーンは、理事長のおみやげらしい。

　副会長は、芝居めいた仕草で瑠璃に向かって指を突きつけた。

「ふん。緒方さんの余よ裕ゆうも、信任選挙までですよ。僕は、緒方さんの汚お職しよくの証しよう拠こをつかんでいるんだ。冷水器を高い額で購こう入にゆうし、業者からリベートを受け取っていますね。なでしこ会の人脈を利用しているんだ。汚職の額は数十万円にのぼるはずだっ！　信任選挙で、不正の証拠を明らかにしてやるっ！」

　――こいつ、バカ？

　なんでそんなことをわざわざ言わなくてはならないのだろう。もしも本当に会長が汚職をしているのなら、信任選挙のときに証拠を出せばいいではないか。

　瑠璃は、椅子から立ちあがると、顔を仰のけ反ぞらして笑った。手の甲こうを口に当てながら、おかしくてたまらないとばかりに笑い転げる。

「ほーっ、ほほほっ、ほほほっ」

　上品な仕草だが、芝居めいていてどこか異様だ。

　――すげぇ。ほほほ笑いする人、はじめて見た。

　生徒会の連中は全員テンションが高い。

　妄想スイッチの梨梨子に、ほほほ笑いの瑠璃に、芝居っぽい副会長。

　有希が気持ち悪そうな表情で伸也を見た。みんなヘン、と言葉にせずに唇くちびるを動かす。

　――有希もそうとうヘンだと思うぞ。

　とは、伸也は言わなかった。

「あら、たったの数十万で不正をするの？　この私が、数十万円でっ？　いやだっ。おっかしい……っ。ほほほっ、ほほほーっ。ほーほほほっ。……数億円だとか言うのならわかるけど、たったの数十万で汚職？　冗じよう談だんはやめてくださらない？　数十万円ぐらいなら、私のお小こ遣づかいから石田さんにプレゼントしてもよろしくてよ。ほほほっ、ほほほっ、おーっほっほっ」

　いかにも楽しそうに笑いながら、副会長に向かって歩み寄る。

　ゴム底の上うわ履ばきだから音はしないはずなのに、コツコツという足音さえ聞こえてきそうなほど、生徒会室が静まりかえった。

　数十万程度のハシタ金で誰だれが不正をするものかと言い切られ、副会長は鼻白んだ。言葉を失って黙だまりこむ。

　瑠璃は副会長の二メートル手前で足を止めた。腕うで組ぐみをして、くっと顎をあげる。

　威い圧あつされた副会長は、一瞬の間のあと、ようよう言葉を絞しぼり出した。

「と、とにかく、僕は証拠をつかんでいるんだっ!!」

　声がみっともなく震ふるえていた。

「あらそう。石田さんがどんな証拠をでっちあげるのか、楽しみにしているわ。ごきげんよう」

　瑠璃はさっきの副会長がしたように、芝居めいた仕草でドアを指差した。

　出て行けとばかりの仕草に、副会長が顔を赤くする。

「くっ！」

　副会長はドアを開けて出ていった。

　悔くやしそうにドスドスと足音を立てながら。

　伸也はぱちぱちと拍はく手しゆをした。

　だが、梨梨子が困った顔をしていることに気がつき、胸の前で打ち合わせていた両手をひゅるひゅると降ろす。

「緒方さん、どうするんですか？　……伝票、山のように溜たまってますよ……せっかく、石田くんが来てくれたのに、怒らせないでくださいよ。……お願いですから仲良くしてくださいよ。ほんとにもう……」

　梨梨子がとつとつと文句を言う。

「事務作業は私がするわよ」

「ひっ、ひとりで、できる量じゃ……、ないですよ……っ！」

「次の休みに、家に持ち帰ってするわ」

「じゃあ、私もしますっ。……おっ、お邪じや魔まして、いいですか？」

「もちろんよ。ありがとう」

　――お、梨梨子が行くのか。だったら……。

「僕もします」

　紅茶のカップを片づけようとしていた梨梨子が、びっくりしたように目を見開いた。

　はじめて気がついたが、隅すみのほうに小さな流し台と、湯ゆ沸わかしポットに、コーヒーメーカーに小さな冷蔵庫まである。

　生徒会の前身が、お茶を飲んでおしゃべりをする会、というのが納なつ得とくできる。

「ほんと？　いいの？　……退たい屈くつな作業よ？」

「だって、また副会長が、不正がどうのって言うかもしれないだろ。みんなでする方がいいよ」

「そうね。来てくださると助かるわ。ありがとう」

「じゃあ、私も行きます」

　有希が言った。らしくないが、らしくないのは伸也も同じだ。

「だったら、次のお休み、空けてくださる？　あとで住所教えてね。迎むかえをよこしますわ」

「休日なんて言ってずに、今からやりましょう～。……ちょっとずつでも、やらなきゃ、終わりませんよー」

　梨梨子がテーブルの上に、伝票の束をどさっと置いた。
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　迎えに来たのは、年ねん輩ぱいの黒服の男性だった。

　休日の朝、築十八年の木造二階建ての民家に横付けされた黒い大きな車は不思議な光景で、母親がぽかんと口を開けている。

　朝日に照らされて、リムジンのドアに手を掛けた男性の手て袋ぶくろがいかにも白い。

　執しつ事じのセバスチャンといった雰囲気の彼かれは、渋しぶい重低音で言った。

「能見伸也さま、有希さま、お迎えに参りました」

　後部座席にはすでに佐々木梨梨子がいて、居い心地ごこち悪そうにしゃちほこばって座すわっている。

「わー、なんか、政治家かヤクザかお姫ひめ様さまみたいー。梨梨子さん、おはようっ」

　有希がうきうきと車に乗りこむ。梨梨子は緊張のあまりにかちんこちんになっていて返事をしない。あ、とか、う、とか答えたがそれだけだ。

　伸也は妹をたしなめた。

「おい、有希、失礼だぞ。……おはよう梨梨子さん」

　後部座席に座るなりリュックを降ろし、背もたれにもたせかける。

　リュックの中にはカメエモンが入っている。学校に行く以外の外出は、カメエモンを同行させる約束だ。

　真ん中のところがメッシュになったこのリュックは、カメエモンのためにわざわざ買った。外の景色が見えるから、このタイプなら亀かれも甲こう羅らを乗り出ださない。

「いえいえ大だい丈じよう夫ぶですよ。私はほんとうに政治家の秘書ですから」

　秘書は、鍛きたえられた仕草でドアを閉めてくれた。

「それでは出発します」

　車は滑すべるように走り出した。

　秘書から差し出された名めい刺しを片手に持ち、心配そうに首をひねっている母親が、どんどん遠ざかって行った。
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　秘書が門の前で車を止めると、扉がするすると開いた。

　黒のリムジンは、しずしずと門の中に入っていく。有希が歓かん声せいをあげた。

「わぁっ、何で？」

「門の上にカメラがあるよ。あれで見てるんじゃないか？」

「あ、ほんとうだー」

「大旦だん那な様さまも旦那様も政治家ですから、セキュリティに気をつかっているんですよ」

　ハンドルを握にぎる秘書が説明する。

「あっ。扉が閉まったっ。すっごい。自動ドアだーっ」

　有希は興きよう味み津しん々しんだ。

　梨梨子は無反応だ。眠ねむっているわけでもないのだが、人形のように固まっている。

　どうも彼女は、予想外の事態が起こったとき、ブレーカーが落ちて機能停止してしまうらしい。

　伸也は驚おどろくというより、あきれていた。あまりにもすごすぎるものを見ると、驚くこともできないらしい。

　広い敷しき地ちを高い塀へいがぐるりと取り巻き、遠えん隔かく操作で開く扉がある。芝しば生ふを敷しき詰めた庭に、薔ば薇らと木々で囲まれたプールとテニスコートと洋館がある。とくに洋館は壮そう観かんだった。

　三階建てにすぎないのに、繊せん細さいでクラシックな外観がすばらしく、そびえ立っているとしか表現できないほどの存在感だ。

　――なるほど、数十万円なんかハシタ金、って言い切るわけだよ……。

　車は洋館の入口で止まった。

　英国風クラシックスタイルのメイド服に身を包つつんだメイドが待ちかまえていた。車に向かってふかぶかとおじぎをする。

「いらっしゃいませ。佐々木梨梨子様、能見伸也様、能見有希様。お待ちしておりました」

　およそ現実離ばなれした光景にクラクラする。

　――ここはほんとうに日本なのかよ。

「ここで降りるの？」

「はい。私は車を車庫に入れてまいります」

　ドアを開けてくれた秘書が答える。

「帰りも送ってくださるんですよね？」

　伸也は念のために確かく認にんした。距きよ離り的てきにはたいしたことがないので歩いて帰れないこともないのだが、あの要よう塞さいのような門をくぐるのはなんだか怖こわい。徒歩で門をくぐると銃じゆう殺さつされそうな気がする。

「はい、もちろん、お嬢じよう様さまの命令があれば、すぐさまお迎えにまいりますので」

　秘書は柔にゆう和わな笑えみを浮うかべると、車を走らせて行ってしまった。

　生徒会の三人は、メイドの先導で廊ろう下かを歩く。

　廊下はひんやりして、美術館か博物館のようないかめしい空気に満ちている。

「ねぇねぇ。メイドさんって、バイトですか？」

「いいえ、私は緒方家に雇やとわれている正社員です」

　有希がメイドに話しかけている。

「伸也。政治家とはエライのか？」

　背中のリュックの中のカメエモンが小声で話しかけてきた。伸也も小声で返事をする。

「うん。エライと思うよ。首しゆ相しようとかだと日本のトップだし」

　梨梨子はこちんこちんでおもちゃの兵隊みたいに歩いているし、有希は好こう奇き心しん丸出しでメイドに話しかけている。カメエモンとの雑談を聞かれる心配はない。

「つまり日本の国の王様なのだな？」

「うーん。ちょっと違ちがうけど、似たようなものかな」

「学校の王様は生徒会長だな」

「ああ、そうだな」

「だったら、まずは学校の王様になってもらおう」

　カメエモンがひとりごちたが、伸也は聞いていなかった。

　メイドが、重じゆう厚こうな扉をノックして声を掛かけ、ドアを開いたからだ。女の子の甘あまい匂においがほんわかと漂ただよってきた。

「よく来てくださったわね。待っていたのよ」

　瑠璃が立ちあがり、歓迎してくれた。瑠璃の私室だろう。内装はシンプルなのに、どこか女の子らしい部屋だ。部屋の重厚さには似つかわしくない事務机が並べてあり、上にノートパソコンと伝票だの帳ちよう簿ぼだのが用意してあった。

　ずっと立ちこめていたいかめしさと居心地の悪さが消きえ失うせる。

「おじゃましまーす」

「こんにちは」

　梨梨子が、ぷはっと息を吐いた。泣きそうな顔をしている。

「緒方さん。……私、き、緊きん張ちようしましたぁっ」

「別に緊張しなくても……」

「で、でも、なんか怖かった」

「ここも怖いかしら？」

「ここは怖くないけど……」

「だったら、仕事、しましょう。お昼ご飯、ごちそうするわ。三時のお茶も楽しみにしてね」

　瑠璃が紙の束をどさっと置くと、雰ふん囲い気きはもう、生徒会室に変わってしまう。

　四人はもくもくと作業をした。

　放課後に少しずつ進めていたので、手順はわかっている。

　伝票だけを選びだし、パソコンに入力し、壊こわれたロッカーを直して欲ほしいといった陳ちん情じようはファイルしていく。

　体育会系のクラブボックス近くの冷水器の故障を直して欲しいという要望が多い。

「クラブボックスの冷水器って、なんで修理しないんですか？　いちおう水はでるんですよね」

「えっと、部品が、手に入らないらしいの。……水は出るけど、飲んじゃ、ダメなんですよねー。……緒方さん」

　梨梨子がゆっくりした口調で解説し、瑠璃に同意を求める。

「そうよ。ほんと、業者さんがとろくてね、頭が痛いわ」

　重要度をチェックし、決裁するのは生徒会長の役割だ。瑠璃は、てきぱきと書類をさばいていく。

「ずっと気になっていたんですが、このパソコン、生徒会のですか？」

　伸也は梨梨子が入力しているパソコンを指差した。

「私のよ」

「えっ。緒方先せん輩ぱいのですか？」

「生徒会の事務処理、電子化されてないの。全部手作業なのよね」

　――なるほどねー。副会長がアレコレ言うわけだよ。

　伸也はため息をついた。

「……電でん卓たくで、計算するより……エクセルに、入力するほうが、早いですよね。……エクセルなら、みんな使えるしー」

　梨梨子が解説した。

　エクセルは計算ソフトの名前だが、一年の情報処理の授業で勉強しているから、二年生はほぼ全員が扱あつかえる。

「マニュアルはないんですか？」

「ないのよ。作らなきゃと思っているんだけど」

　椅い子すの背に掛けておいたリュックがばさりと軽い音を立てて落ちた。

「あ、ごめん」

　リュックを拾いあげると、中に入っていたカメエモンがリュックの口から顔を出した。ぬいぐるみのカメが伸也に向かって小声でささやく。

「話をしたい」

　伸也はカメエモンにうなずいて見せた。

「すいません。トイレ貸して欲しいんですが……」

「左の廊下の角よ」

「ちょっと失礼します」

　さりげなくリュックを持ち、博物館のような廊下を歩いて角のトイレに行く。

　トイレのドアを開けると、ひんやりした空気が伸也を包んだ。

　――お、意外と普ふ通つう……。

　個室に入り、内鍵かぎを閉める。建物はクラシックなので、トイレも古めかしいのだろうと覚かく悟ごしていたが、機能的な温水便座だ。

　便器のフタの上にリュックを載のせると、カメエモンがにゅっと首を出した。

「ふぅっ、リュックの中は暑苦しい……」

「話って何だ？」

「生徒会の仕事、伸也はどう思った？」

「どうって……めんどくさいな」

「どんなふうにめんどくさい？」

「ムダが多いんだよ。エクセルで入力したら一発なのに、手書きで数字を書いて電卓だし。帳簿何冊もあるし……」

「だったらどうしたらいいと思う？」

「パソコンでできるように、電子化、ってか、簡単にすることだな」

「簡素化だな」

「ああ、それ。簡素化。……でも、パソコンが緒方さんのだから、電子化も簡素化も難しいよ」

「だったらパソコンを買うように、予算を計上したらいい」

「そりゃそうだけど……」

「パソコンが個人の持ち物だと、副会長がデータの改かい竄ざんがどうとか言って突つっこむぞ」

「あ、それ、俺おれも思った。おまえ、けっこう頭がいいんじゃないか？」

「ドジでノロマな公務員だったからな」

「へ、公務員？」

「まぁそれはいい。他には？」

「会長がひとりで決めることがわりと多いんだ。副会長がツッコミ入れるわけだよ。確かに、その気になれば不正できるよ」

「だったら、どうしたら透とう明めい性せいを高くできると思う？　生徒会だけでやってるから、こういうことになるのだな」

「別の人にチェックしてもらう」

「そうだ。そのためにはどうする？　チェックする人をどうやって探す？」

「ネットにアップするっていうのはどうだろう？　チェックする人は全校生徒だ。こうすりゃ、どこからも文句が出なくなる」

　カメエモンは満足そうにフムフムとうなずいた。

「なるほど。……さすが私が見込んだだけあって、おまえはバカではなさそうだな」

「見込んだ……って、世界征せい服ふくかよ？　おまえ正気か」

「正気だ」

「いまどき世界征服なんかした日にゃ、地球温暖化対策でおばさんくさいデザインのエコバッグを持たなきゃならないんだぞ」

「早くトイレから出ないと、憧あこがれの君が『伸也くんってトイレ長いわねぇー。便秘かしらー』って心配するぞ」

「そうだな……」

　ごまかされてしまったが、確かにカメエモンの言う通りだ。

　伸也はトイレを出た。




　　　　　☆




　生徒会のみんなが、山のような書類と格かく闘とうしていたときのことだった。

　廊下がふいにザワついた。

　たくさんの人の気配が動いている。

　ふいにドアが開き、スーツを着た白しら髪がの男性が入ってきた。衿えりの金色のバッジが光っている。

　初老と言っていい年ねん齢れいなのに、恰かつ幅ぷくが良く、どうどうとした様子には人の上に立つ人間だけが持つオーラがあった。どこかで見たことのある顔だ。

　この人は……。

「緒方文部科学大臣だ……」

　開け放したままのドアの向こうに、黒服の男性がびっしりと並んでいる。ＳＰと秘書だろう。

「きゃあっ」

　梨梨子が悲鳴をあげて身体をすくませた。下を向き、怖そうに震え出す。震えはすぐに収まったが、かっちんこっちんに固まっている。

「わーっ。すっごいーっ。かっこいいっ。本物の大臣にＳＰだーっ。黒服に黒サングラスにイヤホンって似合うよねぇ。『マトリックス』のエージェントスミスみたいだーっ」

　有希は両手を打ち合わせて脳天気にはしゃいでいる。

　瑠璃は、眉まゆ根ねを寄せて初老の男性をにらみつけた。

「おじいさま、勝手に入ってこないで。ノックぐらいしてくださいね」

「悪い悪い。生徒会の仲間が来てるってことだしな。ちょっとのぞきたくなったのだ。どうだ。瑠璃の会長ぶりは？　ちゃんとやっておるか？　んっ？」

　――これって、俺らに聞いているんだよな……。

　有希はミーハーなことしか言わないだろうし、梨梨子は埴はに輪わになっている。自分が言うしかないのだろう。

　伸也は作業する手は止めずに言った。

「緒方会長は、生徒総会の議事進行もてきぱきやってるし、綺き麗れいだし、声も通るし、いい生徒会長だと思います。でも……」

「でも、何だね？」

　伸也は言葉につまった。

　よけいなことを言ってしまった自分に臍ほぞを噛かむ。

　有希も、梨梨子も、もちろん瑠璃本人も、緒方大臣も、伸也を注目している。

　伸也はままよとばかりに口を開いた。

「要領良くやって、ラクをしよう、ってのがないなって思います」

「どういう意味だ？」

「作業内容、マニュアル化されてないんですね。僕ぼくがマックでバイトしたとき、きちんとしたマニュアルがありました。マニュアルがあるから、アルバイトでもちゃんと動けるわけです。生徒会は、一年ごとに役員が代わるから、マニュアルをつくるべきです。マニュアルがあると、教える手間が半分になります」

「ふむ」

「あと、このパソコン、緒方先輩のパソコンだそうですが、生徒会用のパソコンを買って電子化するべきです。いまどき、帳簿に手書きなんて不便ですよ。それと、生徒会内部で決めてしまうことが多いので、ちょっと不ふ透とう明めいです。チェック係……えっと、なんて言うんですか、審しん査さ役やくでいいのかな」

「監かん査さ役やく」

「そうそう、その監査役が必要です」

「生徒会以外に監査役を置くっていうの？　どうやって監査役を選ぶのよ？」

　瑠璃が口を挟はさんだ。

「ネットです」

「ふむ」

「僕は、生徒会の活動報告や帳簿を、ネットにあげてしまうといいと思います。全校生徒を監査役にしてしまうんです。そうすると、生徒総会を毎週開かなくてよくなるし、手間が三分の一になると思うんです」

　伸也が言うと、部屋中がシンと静まりかえった。

　大臣も、瑠璃も、廊下に立つＳＰや秘書たちも、ぽかんとして伸也を見ている。

　――うわ、ま、まずかったかな……。

　埴輪になっている梨梨子だけは無表情のままだ。妄もう想そうスイッチがオンしないぶん、埴輪のほうがいいかもしれない。

　有希はお兄ちゃんのくだらない話なんかどうでもいいわとばかり、うっとりと黒服を眺ながめている。黒服の一群は、有希好みのイケメン揃ぞろいのようだった。

　突とつ然ぜん、パンパンという拍はく手しゆの音が響ひびいた。大臣が手を叩たたいているのだ。

　楽しくてならないとばかりに呵か々か大たい笑しようする。

「わっははっ。なかなか頭のいい少年だ。いつ生徒会役員になったのだ？」

「一週間ほど前です」

「一週間？　ほんとうに？」

「ほんとうですよー。二人で入ったんです。ねっ、お兄ちゃんっ」

　有希が言った。

「ふむ、君は瑠璃より頭が回るかもしれないな」

　瑠璃は、イヤそうな顔をした。

　プライドの高い彼かの女じよにとって、他人に負けてしまうのは、悔くやしいことなのだろう。

　伸也はくすぐったいというより、居い心地ごこちが悪くなってしまった。大臣に誉ほめられるようなことは言ってない。カメエモンとした雑談の内容を言っただけだ。

「僕はその、努力とか嫌きらいないんです。がんばるより寝ねていたいんです。グウタラな人間なので、どうすればラクができるかなって、考えてしまうんです」

「すばらしい。人間の工業技術は、ラクをしたいという欲望によって発展してきたのだ。そういうのを創そう意い工く夫ふうと言うのだよ。君のほうが瑠璃のような堅かた物ぶつよりも、生徒会長に向くかもしれないな」

　瑠璃ががたっと椅子を鳴らして立ちあがった。眉み間けんにアオスジが立ち、眉まゆ毛げがピクピクしている。机についている両手がかぎ爪づめのように曲がり、書類をぐしゃりと握りつぶした。

「おじいさま、お忙いそがしいのでしょう。出ていってくださる？」

　おさえた口調に迫はく力りよくが滲にじむ。

　――うっ、緒方さん、怒おこっているぞー。

　プライドの高い瑠璃にとって、伸也と比べられたのは腹の立つことらしい。

「瑠璃、しっかりしろよ。そんなことじゃ、ワシのさんばんはゆずれんぞ。おまえが器量不足だと、おまえの父親で政治家は終わりだぞ。はっははっ、はははっ、あはははっ」

　大臣は、笑い声をあげながら部屋を出ていった。

　――さんばんって何だ？

　伸也はケータイを取り出だしてネットを表示し、検けん索さくエンジンにさんばんと入力する。




【地じ盤ばん、看かん板ばん、鞄かばんのこと。地盤は組織力、看板は名声、鞄は資金力。選挙に勝つための政治家の三つの武器】




　――緒方さん、政治家になるのかな？　まあ、そうだろうな。お祖じ父いさんもお父さんも政治家だもんな。

「わー、大臣、すっごい迫力だったねー。テレビと同じ顔だった。ＳＰが格好良かった。イケメンばっかりだったぁーっ。あー、ゴツイ人がスーツ着てるのってやっぱりいいなぁっ」

　有希がのんきな感想を言い、瑠璃がぼそっと文句を言う。

「ふんっ、私、決裁しかやってなかったのに、事務処理の改善点なんか、わかるわけがないじゃない」

　梨梨子は凍こおりついたままだし、瑠璃は機き嫌げん悪いし、妹の有希はイケメンにうきうきしているし、部屋は居心地の悪い空気に満ちた。

　雰囲気がおかしくなったときは、話題を変えるのに限るのだが、何を言えばいいのだろう。テレビやアニメの話題では、くだらないと言われそうだ。

　――あ、そうだ。持ってきてたんだ。百円玉。

「じゃじゃーんっ。これはいったい何でしょう？」

　あえて昔風の効果音を入れながら、ポケットから仰ぎよう々ぎようしく百円玉を取り出す。

「なによ。ただの百円玉じゃないっ。ツマンナイ！」

　有希は、ああ、あれね、という表情を浮かべながらも、つまらなそうな声をあげ、ツンと顎あごをあげる。さすが兄きよう妹だい。兄の考えていることはお見通しだ。

「そう、ただの百円玉です。日本政府が発行した、ごくごく普通の百円玉でーすっ。ですが僕は、硬こう貨か破は砕さい衝しよう撃げき波はの使い手でして、この百円玉を割って見せまーすっ」

　硬貨破砕衝撃波に反応したのか、梨梨子がピクッと肩かたを動かした。解かい凍とうがはじまったようで、居心地悪そうにお尻しりをモゾモゾさせたあと、首を左右に振ふり、肩を上下して肩こりをほぐすようなそぶりをする。解凍がようやく完かん了りようしたのか、目め尻じりをさげて柔にゆう和わな笑みを浮うかべた。

「そんなことできるわけないじゃない」

　瑠璃が冷たい口調で言う。

「ところができるんです。ほら」

　指に挟んで力を入れる。




　ぱきっ。




　百円玉が二つに割れ、すぐさま元の形を取とり戻もどした。伸也はタイミングを合わせて左手を開き、半分に切った百円玉を机の上に落とす。

「うわーっ、お兄ちゃん、ど、どうしてーっ」

　妹が、わざとらしく騒さわいで場を盛りあげてくれた。瑠璃も興味しんしんのぞきこんでいる。

「えーっ。ウソぉっ。わっ。すごい。ほんとに割れてる」

「わーっ、僕ってすごーいっ」

　瑠璃の口マネをして、両手で頬ほおを挟んで小首を傾かしげると、瑠璃がぷっと吹ふき出した。

「もう一度やって」

「ダメです。タネがその……無くなってしまうので……」

　これが今日三度目の百円玉割りだ。タネ銭せんは使うな、三回以上するなというのが、カメエモンの注意事じ項こうだ。

「ふふ、能見くん。これ、手品でしょう？」

「バレたかっ」

「でも、すごいのね。ぜんぜんわからなかったわ。能見くんって、実は手品の熟練者？」

「はははっ、僕の使える手品はあれ一個だけですけどねー」

　雰囲気がなごんだ。瑠璃が椅子を鳴らして立ちあがる。

「そろそろお茶にしましょうか。おいしいケーキがあるのよ」




　　　　　☆




　単純作業にいいかげんダレてきたときのことだった。

　――んっ？

　妙みような数字を発見した。

　もう一冊の帳ちよう簿ぼを繰くって、同じ書類によるものだと確かく認にんする。

　石田副会長のサインがある書類だが、数字がおかしい。

　単純な記入ミスだろうか。それとも……。

　――不正を追つい及きゆうした副会長本人が不正を行っている？　まさか……。

　にわかには信じられないが、数字は数字だ。書きグセが一いつ緒しよだから、誰だれかが書かき換かえたとかということもなさそうだ。

「どうしたの？　お兄ちゃん」

「なんか書類がおかしいんだ。緒方先輩、これ、見てもらえますか？」

「見せて。……やだっ。これって」

　瑠璃は椅子を鳴らして立ちあがった。

「石田くん、ふふ、やってくれたわね……」

　美び貌ぼうの生徒会長の整った顔に、ゆっくりと喜色があらわれていく。

　――え？　あれ？　緒方先せん輩ぱいがなんで喜ぶんだ？

「えっ、なになに？　……あー、ほんとうだー。でも。どうかなぁ？　……たんなる記入ミスじゃないですか？　……人間ですから、間ま違ちがえることも、ありますよねー」

　梨梨子がおっとりした口調で副会長をかばう。

　すぐさま有希がツッコミを入れた。

「そっかな。あのキモい男、抜ぬけ目めなさそうだったよ」

　――おいおい、おまえがキモいって言うのか。あんなに媚こび媚びだったのに。

　だが、それよりも驚おどろいたのは、有希の目には石田が抜け目なさそうに見えた、というひとことだった。有希は今どきの普通の少女だ。普通の人間の目には、そう見える、ということだろう。

　伸也には、あの副会長は、抜け目なさそうには見えなかった。才に溺おぼれて失敗する優等生。そんな風に思えた。

「ありがとう。伸也くんっ！　ふふっ。これでもう大だい丈じよう夫ぶね」

　瑠璃がお礼を言い、伸也の手を握にぎって上下に振った。温かい手だった。これが梨梨子だったら、手を握られるうれしさのあまり舞まいあがっていただろうが、瑠璃だと温ぬくい手だなと思う程度だ。

　むしろ、名字ではなく、名前を呼ばれたことに驚いてしまう。

「ふふっ、あははっ、ほほほっ、ほーほほほっ。これで、もう、だいじょうぶよ、見ていなさい、石田くんっ、ほほほっ、ほほほーっ」

　瑠璃は何が楽しいのか、顔を仰のけ反ぞらせて笑い始めた。手の甲こうで口を隠かくし、笑しよう声せいを響かせる。

　有希は気持ち悪そうに顔を伏ふせ、慣れている梨梨子は眼鏡の下の目を糸のように細くしておっとりと笑っている。

「ほほほ、ほほほっ、ほーほほほっ」

　生徒会長の笑声が、静まりかえった部屋に不気味なリズムを帯びて木霊こだました。

　――緒方先輩は、もしかして副会長を……。

　イヤな予感がした。







第３章　緒方瑠璃の憂鬱







　――あれっ。理事長がいるわよ。

　――ほんとね。どうしたのかな。信任選挙にわざわざ理事長が来るなんて珍めずらしいよね。

　――理事長、始まる前から席についているしね。珍しいよね。いつもなら、ギリギリに来るのに。やる気まんまんって感じだね。

　――なんかあるの？　生徒会のみんな、やたら少ないよ。メンバー変わってるし。

　生徒たちのひそめた声が、総会前の雑用で忙しくしている伸しん也やの耳にも届いていた。

　半期に一度の信任選挙は、ほとんど毎回信任という結果で終わる。

　いつもならのんびりした空気が支配し、眠ねむ気けさえ催もよおす儀ぎ礼れい的てき選挙なのに、体育館の雰ふん囲い気きはどこかうわずっていた。なんだか今日はいつもと違ちがうと、皆みなが感じている。

　伸也は、いつもは舞ぶ台たいの隅すみに置いてある演台を、舞台の中央に向かって運んでいた。演台は重く、汗あせみずくになってしまう。腕うでにつけた生徒会の腕わん章しようがずるずるさがって落ち着かない。

　――うぅっ、緊きん張ちようするぞーっ。なんか視線が集中するし……。

　伸也が緊張しているのは、自分が信任されるという点にあった。新しく入った生徒会役員と会長副会長は、ひとりずつ演台に立ち、ひとことずつ挨あい拶さつをして、全校生徒の信任不信任をあおがなくてはならない。

　――俺おれは、梨り梨り子ことお近づきになりたかっただけなのに……。

　全校生徒の前に立ってしゃべらなくてはならないと思うだけで、お腹なかの奥おくがキューッと縮む。

　その梨梨子は、演台にマイクを置こうとして、首をひねりながらコードをぐいぐいと引っ張っている。コードがどこかにひっかかり、演台まで伸のびないらしい。

　演台を舞台の真ん中に置いた伸也は、梨梨子に話しかけた。

「梨梨子さん。ムリに引っ張るよりも、元をたどったほうがいいと思うよ」

「そうねー。もうひとつ、……か、絡からまってないマイクが……その……あったはずなの。……でも、見つからなくて」

「だったらこれを何とかするしかないな」

　二人してコードをたどり、舞台の袖そでへと移動する。

「あぁ、これね……」

　垂れ幕を上下するための針金に、コードが絡まっている。

「外れそう？」

「うん。すごいことになってるけど……。あれっ。梨梨子さん、平気だよな？」

「平気って？」

「だってほら、緊張したり、予想外のことが起こると固まるだろ。なのに、生徒会だと平気だからなんでかな、って」

「生徒会で……き、鍛きたえたのよっ」

　梨梨子はにこにこ笑いながら、ガッツポーズをつくって見せた。

　かわいい仕草にどきどきする。

「わかるよ。生徒会って予想外の宝庫だからな」

「うん。私は、その、……生徒会に入ってから……そのう……リズムが、ズレなくなったのよ～」

　梨梨子は、人のために生徒会をしているのではない、自分のために生徒会をしているのだと言っていた。

　梨梨子はおっとりした天然系だ。普ふ通つうにしていてさえのんびりなのに、妄想してあらぬことを口走ったりぼうっとしたり、緊張して固まったりしていたら、そりゃリズムがズレるだろう。
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「あはは、そうか。じゃあ、挨拶も平気だよな」

「挨拶はね。……新人と、会長副会長だけなの。……私はしなくていいんだよー」

「えーっ。なんかずるいぞーっ」

　――おー、いい感じだーっ。二人きりで、なごやかーにおしゃべりなんて、なんかすげぇ。俺ら二人、つき合ってるみてぇ……っ。

　伸也は小さな幸せを噛みしめながら、知ち恵えの輪わ状態のコードを外した。

　今なら言える。

「なぁ、次の日曜、どっか行かないか。遊園地とか」

「わぁ。いいね。……行きたいっ。……ヒーローショーに……行きたいな。……素す顔がおの戦士が、出る日なのっ」

　勢いで誘さそったデートに、あっさりとＯＫが出たことに信じられない気分になる。

　――ほ、ほんとうかな？　ヒーローショー？　デートのつもりなんだけど……ま、まあ、いいか……。

「やった。外れたよーっ」

　予よ鈴れいが鳴った。そろそろ信任選挙がはじまる。

　マイクを演台に据すえつけて、コンコンと指先で叩いてスイッチが入っていることを確認する。

　――よかった。間にあった……。

　なんとなく下を見た伸也は青くなった。

　――すごい人……。

　体育館いっぱいに人がいて、みんなが伸也を見ている。

　なるほど生徒会をしていると鍛えられる。

　瑠る璃りは理事長とおしゃべりをしていた。ノートパソコンと安っぽいファイルを胸に抱かかえている。

　――有ゆう希きのやつ、いないと思ったら……。

　有希が理事長にお茶を出し、愛あい嬌きようを振りまいている。ミーハーでちゃっかりしている有希らしい行動だった。権力者にはとりあえず甘あまえておくのが有希のモットーだ。

　理事長のいる反対側の壁かべ際ぎわに副会長がいた。

　副会長派の生徒会役員だろう。見覚えのある生徒たちが、副会長と額をくっつけあわせるようにして相談をしている。全員、生徒会役員であることを示す腕章をつけている。

　どこか異様な雰囲気だ。

　本鈴が鳴った。

　瑠璃が舞台の袖から歩み寄ってくる。伸也は打ち合わせ通り、瑠璃の背後に立つ。有希と梨梨子が小走りで走ってきて、伸也の横に立った。

　瑠璃がノートパソコンとファイルを演台に置くと、マイクに向かって話し始めた。

「生徒総会をはじめます」

　ザワめいていた体育館が水を打ったように静まりかえった。

　いつもはこんなに静かにならないのだが、好こう奇き心しんが、体育館を静かにさせたのだ。みんな、何がはじまるのだろうという表情で舞台をみている。

「今日の生徒総会の内容は、生徒会役員の信任です。はずはじめに、新しく入った生徒会役員の紹しよう介かいをしたいと思います。能のう見み伸也くん」

　瑠璃のよく通る声が、伸也を呼んだ。

　――呼ばれた。俺だ……。

　伸也は一歩前に出て、瑠璃からマイクを受け取った。

「二年Ａ組の能見伸也です。桜さくら井い坂ざか高校が好きなので役員に立候補しました。未熟ですが、一生懸けん命めい務めさせていただきます」

「信任される方は拍はく手しゆをお願いします」

　拍手が起こった。

　伸也はじーんとしてしまった。

　――うわ。拍手って、気持ちイイなぁ。

　儀礼的に拍手しているだけとはいえ、この拍手はすべて伸也に向けられている。それはかぁっとなるような体験だった。生徒会に入らなければこんな経験できないだろう。

「能見伸也くんは信任されました」

　そういうものだと知っていたが、あっさり終わってホッとする。

「能見有希さん。伸也くんの双ふた子ごの妹さんです」

「二年Ａ組の能見有希です。生徒会の仕事をして一週間です。緒お方がた会長や先せん輩ぱいに教えていただいている最中です。未熟ですががんばります！」

　外面のいい有希らしい、ソツのないスピーチだった。伸也の位置からだと、横顔しか見えないが、はじけるような笑顔を浮かべている。

「信任される方は拍手をお願いします」

　すぐに拍手が起こった。伸也よりもいくぶん大きい。

　――おっ、あの子、かわいいなぁ。

　――ふうん。あの二人、双子なんだねー。顔、そっくりだね。でも、妹さんのほうがかわいいや。

　ウワサする声が聞こえてくる。

「能見有希さんは信任されました。有希さん、伸也くん、私たちと一緒にがんばりましょう。次に……」

　瑠璃が、あれっ、という表情でマイクのスイッチを確認した。

　指先でマイクをコンコンするが、音が出ない。いきなりマイクが死んでしまった。舞台の袖に控ひかえていた梨梨子が片手で口を押おさえながらきょろきょろする。

　ふいに声が響ひびいた。

「副会長の石いし田だ哲てつ生おです」

　ちゃんとスピーカーを通した声だ。

　副会長がマイクを片手に持ちながら、舞台の端はしの階段をあがってやってきた。見つからなかったもうひとつのマイク。腕に生徒会の腕章をつけている。

　これが漫まん画がなら、バーンという書き文字が背後に現れるだろう、そんなもったいぶった登場の仕方だ。

「信任選挙に当たって、みなさんに聞いていただきたいものがあります」

　副会長派の役員が古めかしいデザインの大きなラジカセを石田に渡わたした。石田は銀ぎん縁ぶち眼鏡を光らせながら、意味ありげにカセットテープをセットする。

「生徒会室にやってきた女性業者と、緒方生徒会長の会話を録音したものです」

　石田は、ラジカセのスピーカーのところにマイクを押し当あてた。

　くぐもった話し声が聞こえてくる。

『……こんなこと……ください。いただけ……』『ですが……緒方さん、我わが社しやとして…きなビジネス……お礼です』『れいす……差額三十万……お返し』『これ……も、よろしく。……安いものです』『なでしこかぃ……』

　音は割れていてはっきり聞き取れなかったが、緒方瑠璃と誰かが話している声らしい。

　体育館がざわめいた。

　――何？　なんのこと？

　――差額をお礼？　緒方会長に？　れいす？　なでしこ会って何？

　動どう揺ようする声が次々に聞こえてくる。

「なでしこ会というのは、昔、桜井坂が女子高だったとき、生徒会の前身としてあったものです。選ばれた少数の生徒が集まってお茶を飲んでお菓か子しを食べ、生徒会の運営を決めていました。いわばセレブの会ですね」

　石田の解説に、生徒たちの間に納なつ得とくした気配が流れた。

「なでしこ会の卒業生は、今は大企業のＯＬや社長夫人、あるいは弁護士や大学教授になっています」

　女子生徒のあいだから、はぁーっと熱いため息が響く。セレブの会、というイメージが、女子生徒を刺し激げきしたらしかった。

「そのなでしこ会の関連する会社から、緒方会長は定価の倍で備品を購こう入にゆうし、業者から礼金を受け取っていたのです！　その額は三十万にのぼります」

　石田は舞台の上の役者のように、演台の生徒会長を指差した。

「これは贈ぞう賄わいです。汚お職しよくですっ!!　僕ぼくは、会長の不信任を要求します！」

　生徒たちが静まりかえった。

　困ったように顔を見合わせている。

　さっきのテープも音が割れていて聞き取りにくかったし、いきなりワイロだと言われてもピンと来ない。

　瑠璃の祖父と父が有名政治家であることも、彼かの女じよがお嬢じよう様さまであることも有名だったから、にわかには信じられない。そういうケチくさいことが似合わない人間なのだ。

　三十万のワイロを貰もらって『げへへ、越えち後ご屋や、おまえも悪わるよの』と笑うよりも、三十万円の札束をポンと投げてよこし『寄付よ』とあっさり言うほうが彼女らしい。

　さりとて、石田が、妙な電波を受信しているならまだしも、何もないのにそんなことを言いだすわけがない。

　舞台の上から生徒たちを見つめている伸也には、生徒たちの迷う気持ちが手に取るようにわかった。

　きん、と、スピーカーが異音を鳴らした。

　梨梨子が舞台の下、スピーカーのすぐ横で合図をしている。両手を頭上にあげて指先をくっつけ合わす。ＯＫのサインだ。

　スピーカーのスイッチを入れた、ということだろう。

　生徒会の腕章をつけた男子生徒が走り寄り、梨梨子を押しのける。

「きゃっ」

　梨梨子があっさりと転んだ。だがすぐに立ちあがり、スピーカーのスイッチに手を伸ばす。梨梨子は必死だが、無言のもみ合いは男子生徒に軍配があがりそうだった。

　あの生徒は副会長派なのだろう。会長である瑠璃のマイクがいきなり切れたのは、副会長派の役員が、操作したらしい。

　梨梨子のすぐ横で、椅い子すに座すわった理事長が、興味深げに身を乗り出だして生徒会のいさかいを見物している。

　理事長に視線を向けられた副会長派の役員は、気まずそうに梨梨子を押しのけていた手を離すと、すごすごと体育館を出ていった。

　梨梨子はスイッチに手を伸ばしたあと、もういちど手で丸をつくって舞台の上の会長に合図を送った。

　瑠璃は、小さくうなずくと、マイクに向かって話しかけた。

「私も、みなさんに見ていただきたいものがあります」

　演台の上に置いたノートパソコンに向かい、マウスを操作する。

　背後のスクリーンに、パッと画像が浮うかびあがった。どういう仕組みになっているのか、スキャナで取りこんだ画像を表示している。

「この伝票では、ファイル代金を五万円で出金しています」

　手書きの出金伝票の画像だ。スクリーンいっぱいに拡大されているが、文字はボケたりせずはっきり見える。ファイル　５００00円也、石田哲生とある。５００だけが手書きで、最後の00は印刷だ。

　副会長がかっと顔を赤くさせ、見るからにおろおろした。動揺しているのがはっきりわかる。

　――五万円もするファイルかよ？

　――高いよね。どんなファイルを買ったんだろう？

　生徒たちがざわめいた。

「こちらが添てん付ぷされた領収書です」

　石田哲生様、桜井坂高校購こう買ばい部ぶ、金５００00円也と文字が読める。その領収書は、五百円の領収書にゼロを書き加えて改ざんしたように見えた。

「日付も同じです」

　会長はマウスを操作し、上下に画像を映して見せた。

　確かに同じ日付だとひとめ見てわかる。

「石田副会長は、購買部から五百円で買ったこれを」

　瑠璃は、マウスパッド代わりにつかっていたうすっぺらいファイルを高く掲かかげる。

　体育館は怖こわいほどに静まりかえっていた。瑠璃が何を言い出すのか、皆は息を呑のんで待っている。

「五万円だと偽いつわって生徒会の金庫からお金を出し、差額の四万九千五百円をポケットに入れたのです」

「違うっ。それは間違いだ！　僕が出したのは五百円だ！　緒方会長はウソを言っている!!」

「おもしろいことをおっしゃるのね。石田さんのサインがはっきり書いてありますよ？　これでも間ま違ちがいだっておっしゃるの？　かなり苦しい言い訳ね。ところで石田さん。さっきの録音、どこでなさったの？」

「生徒会室だっ！　僕が倉庫で捜さがし物ものをしていたら入ってきた業者と会長が話し始めたんだっ。だから倉庫にあった古いカセットデッキであわてて録音して……」

「石田さん、幻げん聴ちようを聞くなんてお疲つかれのようね。ゆっくりお休みされたほうがよろしくてよ」

「違う、僕はほんとうに聞いたんだっ!!」

「あんなぼんやりした音声、何が私なものですか？　誰だれかに台本を渡して朗読してもらって録音したんでしょう。それにもし、石田さんが、本当に録音したんだっておっしゃるなら、それって盗ぬすみ聞ぎきって言うんじゃなくて？」

　丁ちよう々ちよう発はつ止しのやりとりが繰くり広ひろげられる。

　堂々としている瑠璃に対し、副会長はおろおろして、声がうわずっている。

　副会長を理路整然とやりこめていく瑠璃は、怜れい悧りな美び貌ぼうがいっそう冴さえて、怖いほどに美しい。

　主役級のヒロインの前で、その他おおぜいの端は役やくは小さく見える。文字通り、役者が違う。副会長では、瑠璃に太た刀ち打うちできない。

　――決まりだな……。

　生徒たちは、瑠璃の声に聞きき惚ほれ、彼女のしぐさにうっとりした視線を向けている。生徒総会は、いつものように瑠璃の独演会と化した。

「それではみなさんに信任不信任をお聞きしたいと思います。石田哲生副会長を信任される方は拍手をお願いします」

　副会長派の生徒会役員のあいだから、パラパラとまばらな拍手が起こったが、一いつ般ぱん生徒が誰も拍手をしないことを見て取って、やがて拍手の音も消きえ失うせた。

　体育館が静まりかえった。

　全校生徒が息を呑んでなりゆきを見つめている。

　シンとした体育館に、瑠璃のはっきりした声が響く。

「石田哲生さんは不信任されました。生徒会規則十七条第一項こうの規定により、石田さんは生徒会役員ではなくなります」

「ウソだっ。そんな……っ!!　ありえないっ!!」

　理事長が立ちあがり、ゆっくりした仕草で階段をあがってきた。

　――わ、理事長だよ。何をするつもりなんだ……。

　異例のことに生徒たちがざわめく。

　美しく年を重ねた理事長は、やさしい笑えみを浮かべながら、瑠璃からマイクを受け取った。

「不正だのワイロだの、聞き捨てなりません。私が責任を持ってきちんと調べますね。そしてみなさんに報告します。石田くん。それでよろしいですね？」

「は、はい……」

「ですが、不信任は不信任です。石田さん。生徒会、お疲れ様さまでした。ご苦労様でしたね」

「ぐ……」

　緒方会長の汚職を糾きゆう弾だんして不信任するはずが、自分が不信任されてしまった石田は顔を青くしてうなり声をあげるばかりだ。

　理事長はマイクを持ち直すと、にこやかに続けた。

「次は生徒会長の信任をみなさんに問いたいと思います。緒方生徒会長を信任する方は、拍手をお願いします」

　万ばん雷らいの拍手が響き渡った。瑠璃は晴れやかな笑顔で拍手を受けている。

　伸也も有希も、理事長も拍手をした。

　――あれ、梨梨子さん、妙みような顔してどうしたんだろ……。
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　舞ぶ台たいの下の梨梨子だけが、眉まゆ根ねを寄せて困った顔をしている。

　彼女は、顔を伏ふせて舞台の袖そでへと移動した。

「緒方会長は信任されました」

　拍手がいっそう大きくなった。

　理事長からマイクを受け取った瑠璃が、閉会の挨あい拶さつをする。

「これで生徒会信任選挙を終わります。みなさんお疲れさまでした」

　幕がするすると下りてきた。さっき、舞台の袖に移動した梨梨子が操作したのだろう。

「お、覚えてろよっ」

　石田は、絵に描かいたような捨てぜりふを残して階段を下りて走っていく。

　幕が下りた。

　一般生徒と生徒会を分けるようにして。




　　　　　☆




　放課後の生徒会室は、夕ゆう陽ひが射さしこんで温かい色に染まっている。

　三階のいちばん端はしに位置する生徒会室は二方が窓になっていて、お日様の光が贅ぜい沢たくに降り注いでくる。

　だが、ほんわかした空気はなかった。むしろ、ぴりぴりした、緊きん張ちようした雰ふん囲い気きが支配している。

　理事長が椅子に座り、伝票だの帳ちよう簿ぼ類るいだのをありったけ出してチェックしている最中だったからだ。

　瑠璃と、伸也と梨梨子、それに有希は、理事長の背後に立ち、数字の上を前後する赤ペンをどきどきしながら見守っている。夕陽の加減なのか、瑠璃の顔色は悪い。チェックされるのがプレッシャーなのかもしれない。

　やがて理事長は、ぱたんと音を立てて帳簿を閉じた。

　ふう、とため息をつく。

「すばらしいわ。緒方さん。帳簿は完かん璧ぺきね。さすが、大臣のお孫さんね。大臣のさんばんは緒方さんのお父さんが引ひき継ついで、やがては緒方さんが引き継ぐのでしょうね」

　理事長に誉ほめられた瑠璃は、複雑な表情で顔を伏せた。

　照れているようにも見えるが、それだけではない気がした。

「ふふっ。緒方さんって、私の初はつ恋こいの人に似てるわ」

「えっ」

　有希が気持ち悪そうに後ずさった。

「お、女の人ですか？」

「あら、どうして？」

「だって、理事長、ウチの高校の卒業生ですよね。しかもなでしこ会のＯＧでしょ。桜井坂って女子高だったんですよね？」

「男性よ。小学校が同じだったの。戦後の混乱がやっと収まってきた頃ころでね。何もない時代だったわ。結けつ婚こんの約束をしたのだけど、叶かなわなかったわねぇ。頭のいい人でね、日本を導く存在になりたい、なんて言ってたわ」

　理事長は遠い目をして言った。

　戦後の混乱と言われてもピンと来ない。

　伸也も皆みなも、言葉を失って黙だまりこんだ。

「さて、私はこれで失礼しますね……あら？」

　ドアを開けた理事長が立ち止まる。

　戸口に女子生徒が数人立っていた。全員が一年だ。

「わーっ。理事長だーっ。理事長、さようならっ」

「ごきげんよう」

　理事長は、生徒たちの間を歩き去っていった。

「きゃーっ、ごきげんようだってっ。やっぱり、セレブっぽいねー」

「すごいね。生徒会って、理事長が出入りするんだねー」

　女の子たちのはしゃぐ声が聞こえてくる。

「どうしたの？　入ってらして」

　瑠璃が声を掛かける。

　一年女子たちがおずおずと入ってきた。みんなやたらとかわいい女の子ばかりだ。

「何かご用？」

「生徒会に入りたいんです」

「私も生徒会に入りたいんです。自じ薦せんでいいんですよね？」

　伸也たちは顔を見合わせた。

　どういう風の吹ふき回まわしだろう。

　いきなり四人も増えるなんて信じられない。

「だって、生徒会は、なでしこ会っていう、セレブの会を引き継いでるんですよね？」

「ねーっ」

「なでしこ会は解散してるのよ。それでもいいのね？」

「はーい。いいですーっ」

「生徒会してると、内ない申しんが良くなると思うもん」

「緒方会長ステキだし、有希さんもカワイイし。生徒会って現代のなでしこ会よねっ」

　有希が私？　と自分で自分を指差した。まんざらでもなさそうににこにこ笑う。

「ふふっ。まぁいいわ。理由は何でも。来る者拒こばまず、去る者追わずよ。生徒会はあなたがたを歓かん迎げいします」

　瑠璃があでやかに笑い、入会希望の四人と順じゆん繰ぐりに握あく手しゆをした。
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「あぶないーっ。みんなーっ。ファイレンジャーを応おう援えんしてあげてーっ。がんばれーっ」

「がんばれーっ、がんばれーっ、がんばれーっ」

　おねえさんのアジテーションで、観客席をびっしりと埋うめた子供たちがいっせいに応援する。

「がんばれっ」

　梨梨子も小さな声で応援をしていた。胸の前で手を組み、前のめりになっている。

　ハラハラドキドキしているのがはっきりわかる。眼鏡の奥おくの瞳ひとみが真しん剣けんだ。

　梨梨子ほど夢中になれない伸也は、違ちがう場所に迷いこんでしまったような居い心地ごこちの悪さを覚えていた。

　東とう宮きゆうドームシティのヒーローショーは、日曜の朝に放送しているスーパー戦隊の着ぐるみショーだ。

　今日の演目は、素す顔がおの戦士、すなわちテレビの俳優が出演する日で、観客席はびっしりと埋まっている。

　幼よう稚ち園えんぐらいの男の子をつれた家族連れがいちばん多く、俳優のファンらしい女性たちのグループも散見する。

　伸也たちのような、男ひとり、女ふたり、プラス一匹のグループは他にない。

　舞台では、スーツアクターが転がりながら出入り口に隠かくれ、代わって素顔の戦士が登場した。

　ババンと効果音が鳴なり響く。

「あーっ。変身が解けてしまったーっ！　ファイレッドが大変よーっ」

　おねえさんのナレーションが悲鳴のように響ひびく。

「理り王おうは強すぎる。とてもかなわない……っ」

「負けちゃダメッ、仲間を信じて戦うのよっ!!　ジョン、立ちなさいっ。立つのよっ」

「そうだ。みんなっ。立ちあがろう。子供たちが、こんなに応援してくれているんだぜっ！」

　ファイピンクを演じる女優と、ファイレッド役の俳優がよろよろしながら立ちあがり、胸の前で握にぎり拳こぶしを作る。

　子供たちのがんばれの声がひときわ大きくなる。

　勇ましい音楽が明るく響く。

　ファイレンジャーでいちばん盛りあがるところで流れる勇ゆう壮そうな音楽だ。

　悪あく魔ま殿でんの党首、理王が現れた。変身を解いて、人間体になっている。

　バーンと音が鳴り、火花が散る。

「理王……」

「理王だわ……」

「猛たけきことライオンのごとく、強きことまたライオンのごとく！　悪魔殿党首、理王、参上っ!!」

　黒ずくめの衣装を着た彼かれが、マントをひるがえして名乗りをあげると、女性観客の間からはぁーっとため息が漏もれた。

「ファイレッド、最後の勝負だっ」

「わーっ。カッコイイ～っ」

　ミーハーな歓かん声せいをあげたのは、伸也の横に座る有希だ。

　――俺おれ、なんでコイツに、梨梨子とデートなんだ、なんて言ってしまったんだろう。

　出かけに、『お兄ちゃんずいぶん機き嫌げんいいじゃない？　どこか行くの？』と、妹に聞かれ、ついうっかり言ってしまったのだ。

『梨梨子とデートなんだ』と。

　初デートに浮かれていたとはいえ、これは伸也の失態だった。

　有希はいきなり機嫌が悪くなり、『お兄ちゃん最低』『お兄ちゃん大だい嫌きらい』を繰り返かえしたあと、あげくに『お兄ちゃんが梨梨子さんに悪さをしないように見張らなきゃならないもん』と言いながら、ついてきてしまった。

　万ばん事じおっとりしている梨梨子は、有希が来てもイヤがらなかったどころか、妹と仲良くしゃべっていたが、思おも惑わくが外れてしまった伸也はげんなりしていた。

「伸也、あの台の上の人たちはエライのか？」

　膝ひざの上に置いたリュックから、カメエモンが聞いた。

「これだけの人を夢中にさせているんだから、エライんだろうなぁ」

「芸能人というのは、政治家や生徒会長とどっちがエライんだ？」

「エラさの基準が違うんだよ」

「なるほど……強いというのも、エライ基準のひとつなのか？　かわいいとか金持ちとか、理事長とか会長とかも、エライ基準になるのだな？」

「ああ、そうだよ」

　カメエモンにとってはエライかどうかが大事らしい。めんどくさくなった伸也は適当に相づちを打った。

　――デートのはずだったのに、なんでこんなにいろいろくっついて来るんだよ？

　伸也はふぅっとため息をついた。

　――ま、まあ、いいか……。た、楽しいし……。梨梨子も喜んでいるし。アクションも見み応ごたえあるし……。
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「あーっ、楽しかった～っ。……感動しちゃった。……やっぱり特とく撮さつって、ストーリーが最高だわっ!!」

「ナマの俳優さんって格好いいーっ。やっぱ、戦隊の俳優さんってイケメン揃ぞろいだわー。ああ、理王様がいいなぁ。髪かみの毛けさらさらーっ。背が高いーっ。声が渋しぶい～っ。メロなんかどっか行けぇ～っ。理王様に似合うのはファイレッドのジョンだわぁっ！」

「うぅむ。人間というものは不思議なものだな。他愛たわいない話なのに、これだけの数の人間が夢中になるのだから」

　梨梨子はストーリーに感動し、有希はイケメン俳優にミーハーにはしゃぎ、伸也のリュックで人間の心理についてカメエモンがうなっている。

「うんうん。理王様いいよねぇ。猛きことライオンのごとく、強きことまたライオンのごとく！　悪魔殿党首、理王、参上っ!!」

「子供が見てるよー。でも、梨梨子さん、ポーズ取るのうまいねぇ」

「うん。レイヤーだもんっ！　理王様への愛のために生き、愛のために戦う愛の戦士、悪魔殿幹部、メロ!!」

「きゃーっ、すごいっ。上手～っ。ねぇねぇ、他に何かない？」

「そうねー。ＪＯＪＯ立ちなんかどう？」

　梨梨子が道ばたに膝をついたと思うと、背中を弓なりに反そらして両手をあげた。

「あはは……」

　伸也は空くう虚きよな笑い声をあげた。

「きゃーっ。すごーいっ。梨梨子さん身体が柔やわらかいねぇ」

　梨梨子はなおもいっそう両手をあげる。フィギュアスケート選手のイナバウアーを思わせる、見事なＪＯＪＯ立ちだ。

　ゴゴゴゴという書き文字が背後に浮うかびそうな光景に、有希ははしゃいで手を叩たたき、お父さんに手を引かれた子供は指を差し、カップルは怖そうに避さけていく。

　梨梨子が喜んでくれている。梨梨子を嫌っていた有希が彼かの女じよと仲良くしている。それはいい。すばらしいことだ。

　だが、いたたまれない雰囲気に、居心地が悪くなってくる。背中を冷ひや汗あせがだらだらと流れていく。

　――うぅ。早く、こいつらを冷静にさせなきゃ……どっか、喫きつ茶さ店てんとか……あ、そうだ。

「な、なっ。観覧車乗ろうぜっ！　待ち時間五分だってさっ。今がチャンスだぞーっ」

　伸也はＪＯＪＯ立ちの梨梨子の手を取ってぐいぐい引いた。




　　　　　☆




「お兄ちゃん、ヒーローショー、楽しかったねー」

「そ、そうだな……」

　伸也はうつろな声で答えた。何が悲しゅうて、コブつきオマケつきで観覧車に乗らなくてはならないのだろう。梨梨子と二人きりだったらどんなによかったことか。

　秋の日曜の晴れ晴れと澄すみ渡わたった青空と、上下のゴンドラの楽しそうなカップルがイヤミに思える。

「お兄ちゃん楽しそうだね。ハーレムだもんねっ！」

　妹がイジワルっぽい口調で言ってニヤッと笑った。

「おまえ、ハーレムって意味知ってるのかよ」

「知ってるよ。生徒会のことでしょ」

　副会長派は、全員生徒会を辞やめた。

　セレブの会と誤解した一年女子生徒が四人も入り雑用をしてくれているので、生徒会の人数はむしろ増えてしまったぐらいだが、伸也以外は全員女子生徒になってしまい、まさしくハーレム状態だ。

「ねぇねぇ知っている？　副会長、学校、休んでいるそうよ」

　有希が言うと、梨梨子が心配そうに眉根を寄せた。

「石田くん、大だい丈じよう夫ぶかなぁー。……石田くんって、お金を、ご、ごまかしたりなんか、……ぜったいしない人、なんだけどなぁ～」

「あれっ、梨梨子さんって、会長派じゃなかったの？」

「私は……どちら派でも、ないわ……」

　意外なことを聞いて目を見張る。

　それは有希も同じだったらしくて、不思議そうに目を見開く。

「そ、そうなんだ？　緒方さんのためにがんばったのに。信任選挙のとき、スピーカーのスイッチで、がんばってたじゃない？　おとなしい人なのにすごいなぁ、って思ってたのよ」

　梨梨子は考えこんだ。

　どう答えようか迷っている感じだ。

　やがて、とつとつとした口調で話す。

「……私は……みんなと、仲良くしたいのよ……緒方さんが困るのも、副会長が泣くのも、イヤなの……」

「ふぅん。梨梨子さんらしい答えだねー。あっ、副会長っていうのは、お兄ちゃんのことじゃないからねっ。うぬぼれないでねっ」

　妹が解説を入れた。

　伸也は軽くうなずいた。

　石田が不信任され、空いた副会長の席に座すわったのは伸也だった。

　梨梨子は『私なんか』と後しり込ごみし、有希は『なんで私がそんな面めん倒どうなことをしなきゃいけないのよ』と怒おこり出だし、入ったばかりの一年女子ではどうにもこうにも力不足で、伸也が引き受けるしかなかったのである。

「ね？　聞いてもいい？　梨梨子さんっていじめられっこだったんでしょ」

「おい、有希っ！　なんてことを言うんだっ!?」

「だって、みんなと仲良くしたいなんて、優等生かいじめられっこのセリフだよ。梨梨子さんって、どっちかっていうといじめられっこタイプだよね」

「……わかっちゃった？」

　梨梨子はあっさりと同意した。メガネの奥の瞳を細くして笑う。

「失礼だぞっ。有希っ」

「伸也くん……いいのよ。……ほんとうのことだから。……私だけ、みんなとリズムがズレちゃうの。……ただでさえ目立っちゃうのに、……私ってアレだから、気持ち悪がられちゃって……」

　梨梨子は、ちょっとしたきっかけで妄もう想そうスイッチが入ってしまい、エッチな妄想を垂れ流してしまう。はじめて見たときは、彼女に憧あこがれている伸也でさえ、引いてしまったほどだ。

「……いやな体験なんか、リセットしよう、って……。高校デビューしよう……って、どうすれば、い、いじめられなくなるのかな……って、考えて、生徒会に入ったの」

　梨梨子は泣きそうな表情で言った。たぶん、中学のときを思い出してしまったのだろう。眉根を寄せて目を伏せている。

「ふぅん、そうだったのね。みつあみとメガネもそれでなの？」

「うん……目立たないほうが、いいかな……って、思ったの」

　伸也は納なつ得とくしてしまった。

　――梨梨子って、いろいろ考えすぎるんだ。

　梨梨子は、予想外のことが起こると思考停止状態に陥おちいってしまうと思っていた。だが、そうではない。

　思考が止まるというよりは、いろいろ考えすぎたあげく、言葉が出てこなくなる、動けなくなるみたいだった。

「私、生徒会、好きよ……緒方さんは、私が妄想しても……ぼんやり見てるし……石田くんは……じっと見てるわ」

「ああ、そうだよな。緒方さんは、『またはじまったわね』って見てるよな」

「うん。……石田くんはね、……いろんな人の、いろんなところを見るのも、政治家の……トレーニングだって言うの」

「あのヘンな人、政治家になりたいの？」

「うん。えっと……なんだっけ、……史上最年少総理になるのが夢……って、ボケてくれるの」

「それはボケじゃなくてマジだと思うぞ」

「そうだよねー」

　有希が同意する。

　あの副会長なら、本気で生徒会は政治家のトレーニングで、史上最年少総理になると考えていそうだ。

「……生徒会って……すごく居心地がいいの。……私、生徒会、好きなの。……楽しいよ。誰だれにも、き、気持ち悪がられなくて、……すむんだもの」

「梨梨子さんは気持ち悪くないよ。だいじょうぶ。私も腐ふだから。ナマモノにしか反応しないんだけど、ＢＬが好きなんだ。私は読み専だけどねー」

「フ？　ナマモノ？　ヨミセン？」

　聞き慣れない言葉に、伸也は聞き返した。

　わかったのはＢＬのひとことだけ。ノーマルな少年である伸也も、ＢＬがボーイズラブの意味であり、少年同士の恋れん愛あいを描えがく小説や漫まん画がの意味だと知っている。

「あ……やっぱりそうなんだっ！　……そうじゃないかな、って……思ったのっ!!」

「えーっ。やっだ～!!　いつわかったの？」

「理王様にはジョンだって、カップリングしたときよ。ナマモノって、大変でしょ？　読み専だと、よけい大変よね」

「そうよ。私が読んでいる小説や漫画のサイトもねー、一ヶ月刻みでアドレスが変わるの。ヘタすりゃ訴うつたえられるもの。読む方も書く方も、二次元とは違う苦労があるのよねー」

　オタトークだとなめらかに会話ができる梨梨子が質問してくれるおかげで、一いつ般ぱん人じんの伸也にも事情がようやく見えてきた。

　――知らなかった。有希って、隠れ腐女子だったんだ。

　広義ではオタク少女、狭きよう義ぎでは男性同士の恋愛を妄想する女の子を腐女子という。

　有希はその中でも、二次元ではなく、ナマモノ、すなわち三次元の俳優でカップリングすることを楽しみ、ＢＬ小説やＢＬ漫画を愛読しているという。

　あまりの意外さに驚おどろいてしまう。

　有希は、家族にも完全に趣しゆ味み嗜し好こうを覆おおい隠していたからだ。

　だが、一方でなるほどとも思ってしまう。

　有希のイケメン好きは伸也だって知っている。テレビドラマの『イケメン・パラダイサー』や戦隊もの、仮か面めんレイダーをほんとうにうれしそうに観みている。サニーズのファンで、ファンクラブにも入っているし、コンサートや握あく手しゆ会かいもたまに行く。

　梨梨子を助けたとき、有希がその場に居合わせた。渋しぶ谷やに行くはずの有希がなぜ秋葉に現れたのか不思議だったが、今どきの秋葉は、池いけ袋ぶくろほどではないが腐女子御ご用よう達たしの同人ショップが多いと聞いたことがある。

　――あ、そうか。やっとわかった。有希が梨梨子を毛け嫌ぎらいしたのは、自分を見ているみたいでイヤだったんだ。

　有希らしくないと思っていたのだが、同族嫌けん悪おだとすると納得できる。

「なによっ。お兄ちゃんっ！　エッチ。私の胸ばっかり見ないでよっ!!」

「みみみ、見てないよっ。そんな……、ちょ、ちょっと驚いただけだっ」

「だからバラすのイヤだったのよっ。みんなびっくりするんだもんっ。中学生の頃ころだってさー、スマックの草風くんと稲村くんってアヤシイよねーとか、ひとことでも言うと、クラスのみんな、えっ!?　って怖こわそうに後ずさるのよっ!!」

　有希は鼻息も荒あらく言いい募つのった。

　梨梨子が、がしっと有希の手をつかむ。そしてコクコクと頷うなずいた。メガネの奥の瞳が真剣だ。

「わかる……っ。わかるわっ……大変よねー」

「そうなの。大変なの。私って美少女だから。でも、妄想がやめられないのっ。私のキャラに合わないのにっ……」

　――美少女って自分で言うのかーっ。

　伸也は妹の意外な姿に驚くばかりだ。

「うん、でも、でもね、……やっぱり、そういうのって……、き、気持ち悪いんだろうなぁ……って思うのね……」

　腐女子というものは、趣しゆ味み嗜し好こうを知られると、一般人に排はい斥せきされる、あるいは白い目で見られる、という被ひ害がい者しや意識があるらしい。

　ＢＬなんて趣味の問題じゃないかと思うのだが、そういうものでもないらしい。

「安心してっ！　お兄ちゃんのほうがずっと気持ち悪いから。お兄ちゃんね、ベッドの下にエロマンガ山ほど隠しているよ。夜中、うんうんうなりながら読んでるもん。何してんだか。キモイんだからっ!!」

「ゆ、有希っ……ちょ、な、なんでおまえ、そんなこと知ってるんだよー」

　梨梨子はふんわり笑った。糸のように細くなった目が柔らかな弧こを描く。

　だが、すぐに笑え顔がおが崩くずれ、泣き顔に変わる。

「ひくっ、ありがとう。……やだな。なんで泣いちゃうの……えぐっ、ぐすぐすっ」

　眼鏡を外して指先で涙なみだを拭ぬぐう。

「だから、……私、こんなのイヤなんだ。……生徒会が分ぶん裂れつするなんて……石田くん、戻もどってきて欲ほしいな」

「あんなのが好きなの？　梨梨子さんの趣味、ヘン！」

「うん。好きよ。……有希ちゃんも伸也くんも、……緒方さんも石田くんも、……みんな好き」

「でも、不信任されたんだよ？　生徒会から追放されたのに、副会長戻ってくるかな？」

「ウチの生徒会は、自じ薦せんで役員になって、次の信任選挙で信任されたらオッケーだから、不信任されても戻れるシステムになってるんだよな？」

「あ、そうかぁ……」

　――もしも石田が戻ってきたら、俺が副会長なんて、しなくていいんだ……。

　四人も新入役員が入ってきたから、伸也の時間はたっぷりある。マニュアル作りか電子化作業をしようと思っていたが、石田の言っていたことを調べてみよう。

　――でも、どうやって調べるんだ？　石田、休んでいるんだぞ。

　石田に直接逢あって話を聞けばいいのかもしれないが、たぶん石田は伸也に逢ってくれないだろう。

　――もういちど帳ちよう簿ぼを調べるか？　でも、理事長がチェックして完かん璧ぺきだって言ったんだぞ。理事長が間ま違ちがえるわけないし、俺がチェックしても何も出てくるわけないぞ。

　――あれ、俺、何をひっかかっているんだ？

　伸也は何かを見落としている。だが、それが何かわからない。まるで喉のどの奥おくにひっかかった骨が、取れなくてイガイガしている気分だった。

「梨梨子さん、お兄ちゃんなんかほうっておいてどこか行かない？　甘あまいもの食べようか。どうかな？」

「あぁ、いいわね。……食べたいな。……ケーキバイキングとか、どう？」

「あー、じゃあ、プリンセス・シャーロットとか」

　有希は有名なケーキ屋の名前をあげた。

「僕ぼくも行くよ」

「だめっ。シャーロットは、女同士で行くと千円だけど、男が入ると二千五百円になっちゃうのっ!!　女同士で楽しむんだからお兄ちゃんは来ないでっ!!　しっしっ」

　梨梨子がおっとりと笑った。伸也もつられて苦く笑しようする。有希も笑みを浮かべている。

　ゴンドラはゆっくりゆっくり揺ゆれながら青空の中を回転していく。




　　　　　☆




　伸也はベッドの上に広げたワンピースを見ながら考えこんでいた。

　ワンピースはフリフリで、とてもかわいいデザインだ。




「いやよ。なんで私が副会長のお見み舞まいなんていかなきゃいけないの？」

「でもさ、梨梨子が泣いて頼たのんだんだぜ」

「あれは違ちがうわ。泣いたのが先、頼んだのが後よ。副会長が気になるなら、梨梨子さんがお見舞いに行けばいいのよ」

「う、そ、それはちょっと……」

「もうっ、だったら、お兄ちゃんが女装して出かけたらどぉ？　かわいすぎて似合わないワンピースがあるの。ほんとうはイヤだけど、貸してあげるわよっ。はいっ。どうぞっ」




　そして、有希が押おしつけたのがこのワンピースだった。

　有希がお見舞いに行けば、石田は逢ってくれるし、話も聞かせてくれる。だが、伸也ではムリだ。

　――これを着ると、有希だと思ってくれるかな？　ムリだよなぁ。体形からして違うんだから。

　女物のワンピースを着るなんて、考えるだけで気き恥はずかしい。

　いや、気恥ずかしいだけならまだしも、見た目に気持ち悪くなりそうでげっそりする。

　――せめて胸は必要だよなぁ……。

「伸也。どうした？」

　部屋の隅すみでぬいぐるみになっていたカメエモンが直立し、エラソウに声を掛かけた。

「聞いてたんだろ？　しらばっくれるなよ」

「あぁ、聞いた。手助けがいるかなと思ったのだ」

「世界征せい服ふくの手伝いかよ？」

　イヤミっぽい口調になった。

「違う。女装の手助けだ」

　カメのぬいぐるみは、外国語で何かささやいた。いや、呪じゆ文もんを唱えた、というべきだろうか。はじめて聞いた、独特の抑よく揚ようを持つ不思議な音声。

「終わったぞ」

「何がだよ？」

　立ちあがろうとして、前のめりに転ぶ。

「な、なんだよ。なんで胸が重いんだ？　んっ、何だ？　むにゅって？　うわっ！」

　伸也はその場に座りこんだままの姿勢で、シャツの衿えりに指を入れてひっぱり、中をのぞきこんだ。ありえないものを見て息を呑のむ。

「む、胸、胸が……お、おっぱい、が……」

　ふくらんでいた。Ｆカップはありそうな大きな乳ち房ぶさが、シャツの胸を押しあげている。

　見てはいけないものを見た気分で目をそらす。

　だが、好こう奇き心しんには勝てない。

　伸也はシャツの布越ごしに、自分の胸をむにゅむにゅといじった。

　服の上から乳ち首くびをつまむと、甘い戦せん慄りつがツキーンと背中を走はしり抜ぬけた。

「ぁんっ」

　自分の喉から出た甘い声にはじらってしまう。

　ふんわりふわふわの大きなおっぱいは、手の下でさまざまに形を変える。

　自分で自分の乳房を揉もむのは気持ちがよかった。低反発まくらのようにふんわりふわふわしているのに、手を弾はじくような弾だん力りよくがあり、触さわっても触っても触り飽あきない。

「んっ、あぁっ……はぁはぁ……っ、んんっ……んっ、あっ」

　――すげぇ。でっかいおっぱい。気持ちがいい……。

　体たい臭しゆうまでも変わっていて、ふわっと甘い香かおりが立ち上る。

　――もしかして、全部、変わってる？

　伸也は、股こ間かんに手をあててゾッとなった。ペニスが消えていた。さーっと顔が青くなる。

「お、おまえが、やったのか？」

「あぁ、私が魔ま法ほうで変えた」

　――魔法？

「未来から俺おれを幸せにするために来た、ぬいぐるみロボットなんじゃなかったのか？」

「そうだな。未来は、ロボットも魔法が使える、ということにしておこう」

「俺が世界征服したら、未来が変わるんじゃないのか？」

　カメエモンが沈ちん黙もくした。

　何だかアヤシイ。外出するとき、リュックに入れて歩くだけ、エサもいらず世話をしなくてもいいペット。たまにアドバイスをしてくれる。それがカメエモンだと思っていた。

　一いつ瞬しゆんで性せい転てん換かんをさせるほどの魔法が使えるなんて知らなかった。

　――こいつ、ほんとうは何者なんだろう。もしかして、コイツ、危険な生き物だとか……。

　縁えん側がわでぬくぬくしている年寄りネコのようなほんわかビジュアルに騙だまされそうになるが、ときおり鋭するどいことを言ったり、わけのわからないことを言う。

　だいいち、日本語を話すぬいぐるみというだけでヘンではないか。

　だが、伸也は追及することができなかった。いま、カメエモンの機き嫌げんを損そこねるわけにはいかない。

　なぜなら……。

「俺の身体、も、元に戻してくれるよな？　もちろん、お、俺が戻ってきてからだけど……」

　自分の身体を人ひと質じちにされているのだ。

　ご機嫌を取る口調になってしまう。

「あぁ、もちろん。性転換なんて簡単だからな」

　――簡単……。

　伸也はシャツを脱ぬぎ、ジーンズを脱ぎ捨すてた。

　自分の身体を直視できない。双ふた子ごの妹がいなければ、自己陶とう酔すいできるのかもしれないが、妹のハダカを盗ぬすみ見ている気分で気恥ずかしい。

　――ブラジャー、ねえし……。ボクサーブリーフだし。まあいいや。仕方ない……。覚悟、決めよう。

　有希のワンピースを頭から被かぶり、背中のファスナーを後ろ手であげる。タックとフリルがいっぱいの、白いフリフリワンピースなので、胸むなもとがいかにもアヤシイ。乳首はフリルに隠かくれて見えないが、乳房の形が透すけて見える。

「そうだ。髪かみ……」

「そうだったな」

　カメエモンが言うと同時に、バサリと音を立てて髪が伸のびた。

「うわっ。うわ、こ、これ、俺のかよ？」

　伸也は肩かた先さきに落ちてきた黒髪を指先でツンツンと引っ張った。

「ひゃっ、い、痛ぇ」

　たしかに地じ肌はだが引っ張られる感じがする。

　ひんやりすべすべの自分の髪は、甘い香りがした。

「おまえ、さっき、呪文、言わなかったな？」
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「呪文は演出効果にすぎない。よし、お見舞いの花束も出してやろう。その雑誌を使うぞ。いいな」

　ほんの一瞬で、ベッドの上の雑誌が花束に変わった。

「う、うわ……うわぁ……」

　伸也は、おろおろしながらも、クローゼットの扉とびらを開け、扉の裏側にはめこまれている鏡に自分を映す。

　――これが俺かよ……。

　外見は有希だ。髪かみ形がたも、体形も、まさしく妹だ。だが、中身の違いがそうさせるのか、きりっとしてカッコイイ系の美少女になっている。

　なんとなく気恥ずかしく、キャップをかぶって顔を隠した。

　財さい布ふをポケットに入れると、カメエモンは自分からメッシュのリュックにスポッと入った。ぬいぐるみ入りのリュックを背せ負おい、片手に花束を持ち、階段を下りる。

　居間でテレビを見ていた母が、不思議そうな口調で聞いた。

「有希、どうしたの？　リュックなんか背負って、出かけるの？　そのワンピースにそんな帽ぼう子しは合ってないわよ。ちゃんとコーディネートしなさいよ。その花束はどうしたの？」

　――そうか。俺、ちゃんと女に見えるんだ……。

「う、ちょっと、その……」

「晩ご飯までには帰ってきなさいよ」

「うん。行ってきます」

　それ以上追及されないように、急いで靴くつを履はき、玄げん関かんのドアを閉める。

　自転車に飛び乗る。

　石田の住所は調べてある。五分も走らせたら到とう着ちやくするだろう。

　フリフリワンピースを着た伸也は、男そのものの走り方で、夕暮れの町を疾しつ走そうしていく。




　　　　　☆




　伸也は、石田と向かい合って座すわっていた。フローリングの床ゆかは、ややほこりっぽいものの、本ほん棚だなの本は整然と並び、部屋の主が几き帳ちよう面めんであることを伝えてくる。

　石田は青白い顔をしている。ジーンズとシャツも、どこかくたびれて見える。

「ごめんね。散らかっているでしょう。この子ったら、病気でもないのに、部屋に籠こもって出てこなかったの。気分が悪いから休むって言って……。掃そう除じができなくて、ほこりっぽくってごめんなさい。お見舞いのお花、ありがとう。飾かざらせて頂くわ。じゃね、ごゆっくり」

　石田の母が、ガラステーブルの上にお茶を置き、にぎやかに騒さわぎながら退出して行った。

「急にお邪じや魔ましてごめんなさい」

　有希がよくするように小首をかしげ、長いまつげをバサバサさせながら石田を見あげる。

「能見さん、声、ヘンだね。ハスキーっていうか。だいじょうぶなの？」

「はい。カラオケに行ってきたんですっ！　あの、お体、だいじょうぶなんですか？」

「うん。来てくれてありがとう。うれしかった」

「病気じゃないなら、学校に来てくださいよ。生徒会のみんな、石田さんを心配してます」

　心配しているのはもっぱら梨梨子だが……。

「みんなだってっ!?　あの緒方さんが僕を心配するものか。会長のやつ、あることないこといいやがってっ!!」

「は？」

「僕はほんとうに、五百円しか出金してないんだ。00が印刷してあること、ついうっかり忘れてて、５００って書いてしまっただけなんだ。イイガカリだ。不正を行ってるのは緒方さんのクセに。……思い出すたび、腹が立って腹が立ってっ!!」

「あの録音、ほんとうなんですか？」

「ほんとうだよ。僕がじかに聞いたんだ。緒方さんが業者の女性と話していて。なでしこ会のＯＧだって。高額で買ってくれたんだから、お金を包つつむぐらい平気だって。キックバックだって言っていた」

　石田はウソをついているのだろうか。

　有希にいいところを見せたいから、こんなウソを言っているのだろうか。

　いや違う。なんとなくわかる。潔白を証明したいのだ。相手が有希だから、気に入っている女の子だから、よけいに。

　――だったら、ウソをついてるのは生徒会長ってコトになるぞ。でも、理事長が帳簿をチェックして、完璧だって言ったんだぞっ。

　――誰だれがウソをついているんだ。副会長か？　生徒会長か？　それとも理事長か？

　――もういちど、帳簿をチェックしてみよう。理事長のチェックが適当だったのかもしれないし。

　自分の目で確かめよう。それしかない。

「僕は、緒方会長にハメられたんだっ!!」

　石田は、握にぎり拳こぶしをガラステーブルに打ちつけた。

　ドンと音がして、コップが上下に揺れる。

「ご、ごめんなさい。私、そんなこと言われても……」

「そっか、そうだよな。ごめん。有希さんがお見舞いに来てくれて、舞まいあがってしまったんだ」

　恐きよう縮しゆくしている石田を見ていると、申し訳なくなってしまった。

　――ごめん。俺、有希じゃないんだ……。

　罪悪感がふくらみ、内側から胸をちくちくと刺さす。伸也はつい言ってしまった。

「私、石田さんを信じてます」

「ほ、ほんとうかっ!!」

　石田は伸也の手をぎゅっと握った。汗あせばんだ熱い手が重ねられ、背中にゾゾゾと悪お寒かんが走る。

「きゃっ」

　反射的に手を引いたのだが、石田は手を放してくれない。それどころか、指を絡からませるようにしていじりまわす。

　――う、こ、これは、マズイ、よな……。

　いやな汗が背中を伝う。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。僕の潔白は証明されるさ。ネットの掲けい示じ板ばんにいきさつを書いてやった。マスコミにも売りこんでやったさ。文部科学大臣の孫で市長の娘むすめが生徒会で汚お職しよくをやっているってねっ!!」

「生徒会で汚職なんてショボすぎて、マスコミに相手にされないんじゃ……」

「あぁ、食いついてくるかなと思ったけど、まだ、週刊誌も新聞社も、何の反応もない……でも、根気強く続けるつもりさ……だからさ、僕と……いいだろう？」

「や、やめて……放して、ください……」

　伸也は手をふりほどいた。

「君が好きだ！」

　石田が立ちあがり、ガラステーブルを回りこんで伸也に歩み寄ってきた。血走った目が怖こわい。

　逃にげなくてはと思うのに、身体が動かない。思わぬなりゆきに、頭のほうがおいつかず、身体がこわばってしまっている。

　石田は両手を広げると、がばっと抱だきついてきた。仰あお向むけにのしかかられる。後頭部がフローリングの床に打ちつけられ、ゴツッと鈍にぶい音がした。

「やだっ、やめてぇっ!!」

　そのとき、独特の抑揚を持つ音楽の一節が流れた。これは、カメエモンの呪文だ。

　身体が動かない。いや、違う、ゆっくりなら動く。まるでスローモーションのように、石田の顔が迫せまってくる。キスするつもりだ。

「う……わ……な、ぜ……？」

「カメのノロイを掛けてやった。まずいのか？」

　リュックの中のカメエモンが、のんきなことを言い出した。

「ま……、ず……、い……、だ、ろー、がっ」

　しゃべるスピードまでゆっくりだ。

　どうせ魔法を掛けるのなら、石田にだけ掛けたらいいのに、伸也まで動きが遅おそくなっているから抵てい抗こうできない。それでいて、カメエモンは普ふ通つうのスピードでしゃべっているのが憎にくらしい。

「カメのノロイは、人を選んで掛けることができないのだ」

　石田の手は、ゆっくりゆっくりした動きで、乳房をいじっている。まったくはじめての気持ち良さに、背筋がゾクゾクしてしまう。

　――うわっ、やばい。なんか、すごく……、気持ちがいい……っ。ど、どうしてなんだ？

　男に触られるなんて気持ち悪いはずなのに、皮ひ膚ふの下の神経組織に弱電流が流されているようにゾクゾクした甘い快感が忍しのびあがってくる。イケナイ喜びに目覚めそうだ。

　カメのノロイで、ゆっくりになっているせいで、石田のつたないはずのペッティングが、伸也からありえないほどの快感を引き出していく。

「気持ち良さそうだな」

　リュックの中のカメエモンが感想を言った。

　かっとなった。

　逃げられないのはこいつのせいなのに、なんでこいつにヘンタイ扱あつかいされなくてはならないのだろう。

「も、ど、せ……！」

「んっ？」

「解……除……、し……ろっ！」

「わかった」

「うわっ！」

　石田が飛とび退のいた。

「な、ななななっ、なんでっ？」

　カメのノロイが解除されたらしく、身体が普通に動く。伸也はあわてて立ちあがった。

「お、男っ？　男ーっ!?」

「えっ？」

　自分の身体をパタパタして確かく認にんする。

　身体が男に戻もどっていた。胸はまったいらになっているし、股間にも確かな感かん触しよくがあった。長かった髪も、元に戻っている。

　カメエモンは、カメのノロイだけではなく、性転換の魔法まで一気に解除したらしい。

「ウソだ！　こんなこと。ど、どうして、僕は、男に手を出すなんて？　うわっ、うわぁああっ!!」

　石田は頭を掻かきむしって悶もだえた。

　自分の正気を疑っている様子だ。

　まじめな彼かれにとって、いきなり性別が変わった、なんて信じられないのだろう。女装の伸也を押し倒たおしたと思いこみ、自分を責めている様子だ。

「ごめんなさいっ」

　伸也はばっとおじぎをした。

　自分でもイヤになるぐらい、かわいい仕草だった。

　伸也は部屋を飛び出した。

「きゃーっ、な、何でよぉっ。は、花束が雑誌になってるぅっ!!　わ、私、どうしたのかしらっ」

　おばさんの悲鳴が聞こえてくる。カメエモンは魔法をありったけ解除したらしかった。

　――うぅっ。おばさん、すみませんっ。

　玄関を出て自転車にまたがったとき、とんでもないことに気がついた。

　――やばいっ。カメエモンを入れたリュック、置いてきたっ!!　ど、どうしよう？

　カメエモンを家に置き、リュックに入れて持ち歩いていたのは、人じん畜ちく無む害がいだと信じていたからだ。君を幸せにすると公言していたし、ペット気分で情が移ってもいた。

　夢は大きく世界征服と言われても、ビジュアルがメタボ腹のカメだから、冗じよう談だんにしか聞こえなかった。

　だが、あんな魔法が使える不気味な生き物、持って帰りたくない。気持ち悪い。

　――うん。そうだ。帰ろうっ!!

　――石田、カメを、おまえにやる。あいつと一いつ緒しよに世界征服をめざしてくれっ。

　――カメエモン、世界征服は石田のほうが向いてるぞ!!　俺のことは忘れてくれっ。短いつきあいだったなっ。じゃあなっ。

　石田とカメエモンに心の中でエールを送り、自転車を走らせる。

　捨てガメをしたら、肩かたの荷を降ろした気分になった。

　さばさばした気持ちでペダルを踏ふんでいたときのことだった。

　リュックがひゅううんっと飛んできて前カゴにスポッと入る。

「うっ」

　リュックの口から、カメエモンが首だけをにゅっと出し、くるっと顔をめぐらせた。

　伸也を見てにやっと笑う。口が真横に裂さけて、赤い布地が覗のぞいている。月明かりの下で見たその顔は、おそろしく不気味だった。

「おまえ、と、飛べるのかよ？　だったら、何で、リュックなんだよ？」

「さあな。これは空飛ぶリュックなのだということにしておこう。さあ、早く、自転車を運転したまえ……くくっ。怯おびえているのか？　安心しろ、私は伸也を害するものではないぞ。なにせおまえを守ってやっているのだからな。学校でも、どこでも、私は伸也を見守っているのだぞ」

　上から目線で命令され、どぎまぎしながら自転車のペダルを漕こぐ。

　――考えるな、考えちゃダメだ。

　伸也は男の身体にフリフリワンピースという格好のままで、長い影かげをしたがえながら、自転車を走らせている。







第４章　生徒会長の一存







　渡わたり廊ろう下かを歩いていた伸しん也やは、草むらからのぞく五角形のツギハギを見つけて立ち止まった。

　――カメエモン？　違ちがう。サッカーボールだ。

　色も大きさも丸みも違うのに、カメの甲こう羅らに見えてしまった自分の視神経はどうなっているのかと不安になって目をこする。

　――学校でも、どこでも、私は伸也を見守っているのだぞ。

　カメエモンはそう言った。

　今もカメのぬいぐるみは伸也の頭上にいるのだろうか。

　周囲に誰もいないことを確認してから、小さな声で呼びかける。

「カメエモン、いるのか」

　返事はない。

　昼休みの、眠ねむそうな空気が漂ただよっているだけだ。

　あのあと、何度か、捨てガメをした。神社の古いお札を納めるところに投げ入れたり、ゴミ袋ぶくろに突っ込んでゴミステーションに出したりした。

　だが、カメエモンはいつも戻ってきて、伸也の部屋でぬいぐるみになっていた。

　――どうすりゃ、あいつと別れられるんだろう。

　――俺おれは世界の王にはなれません。ごめんなさい、って謝あやまるか……。

「ごめんなさい……」

　風に乗って、少女の声が聞こえてきた。

　伸也は飛びあがるほどびっくりした。

　――この声は……。

　中庭の、噴ふん水すいの陰かげに、誰かがいる。女子生徒と、男子高校生。緊きん張ちようした雰ふん囲い気きが漂っている。修しゆ羅ら場ばっぽい雰囲気だ。男が潜ひそめた声でしゃべっている。恨うらみ言ごとを呟つぶやいているようにも見えた。

　伸也はそうっと近づいた。

「ごめんなさい……あなたは、ステキです。……私、そんな気に、その……、なれないんです……ごめんなさい……えっと、違います。あなたが嫌きらいなわけじゃ……わ、私が悪いんです……お、お友達で、その……す、すみません……ごめんなさい……」

　梨り梨り子こだった。おじぎをしている。相手の男は、木の陰になって見えなかったが、詰つめ襟えりの袖そでの線が青いので、三年であることは間ま違ちがいない。

　男に交際を申し込まれ、断っている図そのものだった。

　ガンと来た。

　みつあみとメガネに美び貌ぼうが隠かくされているものの、梨梨子は美人だ。優やさしいし、生徒会役員という裏方を、こつこつとやっている。あんなかわいい子、他にいない。モテないほうがおかしい。

「ふん。ちょっと、からかってやっただけなのに、真しん剣けんに取りやがって。バーカッ!!　誰が、おまえみたいな地味なヤツ、相手にするかよっ！　不細工なクセしてっ」

　三年は、梨梨子に罵ば声せいを浴びせると、伸也の反対側を歩いていった。手の甲で、しきりに目のあたりをこすっているのが見て取れた。

　伸也が怒ど鳴ならなかったのは、男の声が泣き声だったからだ。必死に虚きよ勢せいを張っているものの、梨梨子の残ざん酷こくすぎる回答に打ちのめされている。

　嫌いだとか、他に好きな人がいる、と面と向かって言われたのなら、諦あきらめられる。

　だが、好きな女の子から、嫌いなわけじゃないけどつきあえません、お友達ならつきあえます、なんて言われて、怒おこり出さない男がいるだろうか。怒りと絶望のあまり、憎まれ口を叩たたいてしまってもムリはない。酸すっぱいブドウの心理である。

　男として気持ちがわかるだけに、伸也は隠れることしかできなかった。

　――梨梨子、おまえはバカだ。優しすぎるのって、残酷なんだぞ……。

　ふっと顔をあげた梨梨子と目が合った。

　梨梨子は泣いていた。

　――うわ、気まずい……。

「や、やあ……」

　どういうリアクションを取っていいかわからず、片手をあげて合図する。

「聞いてたの？」

「い、いや、そ、その……た、立ち聞きしたわけじゃ……その、聞こえてしまった、っていうか……き、気にするなよっ!!」

「うん……き、気にしてないよ。……ほんとうのことだから……わ、私……、地味だし……、不細工だし……、でも、好きだって、言ってもらえて、すごく、う、うれしかったから、せ、せめて、謝ろう、って……そ、そう、思って……わ、私、バカなの……」

　梨梨子は笑えみを浮うかべた。

　泣き顔がひきつって、歪ゆがんだ笑顔になった。

「バカじゃないよ。梨梨子は、優しすぎるんだよ……」

　梨梨子は伸也に抱きつくと、しゃくりあげはじめた。

　胸の奥おくがキュウンと疼うずき、甘あまいような苦いような気持ちが胸に広がる。胸が痛い。痛くて痛くてたまらない。背中をさすりたくなったが、背中に回した手をひゅるひゅると下ろす。

　――梨梨子は美人だよ。俺は好きだよ。

　――おまえみたいな優しい女の子、他にいないよ。

　ほんとうはそう言いたかった。だが、さっきの梨梨子の残酷な回答を聞いている伸也には、それを言う勇気はない。あの男の気持ちが痛いほどわかってしまう。

　チャイムが鳴った。五時間目の授業五分前を知らせる予よ鈴れいだ。

「ご、ごめんっ。ありがとうっ」

　梨梨子は、ぱっと飛び退くと、頬ほおを真っ赤に染めておじぎをした。みつあみがピコンと揺ゆれた。

　そして、廊下をたたたっと走っていく。

　伸也も、教室に向かって歩き出した。




　　　　　☆




　放課後の生徒会室は、温かい光が射さしこんで、ほわほわした空気に満ちている。秋の夕ゆう陽ひは夏のようなぎらぎらが無く優しげだ。

「副会長、おかわりをどうぞ」

　新入会の女子生徒が、からっぽになった伸也のカップに、紅茶を注いでくれた。

　――あ、そうか。副会長って、俺のことだ……。

　副会長と呼ばれるのはいまだに慣れない。

「ありがとう」

　伸也はお礼を言って、帳ちよう簿ぼを繰くる手を止め、紅茶のカップを傾かたむける。

　代々生徒会に受うけ継つがれていた年代物のティーカップは、花はな柄がらのかわいいデザインだが、少女趣しゆ味みというよりもっと上品なものを感じさせる。きっと、高価な品なのだろう。

　アールグレイの香こう気きが鼻び孔こうをくすぐり、数字をずっと眺ながめていたせいでこわばっていた疲つかれをほどよくほぐす。メモを取っていたレポート用紙に紅茶の滴しずくがぽとんと落ちた。

　――理事長、ほんとにチェックしたのかよ？　適当にやったんじゃないだろうな。なんでこんなに違うんだよー。俺が間違えているわけでもなさそうだし。

　帳簿の数字がおかしい。誰かが書かき換かえたのだろうか。それともたんなる間違いだろうか。

　伸也は冷ひや汗を掻いていた。調べれば調べるほど、とんでもない結論が出てきそうで怖い。

　――石いし田だの言っていたこと、ほんとうなのか？

　もうこんなめんどくさい作業なんてやめて、知らないフリをしたい。生来の逃とう避ひ癖へきが頭をもたげる。

「女子ソフトボールの子たち、集団風か邪ぜやったでしょう。あれね、ノロウイルスだったんだって」

「そうなんだー。食中毒だって聞いたけど……。やっぱり、呪のろいじゃなかったのねー」

「なによ。呪いって？」

「あー、知ってる。いじめられて自殺した女の子の呪いでしょ」

「やだぁっ。そんなの怖いーっ」

「本気にしてないくせにっ」

「バレたかっ。あははっ」

　一年の女の子たちが、紅茶を飲みながら、雑談に興じている。

　生徒会室は、おしゃべりをしてお茶を飲む会になっていた。溜たまっていた事務作業が終わり、生徒総会までまだ間があるため、急いでしなくてはいけない用事がないのである。

　女の子たちの笑い声が響ひびき、楽しそうな雰囲気だ。

　有ゆう希きは生徒会室をハーレムだと揶や揄ゆしたが、お茶会を楽しむ女子生徒の横で、伸也は地味に数字をチェックしているだけ。なにがハーレムなものかと思ってしまう。

　おまけに今日は梨梨子もいない。数字は合わないし、目はちかちかするし、うんざりする。

「ふぅん。ソフトボールの子が休んだの、呪いとか集団食中毒って話があるんだね。私はリンチだって聞いたよ」

「そっちのほうがやばいよぉ」

　三週間ほどまえ、アスリート女子たちが、原因不明の体調不良で集団で欠席した。文化部と帰宅部の生徒はぴんぴんしていた。

　体力があるはずの体育会系の生徒ばかりが倒れてしまったのだから、憶おく測そくが乱れ飛ぶのもムリはないのだが、女の子のウワサ好きにはあきれてしまう。

「前の副会長、入院したんだって」

「あー、知ってるーっ。メンタルクリニックでしょお？　あの人、神経質っぽかったもんねー。こうやって、指先で眼鏡のブリッジを押おしあげて、こんな風に目を細めて人を見るのよ」

「きゃははー。そっくりーっ」

　――なんかイヤだな。こういうの。

　精神的に疲れて入院してしまった石田をネタにして笑うのは、あまり気持ちのいいものではない。まして、その精神的な疲ひ労ろうの原因が、伸也にあるかもしれないのだから、居い心地ごこちの悪さがよけいにふくらむ。

　女の子のウワサ話より、梨梨子の妄もう想そうを聞いているほうがずっとマシだ。妄想を爆ばく発はつさせたあと、恥はじらって顔を赤くする彼かの女じよを見ているとくすぐったくなる。

　伸也はケータイを取り出だした。そして、少し考えたあと、梨梨子あてにメールした。電話は照れくさいが、メールならそれほど恥ずかしくない。妹からのメールがいくつか来ていたが、有希よりも梨梨子のほうが大事だった。

【今日は生徒会に来ないの？】

　速そつ攻こうで返信がきた。

　伸也はにまにま笑いながらメールの文面を表示した。

【今、病院なの】

【病気？】

【石田くんのお見み舞まいに来てるの。石田くん、有希ちゃんと伸也くんがお見舞いに来たって言ってた。なんかわけのわからないことも言ってるけど。でも、お見舞い、ありがとう！　有希ちゃんにもお礼の電話しとくね】

　遊園地に行ったあたりから、梨梨子と有希は仲が良い。隠れ腐女子だった有希は、梨梨子と一緒だとオタトークがぞんぶんにできるから楽しいのだろう。

　――梨梨子、石田のお見舞いに行っているのか……。メンタルクリニックなんて、お見舞いに行きやすいところじゃないのに。

　――お礼の電話しておく、なんて、まるで石田の関係者みたいだな……。

　――違う、梨梨子は誰だれにも優しいんだ。石田は生徒会の仲間でクラスメートだからだ。石田が特別ってわけじゃない。

　――そうなると、俺も特別じゃないってコトだよな。

　気持ちがぐるぐる渦うず巻まいて、複雑な気分になる。

　――そうだ。ネット、検けん索さくしてみよう。

　石田がいきさつをアップしたという掲けい示じ板ばんはどれだろう。どんな風に書かれているのだろうか。

　ケータイをネットに繋つなぎ、検索エンジンに『桜さくら井い坂ざか　生徒会　汚お職しよく』と入力するが、何も出てこない。

　ケータイのフィルタリングにブロックされたのだろうか。

『冷水機』だの『キックバック』だの『リベート』『会長』『不正』だの、思いつく限りのキーワードを入れてみるが、ヒットしない。

　パソコンで検索すれば出てくるだろう。だが……。

　――緒お方がたさんのパソコンで、緒方さんの不正を糾きゆう弾だんしているページを探すなんてなぁ……。

「うーん」

　両手を頭上で組み背中を反そらす。背もたれがギシッと鳴った。後ろに伸のばした手が、ぽよんとしたものに触ふれた。

「きゃっ」

「あっ、ごめんっ……わっ、わわ、緒方さんっ！」

「みなさん。ごきげんよう」

　瑠る璃りは平然としているが、ゴムマリを押したような感触が手のひらに残っている。これは……。この感触は……。

　――今のって、緒方さんのおっぱいに触さわってしまった、んだよな。

　じっと手を見るが、手が返事をしてくれるわけがない。

　――わざとじゃないぞっ！　事故だっ、事故っ!!

　伸也は顔を赤くさせてうつむいた。謝罪するのも、なんだか違う気がするし、言い訳をするのはいさぎよくない。知らないフリをするしかなかった。

　動どう揺ようしている伸也は、検索エンジンを表示したままのケータイを、帳簿の上に置きっぱなしにしていることに気がつかない。

　もちろん瑠璃が検索キーワードをじっと見ていることも、帳簿の横の電でん卓たくやレポート用紙に走らせた数字のメモをしげしげと見ていることも知らないままだ。

「ごきげんようだってっ。わー、在校生がそれ言うの、はじめて聞いたわ。やっぱり元セレブの会だよねー。……会長、今、紅茶、淹いれてきますねー」

　お茶会をしていた一年が立ちあがり、いそいそと紅茶の用意をしている。

「ねぇねぇ緒方先せん輩ぱい、知ってます？　女子ソフトボール部の人たち、集団風邪やったでしょう。あれ、いじめられて自殺した少女の霊れいが悪さしているんですってー」

「生徒会役員がくだらないウワサをしてどうするっていうの？　霊なんかいません。みなさん、桜井坂高校の生徒会役員として、プライドを持って行動してくださいね」

「はーいっ」

「そうよねー。元セレブの会だもんねーっ」

「伸也くん、帳簿なんか見てどうしたの？　処理はもう終わったでしょ」

　瑠璃はいつも通りの明るい口調で聞いた。

　さっき、おっぱいを触ってしまったことは、気にしていない様子だ。伸也も元気良く答える。

「作業手順のマニュアル化をしようって思って。帳簿見ながら考えていたんです」

　瑠璃の不正を疑って、帳簿のチェックをしているなんて、もちろん言えない。伸也は数字を書き上げたメモを帳簿の下にそうっと隠した。ケータイを閉じてポケットに入れる。

　瑠璃の目が意味ありげにきらっと光った。帳簿とその下のメモを見てイヤそうに眉まゆ根ねをよせる。人望篤あつい生徒会長の顔に翳かげりが差した。その表情はひどく陰いん気きだった。

　だが、それは一いつ瞬しゆんで、すぐにいつもの明るい笑顔になる。心臓のどきどきが収まらない伸也は、瑠璃の表情の変化には、まるで気がつかなかった。

　瑠璃は、席につき、優ゆう雅がな仕草でお茶を飲んだ。

「お兄ちゃん、いる？」

　有希がひょいと顔を出した。

「あー、やっぱりいるぅっ。私、日直だから遅おそくなるってメールしたのにぃっ!?」

「悪い、読んでない」

「やっぱりっ！　ひどいんだからっ。今日はお母さん、炎ひ川かわきよしコンサートでお出かけだから、早く帰ってって言ったのに。お兄ちゃん、ご飯作ってくれるんじゃなかったの!?　私、料理なんかできないんだからねっ!!」

「あぁ、そ、そうだった……ごめん。帰るよ」

　伸也はあわてて立ちあがった。朝、母に言われていたのに、綺き麗れいさっぱり忘れていた。帳簿を閉じて棚たなに戻もどす。

「あー、帳簿チェックしてるんだ!?　いくら梨梨子さんに言われたからって、バカ正直にそんなことまでしなくてもいいのにっ。梨梨子さんは石田さんのお見舞いに行ったんでしょっ。さっき、電話かかってきたよっ。お兄ちゃんがいくら好きでも、梨梨子さんはお兄ちゃんのことなんて、何とも思ってないよっ!!」

　頭から冷水を浴びせられた気分だった。

　妹からのメールを見ず、約束も忘れている伸也が悪いとはいえ、妹の甲かん高だかい声は不ふ愉ゆ快かいだった。

　言われたくないことを、人がいる中で言われたのだ。

　瑠璃は口元に笑えみを浮かべ、静かに紅茶を飲んでいるだけだが、新入会の女子生徒が、さもおもしろくてならないとばかりに目配せを交かわしているのが見て取れた。

　空気を読めない妹の感情的な非難に、怒りの感情が沸ふつ騰とうした。

　伸也は学生カバンを持つと、妹を待たず、無言で生徒会室を出ていった。

「お兄ちゃんっ、ちょっと、どうしたのよっ」

　有希も、さすがに伸也の顔色が変わったことに気付いたのだろう。

　あわてて追いすがり、肘ひじをそっと持つ。

　伸也は妹の手をふりほどいた。

「きゃっ！」

　勢いが強すぎたのか、有希が尻しり餅もちをついた。ミニ丈たけのプリーツスカートがめくれあがり、真っ白な生太ふと腿ももがあらわになる。

　――ヤバイかな……。

　有希が激げき昂こうし、怒ど声せいを浴びせることを覚かく悟ごして、身体を硬かたくし、唇くちびるを噛かむ。

　今、妹に、何か言われると、殴なぐってしまいかねない。伸也は左手でぶるぶる震ふるえる右手を押さえた。

　だが、意外なことに有希は伸也に追いすがると、おろおろと謝罪したのだ。

「ご、ごめんっ、お兄ちゃんっ。ごめんっ!!」

　媚こび媚びのまつげバサバサ上うわ目め遣づかいではなく、必死に謝っている。

　放課後の廊ろう下かは人通りが少ないとはいえ、それでもまばらに生徒がいて、突とつ然ぜん繰くり広ひろげられた兄きよう妹だいげんかを興味しんしん眺めている。

　伸也は妹をちらっと振ふり返かえると、昇しよう降こう口ぐちに急いだ。妹が小走りについてくる。
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「ごちそうさま」

　有希がお箸はしを置いた。

　伸也が無言でお箸を動かし、有希が必死にごきげんを取る奇き妙みような晩ばん餐さんがようやく終わった。

「おいしかった。お兄ちゃん、ありがとうっ」

　妹がいそいそと流し台に立った。

　メニューは冷れい凍とう庫この中の鮭さけの切り身を焼いたものと、出かける前に母が作った野菜の煮に付つけ、それにご飯におみそ汁しるだ。

　伸也がやったのは炊すい飯はん器きのスイッチを入れたこととおみそ汁と焼き魚を作っただけ。誰だってできる料理だ。

　だが、有希は、料理は母親か兄がするものだと思っていて、台所にはめったに立たない。母と伸也が料理好きということもあるのだろう。

「私、洗うねっ!!　お兄ちゃんは勉強しててっ」

　できたご飯を当然のように食べるだけの妹が、一いつ生しよう懸けん命めいにお茶ちや碗わんを洗っている。

　めったに怒らず、いつものほほんとしている兄が黙だまっているのは、プレッシャーになるのだろう。

　妹が、申し訳なさそうな表情で、ちらっと伸也を見ているのがわかったが、伸也はぷいと視線を逸らせ、部屋に戻る。

「どうした？」

　ぬいぐるみになっていたカメエモンがクッと頭をもたげた。

　伸也はため息をついた。

「おまえ、また戻ってきたのかよ……」

　朝、座ざ布ぶ団とんをはたくフリをして、さりげなく窓から捨てた。フッと空中で消えたのでほっとしていたのだが、いつの間にか戻ってきている。

　ペット気分はとうに消きえ失うせ、今のカメエモンはただひたすら気持ち悪く邪じや魔まなだけの存在だ。

「怖こわい顔をしているな。有希ちゃんが何かしたか？」

「聞いてたのかよ」

「聞こえてしまった」

　言いたいことはいろいろあったが、ぐっと言葉を呑のみこんだ。

「ぬーぼーとしているお兄ちゃんがそんなに怒おこったのだから、有希ちゃんもきっと驚おどろいただろうな」

「うるさいっ。消えろっ」

　カメエモンを蹴けり飛とばそうとした瞬しゆん間かん、ぬいぐるみはフッと消えた。伸也の足はむなしく空気を蹴りあげた。

　お見舞いに行ったあの日以来、カメエモンは自分の魔ま力りよくを隠かくさない。

「ふんっ」

　伸也はベッドに寝ねころんだ。頭から布ふ団とんを被かぶる。生来の逃避癖が頭をもたげた。もうこのまま、何もかも忘れて眠ねむってしまいたい。

　ほんとうは、カメエモンと向き合ってちゃんと会話し、世界征せい服ふくなんてする気がないこと、世界の王なんて器量不足だと言わなくてはならない。だが、どうにもこうにも面めん倒どうくさい。

　いや、違ちがう。面倒くさいというよりも、怖いのだ。

　それを言うと、カメエモンの正体がいやおうなくわかってしまう。

　知りたくない。あいまいにしておきたい。

　平へい凡ぼんなはずの日常にも、ところどころ不気味なものが口を開けていて、それに気がついたら最後、バランスを崩くずし、暗くら闇やみの中に落ちていく。そんな気がした。

　帳簿チェックも同じだ。数字が合わない理由を突つき詰つめていくと、とんでもない事実を暴あばいてしまうことになる。

　梨梨子に好きだって言わなくてもいい。好きでも嫌きらいでもないが、友達としてつきあって欲ほしいと言われて、ハイと言える勇気はない。

　カメエモンのことも、帳簿チェックも、梨梨子も、現状維い持じでいい。

　ほんとうのことなんて、知りたくない。知らないフリをしていたい。

　どのぐらいそうしていたのだろう。

　耳元で荒あらい吐と息いきがはじけた。甘い香かおりのする何かが、伸也の背中にキュッと抱だきついている。

　温ぬくい体温にふわふわの感かん触しよく、さらさらの黒くろ髪かみが伸也の首筋をくすぐる。小さな手が伸也のお腹なかを抱いていた。

　背中に密着している双ふたつの丸いものは、もしかして乳ち房ぶさだろうか。低反発まくらみたいにふわふわなのに、背中を押し返すぷりぷりのふくらみは、胸乳としか思えない。

「ん……っ」

　誰かがベッドに潜もぐり込み、伸也の背中に抱きついている。伸也はいつの間にか寝ていたらしかった。

「ごめん。起こしちゃった？」

　――梨梨子？　違うっ！　有希だっ!!

　伸也はがばっと上半身を起こした。

「お兄ちゃん……」

　有希が添そい寝していた。カットソーとミニスカートの普ふ段だん着ぎだ。

「起こしちゃって、ごめん」

　有希はあわててベッドから降りると、乱れてしまった掛かけ布ぶ団とんをいそいそと畳たたんだ。

　――おまえ、何のつもりだ……？

　とは、伸也は聞かなかった。

　有希は、伸也のご機き嫌げんを取りたいのだ。

「お、お兄ちゃん、ごめんね。……あ、謝あやまりに来たんだけど、寝てたから……、その……っ」

　ケータイが鳴った。

　有希のおろおろとした言い訳を遮さえぎるようにして。

「はい」

　伸也は、相手も確かめずに電話に出た。

「伸也くんっ！　緒方ですっ。梨梨子さんが大変なのっ!!　いますぐ来てっ!!　生徒会室よっ、お願いっ」

　あわてふためいた瑠璃の声が響き、唐とう突とつに電話が切れた。

　――梨梨子さんが大変、いますぐ来て、生徒会室……。

　伸也は梨梨子のケータイに電話をした。

　だが、通話中でつながらない。何も言わず電話を切る。

　情報の少なさが、不安を煽あおる。

　梨梨子は妄もう想そう癖へきがある。中学のときは、それが原因でいじめられたと言っていた。彼女はおとなしく抵てい抗こうしなさそうで、確かにいじめの標的になりそうなタイプだ。

　会長派ばかりの生徒会室で、私はどちら派でもないと言い切り、副会長のお見舞いに行っている。

　新入会の女子生徒はウワサ好きだ。そして、女の子という生き物がときと場合によってひどく残ざん酷こくになることは、女の多い桜井坂高校で、ときおり目にする光景だ。

　あるいは、梨梨子に手ひどく断られた男が、彼女に危害を加えているのかもしれない。

　いやな想像が脳のう裏りに渦巻く。

　ジャケットを羽織り、財さい布ふだけをポケットに入れる。

「お兄ちゃん、どうしたの？　顔色、悪いよ。お兄ちゃんっ!?　さっきの電話、何だったの？」

　伸也は答えなかった。

　いやな想像で胃の奥おくが冷える。

「お兄ちゃん、怒らないでよぉっ。そんな怒ってばっかりだと、私、嫌いになっちゃうからねっ！」

　泣きそうな妹の声に、行き先だけをぼそりと言う。

「生徒会室」

「なんで今いま頃ごろなの？　明日じゃダメなの？　下校時間過ぎてるでしょお？　ガードマンに捕つかまっちゃって、不ふ審しん者しや扱あつかいされちゃうよ」

「梨梨子になにかあったらしいんだ」

「えっ？」

　妹はわけがわからない、という表情で首をひねった。

「梨梨子さん、石田さんのお見舞いに行ったんでしょ？　今頃は家に帰っている頃だよ。どうして生徒会室なのよ？」

　だが、伸也もわからないのだから、答えようがない。

　伸也は振り返りもせずに部屋を出た。

「待ってっ。お兄ちゃんっ。私も行くからっ。あー、でも、先に梨梨子さんに電話しなきゃっ!!　ケータイ、どこに置いたっけ。……やっだ、ケータイ、つながんないーっ。梨梨子さん家ちの電話番号、確かどっかにメモを……」

　妹の声を背中で聞きながら、伸也は家を出て自転車に飛び乗った。一生懸命にペダルを漕こぎ、月明かりが照らす町並みを走はしり抜ぬけていく。
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　校門は施せ錠じようされていた。裏門に回りこみ、生徒会役員に渡わたされている鍵かぎをつかって通用門から入る。

　夜の学校は、昼間とはまた違うたたずまいを見せている。月明かりに照らされてぼんやりと浮うかびあがる机の陰かげに、奇妙な生き物が潜ひそんでいそうだ。

　人ひと気けはなく、物音もしない。セキュリティがどうなっているのかわからないが、ガードマンが歩いているということもない。

　不気味なほどに静まりかえっている。

　少なくとも、梨梨子が袋ふくろ叩だたきに遭あっている、ということはなさそうだった。

　伸也は生徒会室のドアを開けた。

　電気も点つけない暗い部屋の中央で、漫まん然ぜんと立っていた少女が振り返った。

　瑠璃だった。

　生徒会長の顔色は、月明かりのせいか、ひどく青白く見えた。

「えっ？　あれっ？　梨梨子は……？」

　彼かの女じよは伸也を見ると、キュッと唇を引き結び、いきなりセーラー服を脱ぬぎ捨すてた。

　甘あまい香りがフワッと香る。コロンとかではない。フローラルシャンプーと汗あせの入り混じった甘い体たい臭しゆう。

「抱いて。お願い。伸也くんが好きなの」

　瑠璃は、セーラー服を持った手で胸を押おさえながら、伸也に歩み寄ってきた。

　伸也はあわてて視線を逸らした。丸く盛りあがった胸乳の白さが目の毒だった。ウエストがキュッとくびれ、平らなお腹に縦長のおへそが見える。

　――ウソだ。ウソだ。そんなのウソだ。緒方さんが俺おれを好きになるわけがないじゃないかよっ!?　梨梨子はいったいどうしたんだよっ。

　声が出ない。ヘタに声を出だしたら、必死に抑おさえている欲望があふれ出してしまいそうだ。

「私じゃ、ダメかしら？」

　瑠璃は泣きそうな表情を浮かべている。

「私じゃ、伸也くんの恋こい人びとになる資格はないかしら？」

「そ、そんな、そんなことは……」

　かすれた声で否定する。

　――なんでこんなことになったんだ。俺が好きなのは梨梨子なのに……。

「だったら……私を、抱いて、欲しいの」

　瑠璃はセーラー服を床ゆかに落とすと、胸の真ん中を指で探さぐり、フロントホックをぷちんと外した。カップに収められていた胸乳が揺ゆれながら飛び出した。

　伸也は顔を背そむけて見ないようにしながら、必死に声を絞しぼり出した。

「梨梨子は、無事、なのか？」

「いないわ」

　安あん堵どのあまり、膝ひざが崩れそうになる。

　梨梨子はいじめられてなどいなかったのだ。

「だ、騙だましたのかよ？」

「そうね。騙したのかも。梨梨子さんより、私を好きになって欲しいから」

　色いろ仕じ掛かけ、という言葉が浮かんだ。

　だが、なぜ、瑠璃ほどの少女が、伸也に色仕掛けをしなくてはいけないのだ？

　――あ、もしかして……。気付かれた、とか？

　夕方の生徒会室。伸也は帳ちよう簿ぼを調べていた。瑠璃に聞かれてマニュアル作成をしているとごまかしたが、あのときメモを見られたのだろう。

　しかも、検けん索さくエンジンに、『桜井坂　生徒会長　リベート』などとキーワードを入力したケータイを置きっぱなしにしていた。

　伸也が汚お職しよくについて調べていることを、知られてしまったのだろう。

「ごめん。俺が好きなのは梨梨子なんだ。緒方さんはステキだけど、そういうことをしたいとは思わない」

　伸也はきっぱりと言った。

　瑠璃は、静かに笑った。口くちの端はしがあがり、大きな瞳ひとみがギラリと光る。怖い笑え顔がおだった。

「そう言うと思ってたわ。君が梨梨子さんを好きなことは、態度見ててわかったし。だから、彼女をネタにして呼び出したんだけど。……あんな地味な子、どこがいいの？」

　キキキと金属的な音がした。

　瑠璃が、スカートのポケットからカッターナイフを取り出して、刃はをいっぱいに出したのである。

　カッターナイフの薄うすい刃が月明かりにギラリと光る。

　彼女の周囲を、ひんやりした空気が取り巻く。殺気としか表現できない緊きん張ちようを纏まといながら、瑠璃が静かな口調で言った。

「首と心臓と、どちらがお望み？」

　逆手に構えた手を静かにあげる。

　瞳どう孔こうが収縮し、ガラス玉のようになった生徒会長の瞳に、伸也の顔が映っている。ぽかんと口を開けた自分の顔はマヌケだった。

「好きなほうを、刺さして差しあげましてよ」

　瑠璃は能面のような表情をしていた。覚悟を決めた人間の落ち着きだ。濃こく立ちこめている殺気が、いっそう強くなる。

「りょ、両方、イヤだっ!!」

「そう、ならお腹ね」

　彼女が冷静なぶん、思おもい詰めている感じがして怖い。

　瑠璃は、手をひゅっと振り下おろした。

「死んでね」

「うわっ」

　伸也はあわてて背後へと飛びすさったが、ジャケットの衿えりのあたりが斜ななめに裂さけた。

　伸也は瑠璃を興奮させないよう、壁かべづたいにじりじりと移動した。

「帳簿か？」

「そうよ。さっき、匿とく名めい掲けい示じ板ばんを見たわ。ずいぶん詳くわしく出ていたわね。アップしたのは伸也くん？」

「ち、違うっ！　俺じゃない」

「だったら石田くんね」

「……っ！　い、石田も殺すつもりか？」

「石田くんはほうっておいても大だい丈じよう夫ぶよ。メンタルクリニックに入院している人間の言うことなんて、誰だれが信じるものですか。でも、伸也くんはダメよ。君は頭が良すぎるわ」

「俺は頭良くねぇよ！　成績なんかたいしたことねぇし……っ!!」

「でも、気付いたんでしょ？　私がやったこと。ネットにアップされてるなんて思わなかった……マスコミは、理事長が握にぎりつぶしたそうだけど……選挙違い反はんになっちゃう。連座制なんて、なんであるのかしら。お父様とは関係ないのに。……この私が、業者からリベートを貰もらったなんて知られるわけにいかないの」

　――やっぱり……！

　帳簿には、改かい竄ざんのあとがあり、細かいところで数字が合わなかった。巧こう妙みようにごまかしてあるものの、汚職だとしか思えなかった。

　だが、信じられなかった。理事長も完かん璧ぺきだと太たい鼓こ判ばんを押したから、何かの間ま違ちがいだと思いこもうとした。

　瑠璃の口からじかに聞き、ようやくほんとうのことなのだと思えてくる。

「理事長もグルなのかよっ!?」

「理事長がマスコミの取材依い頼らいをもみ消したのは、自分が経営している高校を守るためよ。私も、私とお父様を、守らなくてはならないの。……そんなハシタ金、どうするっていうのよ。選挙違反なんて、政治生命にかかわるじゃないの。……私は高校をいい成績で卒業して、いい大学に入って、お祖父様の秘書をして、被ひ選せん挙きよ権けんをもらえる年ねん齢れいになったら、お祖父様とお父様が守ってきたさんばんを引ひき継ついで、……国政選挙に出馬するのよ」

　瑠璃はぶつぶつ独り言をつぶやく。平へい坦たんな口調が怖い。

　瑠璃はまたカッターナイフをふるった。ひゅっと空気を切きり裂さく音がする。

「うっ！」

　寸前で避けたが、彼女の狙ねらいは伸也の腹だ。腹を切ったぐらいでは死なないと思うのだが、瑠璃は目の色がおかしくなっていて、正気を失っているように思えた。

　カッターナイフをふるうたびに、瑠璃から正気が剥はがれ落おちていく、そんなふうに見えた。

　生徒会長は、ひゅっ、ひゅっと空気を切り裂く音を立てながら、ナイフを左右にふるう。剥むき出しの乳房がぷるんぷるん揺れるが、エロティックな気分になれるわけがない。

　手のひらがヒリヒリ痛い。

　カッターナイフの刃がかすめたらしかった。

　伸也は窓まど際ぎわに追いつめられた。

　背中には開いたままの窓。武器になるものはない。

　彼女に抱きついて押さえこめば、カッターナイフを取りあげることができるだろう。だが、彼女が上半身ハダカなので、それはできなかった。

　まさしく絶対絶命だ。

「飛び降りなさい。水泳の飛びこみみたいに、頭から。男子高校生が校舎の窓から飛び降りて自殺するなんて、よくある話よね。今どきニュースにもならないわ」

「な、なんで？　ハシタ金なんだろ。返せばいいじゃないか？」

　瑠璃の顔がかぁっと赤くなり、眉まゆ根ねがキリキリとつりあがった。

　さっきまで冷静に伸也を追いつめていたのに、今は殺気よりも怒りの感情が支配している。

「返せない理由があるのか？」

　瑠璃は答えない。

　視線で射殺すことができるなら殺してやるといわんばかりに、伸也をにらみつけている。

「図星か……」

「君ってほんとうに頭が切れるのね。のほほんと生きてるバカだと思ったのにっ!!」

「さ、三階、だぞ……。飛び降りたところで、い、生き残るかもしれないぞ……っ」

「だったら、私が、殺してあげる」

　瑠璃がにやぁっと不気味に笑い、カッターナイフを横なぎに払はらった。

　――もうダメだ。殺される……。

　伸也は叫さけんだ。

「助けてくれっ、カメエモンッ！」

　だが、奇き跡せきは起こらない。

　いらないときに出てきて、来て欲しいときに出てこない。

「どうしてだよ!?　俺を守ると言ったくせにっ!!」

　伸也は横に転がって逃にげようとしたが、ナイフの切っ先が腹の辺りに当たった。がちっと安っぽい音がして、何かが足あし下もとに落ちる。半分に割れた百円玉だ。

「カメエモン……」

　カメエモンのくれたマジックアイテム。割れば増える百円玉。一日に三回以上割るなと念を押された。三回以上割るととんでもないことになると。

　朝、学校を出る前に三回割って、こづかいの三百円を財布に入れ、ジャケットのポケットに入れたままで忘れていた。

　それが割れた。

「カメエモン、割れたぞ……おい、出てこいよ。カメエモン、助けてくれ……。見てるんだろ。見てるって言ったよな……」
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　百円玉を割ったカッターナイフはクルクルと回転しながら飛んでいき、壁へき面めんに突き刺ささって止まる。まるでダーツのようだった。

「お兄ちゃんっ！」

「伸也くんっ」

　パッと電気が点き、生徒会室が明るくなった。

　有希と梨梨子が生徒会室に飛びこんできた。二人とも私服だ。

　有希が梨梨子に電話をしたのだろう。ケータイは、おそらく瑠璃が電話して通話中にしてしまったのだろうが、固定電話のほうは生きていた。そして、二人して生徒会室にやってきた。

　カメエモンが二人の頭上に浮かんでいる。

　カメエモンの口から呪じゆ文もんが漏もれる。歌のようなおまじないのようなお経きようのような、異国の言葉。

「な……ん……で……」

　――なんでいまごろやってきたんだよ？

　言おうとした言葉は、やたらと間延びしていた。

「カ……メ……の……」

　――カメのノロイを掛けてどうするつもりだ？

　皆みなは、床を見て口を押さえている。頭上のカメエモンには気付いていない様子だ。

　不気味なものを見る表情だ。

　伸也はつられて床を見た。

　そこにあったのは、無限に増ぞう殖しよくを繰くり返かえす百円玉だった。

　半月の形になった百円玉がゆっくりゆっくりとまんまるになり、それが二つに分かれてまたまん丸に変わる。

　瑠璃と伸也の足が百円玉に埋うまっていく。

　増殖する百円玉は、不気味な生き物に見えた。

　このスピードで百円玉が増え続けていくと、遠からず生徒会室は百円玉に埋まり、伸也も瑠璃も、百円玉に押しつぶされて窒ちつ息そくするに違ちがいない。

　カメエモンは胸の王おう冠かんをモコモコの手で回しながら、また違う呪文を唱えた。

　床に、銀色の鏡のようなものができる。長四角のそれは扉とびらを思わせた。

　百円玉は、銀色に光る鏡面に吸いこまれるようにして落ちていく。

　ざらざらごうごうと音がする。まるで銀色の雨だった。

　百円玉が無くなり、鏡面がゆらめく。

　――あぁ、そうか。百円玉はお守りだって言ってたよな……。

　伸也はカメエモンを見あげた。彼かれはぬいぐるみの短い手でカッターナイフを引き抜くと、鏡面に向かって投げ捨てた。ナイフは銀色のきらめきを見せながら、ひゅんと弧こを描えがいて落ちていき、鏡面に吸いこまれる。

　フッと鏡面が無くなった。

　扉が閉じた。

　なぜかそう思った。

　そこにあるのは床だった。百円玉はひとつも残っていない。

　ゆっくりに見えたが、ほんの一いつ瞬しゆんのことだったのだろう。

　もう、普ふ通つうのスピードで動ける。カメのノロイは効いていない。

「カメエモン……」

　上を見たとき、カメエモンはもういなかった。床を見ているほんの一瞬のあいだに消えてしまった。

　――こいつ、いったい……。

　これは手品……マジック……そう、魔ま法ほうの領域ではないのか。

　ぼうっとしていたのは一瞬だった。

　妹が、かすれた声をあげた。

「何？　お兄ちゃん、あれ、何だったの？　あれって、お兄ちゃんの、百円玉の手品だよね？」

「私、夢、見たの？　百円玉がぶわぶわって……ぞ、増殖、して……」

「梨梨子さんも見た？」

「で、でも、消えた、よね」

　梨梨子と有希は、顔を見合わせている。

　伸也は何も言えなかった。伸也もわかっていないのに、説明ができるわけがない。

　だが、切り裂かれたジャケットと手の痛みが、これは本当にあったことだと知らせてくる。伸也はぼろぼろになったジャケットを脱いだ。袖そでにこすれて、手のひらの切り傷が痛んだ。無む我が夢む中ちゆうで気付かなかったが、小さな切り傷が右手にいくつか走り、ヒリヒリする。

「きゃーっ。緒方さぁんっ」

　有希の悲鳴が響ひびく。

　瑠璃は、その場に倒たおれた。糸の切れたマリオネットのように。白い背中が目に毒だ。伸也は手に持っていたジャケットを瑠璃に掛かけた。

「どうかしたんですかっ!?　すごい音がしましたが」

　突とつ然ぜんドアが開き、青い制服と制せい帽ぼうの男性が顔を出した。点けっぱなしの懐かい中ちゆう電灯を持っている。梨梨子がひゃっと声をあげて固まった。

　――警官？　違う、ガードマンだ。

　――うちの高校、警備員の夜中の見回り、ちゃんとあるんだ。あんがいセキュリティがしっかりしてるんだ……。そっか。さすが元女子高……。

「えっと、すみません。そのう……」

　伸也は口ごもった。冷たい汗が背中を滑すべり落ち、息が止まりそうなほどどきどきする。瑠璃は上半身ハダカだ。この位置だとガードマンからは死角になっていて見えないはずだが、気付れると最後だ。

「私が机を倒しちゃったんですぅっ。すごい音がしてびっくりしました」

　有希が戸口へと走り寄り、お得意の上うわ目め遣づかい＆まつげバサバサ＆媚こび媚び攻こう撃げきを掛ける。

「あれっ。私服なんですか？」

「はい。私、家にご飯を食べに帰って、着き替がえてから来たんです。生徒総会の準備が大変なんです～」

「あぁ、そうなんですか？　副会長の能のう見み伸也さんが提出された教室使用許可願が十時までになってるので、気をつけてくださいね」

　――緒方さん、俺の名前で書類出したな……。

　瑠璃の用よう意い周しゆう到とうさに舌を巻く。

「わかりました。あと一時間ぐらいですねー。見回りお疲つかれさまでーすっ」

「じゃあ、失礼します」

　有希が警備員におじぎをする。

　警備員がドアを閉めてくれた。足音が遠ざかっていく。

「ん……っ」

　みじろぐ気配がして振ふり返ると、瑠璃が上半身を起こしていた。

　剥き出しの乳ち房ぶさが目に毒だ。

「俺、ちょっとトイレ、行ってくるっ」

　伸也は席を外した。




　　　　　☆




　伸也は男子トイレで、カメエモンに呼びかけた。

「カメエモン」

　返事はない。

「いるんだろ。出てこい」

「私を呼んだか？」

　ぽん、と空中にカメエモンが現れた。

「さっきのやつ、おまえ、いったい、何をした？　あの百円玉はいったい何だ？　未来の道具なんかじゃないだろう。マジカルグッズって言っていたよな。マジカルグッズって、魔法の道具、って意味じゃないのか？」

　カメエモンは無言だ。

　伸也は続けた。わざとあいまいにしていたが、もうあいまいではいられない。

「未来から来たカメ型ロボットって、あれ、ウソだろ。俺は世界の王になる人間で、夢は大きく世界征せい服ふくなんだよな？　おまえ、いったい何もんだ？」

「私は悪あく魔まだ」

　伸也はふっと笑った。

「ウソだろ。おまえみたいな間の抜ぬけた顔した悪魔がいるわけねぇよ」

「ウソなものか。これがその証しよう拠こだ。ほら」

　カメエモンが銀色に光るものを投げてよこした。

　百円硬こう貨かだ。四回割ると無限増殖を繰り返す百円玉。

「いらねぇよ。こんなやっかいなもの」

「お守りだ。持って行け。これが伸也の命を救ってくれたんだぞ」

「……それもそうだな。他の百円玉はどうした？」

「巷ちまたから持ってきたものだから、巷に蹴けり入いれてやった」

「巷って何だ？」

「いろんな世界に行ける道ち又まただ。まぁ、そうだな。わかりやすい言葉を使うなら、ブラックホールみたいなものだな。いや、灰色なので、グレイホールかな。何もないところだが、小人さんが住んでいて、マジカルグッズを収集したり作ったり、修復したりしているぞ」

「ふぅん、そうか……ま、いいや、何でも」

「何でもいいのか？　おまえ、大物だな」

「茶ちや化かすなよ」

「茶化すつもりはない。伸也は大事な人間だ。私が伸也を守ってやる」

　カメエモンは胸を張った。

　首を後ろに引き、メタボ腹を反らしただけだが、胸を張ったとしか表現のしようのないポーズだった。

　胸のところにはめこまれている王冠形の飾かざりが、月明かりにキラリと光った。カメのぬいぐるみになっているときは隠かくされているので気がつかなかったが、胸の飾り物ものは案外と繊せん細さいなデザインで、時計か方位磁石に見えた。

「だったら、もっと早く出てこいよ。俺おれ、殺されそうになったんだぞ」

「世界の王になる人間なら、あの程度のこと、自分で切り抜けることができるはずだ。お守りも持たせたしな」

　伸也は手の中の百円硬貨をポケットに入れた。

「百円玉は礼を言うよ。でもさ、その世界の王っての、あきらめてくれないか。世界征服なんて、俺じゃ役者不足だよ。俺みたいになぁなぁで生きているやつより、ギラギラしてるやつ、いっぱいいるだろ。石田とか、緒方さんとかさ。そういうやつに取とり憑つけばいいのに」

　――やっと言えた。

　さっぱりしていい気分だ。

　だが、その程度で引き下がってくれるような、カメエモンではなかったのである。

「役者不足だとわかったら、すぐにおまえを見捨ててやるから安心しろ」

「そっか、それは安心だな……あはははは」

　カメエモンはフッと消えた。

　みためはメタボ腹のカメのぬいぐるみのクセに、中に入っているものは、悪魔だか何だかわからない存在だ。

　段ボールに入って道ばたで泣いている捨てネコよりも、未来から来たカメ型ロボットよりも、もっとやっかいものに気に入られてしまった。

　伸也の空くう虚きよな笑い声がトイレに木霊こだました。




　　　　　☆




　生徒会室に戻もどると、セーラー服をきちんと着た瑠璃が、ほうけた顔で椅い子すに腰こしかけている。膝ひざの上に載のっているのは水が入ったティーカップだ。

　私服の有希、セーラー服の梨梨子が、彼かの女じよの周囲を取り巻いている。

　シュウッと音がした。湯ゆ沸わかしポットが湯気を吹ふき出だす音だ。

「あ、お湯、やっと沸わいたみたいね。……緒方さん。カップ貸して。……ジャスミンティー、入れてくるね～」

　梨梨子がかいがいしく世話を焼く。

　紅茶のカップに、ジャスミンティーが注がれて、琥こ珀はく色いろのゆらめきを見せる。この香かおりの強いお茶は、アールグレイに比べるとずっと色が薄うすめだ。

「どうぞ。……熱いから気をつけてね。……お砂糖、お、多目に、入れたの。……甘あまいものを飲むと、気持ちがおちつくかなと思って」

「梨梨子さん、ありがとう……ごめんね、伸也くん」

　虚きよ脱だつ状態から抜け出でた生徒会長の口から出たのは、感謝と謝罪だった。

「いいよ。別に。ケガもしてないし」

　手のひらの切り傷はヒリヒリ痛いが、梨梨子の張ってくれたバンドエイドで出血は治まった。こんなものケガのうちに入らない。

「そのう、緒方さん。何が起こったのか、聞かせて？　野や獣じゆうになったウチのお兄ちゃんが、緒方さんを押おし倒したから、緒方さんが反はん撃げきしたのよね？」

　有希が心配そうな口調で聞いた。

　なるほど上半身ハダカの瑠璃が、カッターナイフを振り回まわしているところを見たら、そんな風に見えないこともないだろう。

　伸也は苦く笑しようした。

「ひでぇ言い方。俺って信用ねぇのな」

「あのねぇ。雰ふん囲い気きを和なごませるために言ったのに、本気にしないでくれる!?　お兄ちゃんがそういう卑ひ劣れつな男じゃないってことは、私がいちばんわかってるわよっ。だいたいお兄ちゃんに、緒方さんを押し倒すような甲か斐い性しようないでしょっ」

　妹はツンと顎あごをあげた。

　ギクシャクしていた二人だが、もういつものリズムに戻っている。良くも悪くも兄きよう妹だいなのである。

　梨梨子はお茶を出したきり何もしゃべらず、ただおだやかに笑っている。

　瑠璃が自分から話し出すのを、じっと待っている感じだった。

「伸也くんは悪くないわ。私が伸也くんを誘ゆう惑わくしたの」

「なんで、そんな？　理由、聞かせて？　緒方さん、お兄ちゃんを好きなわけじゃないでしょう」

　有希のはっきりした質問に、瑠璃が苦笑する。

「あら、私、伸也くん、好きよ。……でも、そうね。仲間としての好きよね。愛してるわけじゃないわ」

　瑠璃は紅茶をふうふうしながらひとくち飲むと、きゅっと唇くちびるを噛かんだ。

　しばらく考えこんでいたが、やがて、重い口を開いた。

「生徒会の予算でね。冷水器を買ったのよ」

「うん。故障で止まっているやつだよな」

「はじまりはそれだったの」

　それは一ヶ月半ほど前、文化祭が終わってすぐのことだった。

　体育会系の生徒たちから要望が多かった冷水器を、なでしこ会のＯＧが経営する会社から購こう入にゆうし、クラブボックスの近くに設置した。

「後でわかったんだけど、その冷水器、工事費を合わせると、定価の倍近い値段だったの」

「倍？」

「どうしてそんな高いものを買っちゃったの？　うちのお母さん、炊すい飯はん器きを買うとき、あちこちの電気店に行って、同じ商品でも値段のいちばん安いのを探して、あげくにお店の人に値引き交こう渉しようしたよ。ポイントのオマケをゲットしてにこにこしてた」

　有希がもっともな質問を投げかける。

「そうね。私も見積もりを取るべきだったのよ。そうしたら、あんな目に遭あわずにすんだのに」

　ＯＧが関連するところから備品を買うのは、生徒会の伝統になっていた。複数の社から見積もりを取って安いところに頼たのんだりはしない。ＯＧは、母校のためにどこよりも安い額で納品してくれるからだ。

　瑠璃も伝統に従った。

　工事も無事に終わり、代金も生徒会予算から支し払はらった。

　冷水器は無事に稼か働どうをはじめた。

　業者が生徒会長に、クッキーの詰つめ合あわせをくれた。

　生徒会の前身のなでしこ会はお菓か子しを食べてお茶を飲む会だったから、今もお菓子の差し入れが多い。

　瑠璃は何の疑問も持たずにお菓子をいただき、クッキーを生徒会の皆で分けた。

　それで終わるはずだったが、箱の底から分厚い紙かみ袋ぶくろがでてきた。銀行の袋に入ったそれは、三十枚の一万円札だった。

　瑠璃はあわてて業者と連れん絡らくを取った。このお金はどういう意味なのかと。

　業者は言った。

「キックバックです。定価の倍の額で購入していただけたおかげで、わが社はとてもうるおいました。儲もうけさせていただいたお金の一部を担当者にお礼するのは当然のことです。これを機会に長いつきあいをさせてください」

　高い値段で冷水器を買ってしまった。それは確かに瑠璃の失敗だ。生徒会に損害を与あたえたと言えなくはないのだから、次からは見積もりを取り、価格に敏びん感かんになればいい。

　だが、業者からリベートを受け取ったとなると、話は違ってくる。

「お金なんか返せばよかったのに」

　有希が言った。

「その通りよ。でも、返金できなかったの。業者は言ったの。『ある方から頼まれたので、返金を受け取ることはできません。このことを表おもて沙ざ汰たにすると、桜井坂の生徒さんとあなたのお父様がどうなるかわかりませんよ』ってね」

「なんでここで緒方さんのお父さんが出てくるのよ？」

「市長選の最中だったのよ。業者は言ったわ。『いただくお金は票のとりまとめと考えさせていただきます』って」

「あっ。そうか！　わかったっ。連座制だっ」

「お兄ちゃん、何のこと？　わかるように説明してよ」

「選挙で、お金をあげるから票を入れてくれ、ってお願いすると、選挙違い反はんになるんだよ」

「なんで緒方さんがお金を返すと、緒方さんのお父さんが選挙違反したことになるのよ？」

「連座制というの。立候補者の家族がお金で票を入れてねってお願いすると、立候補者が公職選挙法違反になっちゃうの」

「ふぅん、そうなんだぁ。お兄ちゃんすごいねー」

　さっき瑠璃が口走っていたことから類推しただけだが、妹に尊敬の視線で見られるのは気持ちがいい。

「選挙違反するとどうなるの？」

「当選の無効と五年間の立候補禁止。悪質な場合は禁きん固こ刑けいよ」

「おまわりさんに捕つかまっちゃうわけっ!?」

　政治家から犯罪者への転落はあまりに大きい。崖がけの上に立って下を見ながら、滑り落おちまいと足をふんばっていた瑠璃にとって、伸也の帳ちよう簿ぼチェックとネットの書き込みは背中を押された気分になったに違ちがいない。

「でも、カッターナイフって、殺し方としてはヘタな気がするけど」

「ほんとにその通りよね。ネットの掲けい示じ板ばんを見つけて呆ぼう然ぜんとしているときに、理事長が電話してきて、逆上してたんだと思うの」

「掲示板にいきさつがアップされてるんだって。石田がネットに書きこんだらしい。理事長の電話って、マスコミからの問い合わせがあった、って内容だな。理事長はもみ消したんだろ？」

「ええ、そうおっしゃってたわ」

「掲示板は削さく除じよ要よう請せいを出せばいいし、マスコミは理事長にまかせておけばいいよ。もう市長選は終わってるんだから、その業者に連絡を取って金を返そうぜ」

「それがね、連絡が取れないのよ。消えてしまったの」

「消えた？」

「ええ、住所もウソだし、電話もファックスも通じないの」

　そんなとき、体育会系の生徒たちの集団食中毒事件が起こった。設置した冷水器を利用している生徒たちが多かった。

　冷水器から毒が出たと考えた瑠璃は、あわてて冷水器を使用停止にした。

　全校生徒を人ひと質じちに取られたも同然で、瑠璃はどうすることもできなくなった。

　彼女は、帳簿を改かい竄ざんしていった。

　冷水器の異常な高値を目立たせないためだ。

　だが、普ふ段だん決裁しかしない瑠璃が帳簿を改かい竄ざんしたために、あちこちでほころびが生じた。伸也が帳簿から見つけた数字の合わないところは、瑠璃が改竄した部分だったのだ。

「でも、理事長は……、その帳簿を見て……、完かん璧ぺきよ……、って言ったのよね？」

　梨梨子が聞き、有希が想像を言う。

「理事長、適当に見たのかも。だってさ、二十分ほどでちょいちょいとチェックしちゃったのよ。きっと、合算の数字しかチェックしてなかったのよ。でなきゃ、もっと時間かかるはずだもの。お兄ちゃん、チェックってどれぐらい時間がかかるの？」

「俺だったら一週間以上かかるな」

　伸也は、遊園地で帳簿を調べよう、と思ったときに、ふっと覚えた違い和わ感かんを思い出していた。

　あのときはそれが何かわからなかった。

　だが、理事長があまりにも簡単にチェックを終えたことが不思議だったのだと今にして気付く。

「理事長も黒幕のひとり、ってことはないかな」

「ありえるね。理事長もなでしこ会のＯＧだしね……」

　皆みなはうーんとうなり声をあげて考えこんだ。

　百円玉の洪水については、見なかったことにされているようだ。空を飛ぶカメのぬいぐるみは、誰だれも見なかったのだろうか。

　正気を疑う出来事だから、なかったことにしたいのだろう。

　瑠璃が顔をしかめながら立ちあがった。

　身体の脇わきで握にぎり拳こぶしをつくっている。

「みなさん、私を非ひ難なんしないの!?　私、業者からキックバックを受け取って、帳簿をごまかして、石田くんに罪をなすりつけて、伸也くんを刺さそうとしたのよっ!!」

「ハメられたんだよ」

「そうね。私もそう思う。うちの高校の生徒全員を人質に取られたようなモンでしょ。お父さんを選挙違反でタイホするぞって脅おどされたわけだし。お兄ちゃんなんか、緒方さんの好きなように切ってくれてかまわないよ」

「おい。有希ぃ。俺は仮にも兄なんだぞーっ」

　ずっと無言でいた梨梨子が、柔やわらかい笑えみを浮うかべた。

「緒方さんは……確かに悪いところもあったけど……でも、もっと悪いのは……ひどいことをした業者だと思う」

「業者は、ある方に頼まれた、って言ったんだよね」

「業者の目的は、緒方さんじゃなくて、緒方市長と緒方大臣なんじゃないかしら？」

「政治生命にかかわるよな」

「私が口走ったこと、ちゃんと聞いてたのね。私、ナイフ振り回してたのに。伸也くんって、いったいどういう人間なのよ」

「お兄ちゃんはたんなるバカでーすっ」

「ふふっ。いやだ……有希ちゃんってば。……石田くん、悪いこと、し、してなかったんだね……やつれちゃってた。かわいそうに……」

「石田のことは、あとで考えよう。いま、生徒会がすることは、キックバックを業者に返金することだ」

「そうだね。お兄ちゃんも、たまにはいいこと言うじゃない」

「犯人は、なでしこ会のＯＧの誰かなのね。ＯＧを、ウチの高校に集合させる方法、何かないかな？」

「同窓会とか？」

「だめだよ。それじゃ、俺らが参加できなくなる。それに、セレブの会だから、同窓会ならホテルの宴えん会かい場じようとかでするのが自然だよ」

「生徒会主しゆ催さいでＯＧを招待するイベントを学校で開けばいいのね」

「あ、そうだわっ」

　バン、と大きな音が響ひびいた。

　瑠璃が机を叩たたきながら立ちあがったのだ。

　気力を失いぼんやりしていた瞳ひとみに、きらきらする光がともっている。

　瑠璃は指先で髪かみを払はらった。

　制服の胸むなもとがぷるんと揺ゆれる。

　その様子は、見とれずにはおかない美しさがあった。

「桜井坂高校は、今年、創立九十九周年になるの」

「へぇ。そうなんだ……だったら何かイベントを開いてもいいよなぁ」

「オープンキャンパスを開きましょう」







第５章　とある策士の学園解放オープンキヤンパス







「オープンキャンパス？」

「えー、秋休みにするのぉ……やだなぁ……」

　梨り梨り子こが廊ろう下かに張り出したポスターの周囲に、生徒たちが集まってくる。Ａ４の、パソコンでプリントアウトした、簡素なポスターだ。




【桜さくら井い坂ざか高校は今年創立九十九年になります。

　創立百年の前年として、地元のみなさんと卒業生のみなさんに感謝するイベントを開きます。

　学舎を開放し、地元のみなさん、桜井坂への入学を検討されている中学生のみなさん、卒業されたみなさんに今の桜井坂高校を見ていただき、来場されたみなさんから募ぼ金きんを募つのりたいと思います。

　みなさんからいただいた募金は、全額福ふく祉し団体に寄付します】




「文化祭、先月に終わったばっかりじゃないの。文化祭とどこが違うの？」

「ふぅん。来たい人だけ来て、やりたい人だけやればいいってことね。服装は自由です、だってさ。出席にカウントされないのかぁ」

「即売会とかしてもいいんだ？　私も本とかＣＤとか売ろうかなぁ。けっこうたまっているのよねぇ」

「だったら、私の作った同人誌、売っちゃってもいいのかな？」

「あーっ、だったら私、コスプレするうっ」

「いいんじゃない？　服装は自由だって書いてあるし」

　桜井坂高校は、二期制をとっていて、前期終しゆう了りようから後期開始までの間を秋休みにしている。秋の連休の前後を休みにして、連続四日間の秋休みだ。

　その秋休みのうちの日曜を、オープンキャンパスに当てる。

　元女子高の桜井坂高校は、文化祭でさえチケット制だ。

　校門はいつも閉ざされていて、女子高だったときの名な残ごりで門のところに警備員が常じよう駐ちゆうしている。

　来たい人が来ればいいというオープンキャンパスは、前ぜん代だい未み聞もんのイベントだった。




　　　　　☆




「出席にカウントされないのに、生徒が来るかな？」

「即売会でもうかったお金は、自分のものにできるのよ。もちろん部費に当てることもできるわ。赤字の部活はやるでしょう。たてまえ上、募ぼ金きん箱ばこは置くけど」

「卒業生にはどうやって知らせるの？　ハガキを送ると百枚で五千円よ。メールの一いつ斉せい送信なんてムリだし」

「学校のホームページで告知するし、銀行や役場やそこらじゅうにポスターを張るわよ。なでしこ会のコネを使って、地方新聞とフリーペーパーとタウン誌に記事を載のせてもらうように交渉したわ」

「記事になる？」

「なるわ。大学でオープンキャンパスはわりとやるけど、高校はやらないでしょう。入場料代わりに募金を募って、そのお金は全額福祉団体に寄付するんだから、記事になるイベントよ」

「そりゃそうだよな。いつも門が閉ざされている元女子高の桜井坂がオープンになるんだぜ。創立九十九年の歴史ではじめてだろ」

「ヘンな人、入ってこないかな？　ナイフを持った人とか。ヘンタイな人とか」

「それもだいじょうぶ。なでしこ会のＯＧに、安全保障会社を経営している人がいるの。緊きん急きゆう対処員に来ていただけるように手配済みよ。それも、無料でね。元女子高だから、女性のガードマンを派は遣けんするっておっしゃってくださったわ」

　なでしこ会の黒幕を燻いぶり出すためのイベントに、なでしこ会の人脈を使うなんて、いかにも瑠る璃りらしい行動力だ。

「あの、お願いが、あるの……更こう衣い室しつが、欲ほしいな……コスプレ用の」

　梨梨子が遠えん慮りよがちに提案した。

「そうね。教室を用意しましょう。窓を塞ふさぐ必要があるわね」

「コンセントが欲しいんだけど……なんとかなるかしら。……えっと、その……。ドライヤーを使いたいな」

「それもなんとかするわ。隣となりの教室から、コードを引っ張ってきたらいいんだし」

「飲食、どうしよう。今からじゃ保健所のオッケー、出ないかも」

「業者に入ってもらうわ。業者にゴミの撤てつ去きよをお願いしたら一石二鳥よ」

「楽しそうね。緒お方がたさん」

「そうね。楽しいわ」

　瑠璃は大きなイベントにつきものの事前作業を、みなが感心するほどの細さい心しんさと大だい胆たんさで進めていった。

　この人は、脅されるままになっている人ではない。美び貌ぼうと才覚にくわえて、実行力もちゃんとある人なのだと感心する。

　お菓子とお茶で雑談をする会になっていた生徒会は、忙いそがしくて濃のう密みつな時間を過ごしていた。




　　　　　☆




　伸しん也やは瑠璃と肩かたを並べて歩いていた。

　午後四時の商店街は、のんびりした空気が満ちている。

「まさか駅にポスターを張らせてもらえるなんて思わなかった」

「当然よ。私、あらかじめ根回ししておいたもの。ＯＧが広報にいてよかったわ」

「なでしこ会のコネってすごいんだなぁ」

「コネは道具よ。道具は武器にも、凶きよう器きにも、利器にもなるの。使い方次し第だいなの。うまく使って敵を倒たおすのも、使い方を間ま違ちがえてケガをするのも、使う人の器量にかかっているわ」

　瑠璃の綺き麗れいさも、頭の良さも、行動力も、交こう渉しよう術じゆつも、武器だ。

　伸也はたくさんの武器を持つ美貌の生徒会長を見つめた。

　セーラー服の瑠璃に、道行く人が視線を向ける。

　食材がいっぱいに入ったスーパーの袋からネギをはみ出ださせて歩くおばさんも、犬の散歩をさせているおじいさんも、子供を自転車の前部座席に乗せてペダルを漕こぐお母さんも、みんな瑠璃を眺ながめていく。

　瑠璃は学園の女王だった。人目を引く華はなやかな容姿とプロポーションで、セーラー服をスッキリと着こなしている。これほどまでに鮮あざやかな印象を持つ女子生徒は、瑠璃以外には存在しない。

　ポスターを抱かかえて横を歩く伸也には、視線が素す通どおりしていくのがおもしろい。

「緒方さんが言うと説得力があるな」

　コネを使って安く納品してもらったはずの冷水機で、とんでもないワナに嵌はまってしまった生徒会長は、酸すっぱい物を食べたような表情を浮かべた。

「イジワルね」

「ごめん。もう言わない」

「そうね。言わないで。殴なぐりたくなってしまうから」

　――石いし田だが、会長になりたがるわけだよな。

　桜井坂の生徒会長になると、なでしこ会ＯＧのコネという武器を使える。武器は使う人に力を与える。武器の使い方を間違えると、凶器となってケガをするが、人はそこまで考えない。強大な力に魅み力りよくを感じ、誘ゆう蛾が灯とうの前の虫のように引きつけられる。

「あ、そこのお店どうかしら？」

　瑠璃はクリーニング店を指差した。チェーン店ではなく、個人でやっている小さな店だ。地元密着のこうした店は、協力してもらえる場合が多い。

「こんにちは。桜井坂高校の生徒会長なんですが、ポスター張らせていただけませんか？　オープンキャンパスを開くんです」

「お邪じや魔まします。副会長です。よろしくお願いします」

　伸也も店主におじぎをする。

「ああ、いいよ。張るものある？」

「ありがとうございますっ！　ガムテープとかは持ってきましたからっ!!」

「俺おれが張るよ」

「私、こっち押おさえてるね……ちょっと曲がったけどいいかしら」

「うん。大だい丈じよう夫ぶ」

「ありがとうございましたっ！」

　店主におじぎをして店を出る。

「次、あのお家よ」

「えーっ。もうじゅうぶん張はったじゃないかよー」

「文句言わない。副会長でしょ。会長と副会長が一いつ緒しよに歩いている今がチャンスよ」

「こんにちは。桜井坂高校の生徒会ですが……」

　飛びこみによるポスター張りを続けていく。他の役員たちも、二人ずつの組になり、それぞれポスター張りをしているはずだ。

「さすが行動力あるな。緒方さん、そっちのほうが、よっぽどらしいよ」

　死んだ瞳をして服を脱ぬぎ、狂きよう的てきにナイフをふるうより、イキイキと采さい配はいを振ふるい、立ち働いている方が、よほど彼かの女じよらしかった。

「ふん。この私が誘ゆう惑わくしてあげたのよ。感謝なさいね」

「手、まだこれなんだけど」

　伸也はてのひらにバンドエイドを張った右手をひらひらさせた。

「その程度ですんでよかったじゃない」

「あのとき、本気で殺す気だった？」

「まさか。私より梨梨子さんのほうが好きだって言われて、かっとなっただけ。プライドが許せなかったのよ」

　瑠璃は、ツンと顎あごをあげて言った。

「ねぇ。それより、聞いていい？　梨梨子さんのどこがいいの？」

「優やさしいところ、かな」

「梨梨子さん、確かに優しいけど、誰にでも優しいのよ。伸也くんだけ特別じゃないの」

「うん。知ってる」

　有ゆう希きにも言われたし、梨梨子の優しさが、三年をキズつけるところも見た。

　だが。

「梨梨子って、武器を欲しがらないだろう。みんな武器を持ちたがるなかで、あえて武器を持とうとしないところが、ステキだと思うんだ」

「そういうもの？」

「そういうもんだよ」

「わかんないな。誰だって、上を目指したいじゃない？　私はお祖じ父い様さまとお父様のさんばんを引ひき継つぐわよ。私にとって生徒会長は政治家のレッスンよ。……それに、石田くんも同じこと考えていたんだと思うのよ。もしも石田くんが生徒会長になったら、桜井坂でははじめての男の生徒会長で、すごいことなのよ。だから、石田くんが、私を追い落とそうとしたわけだし」

「石田と緒方さんって、同類なんだ」

「そうかもね。……そうね、私が生徒会長を辞やめたあと、伸也くんに会長をしてもらおうかな。伸也くんは私とタイプが違ちがうから、あんがい良い生徒会長になるかもね」

「冗じよう談だん。緒方さん、生徒会長辞めないだろ？　緒方さんほど、会長にピッタリな人間はいないよ」

「辞めないわよ。もちろん。私をハメた人間にやり返すまでは絶対に。……でも、生徒会長がいなくなると、副会長が会長になる決まりなの。私に何かあったら伸也くんに代わってもらうからよろしくね」

「何かあったらなんて、縁えん起ぎでもないこと言うなよなーっ」

「じゃ、ついでに、縁起でもないこと、聞こうかな。あのとき、あの、生徒会室のときだけど、カメのぬいぐるみが空を飛んでいたよね？　あれ、何？」

「うっ」

　伸也は口ごもった。冷たい汗あせが背中を伝う。

　瑠璃は、あんな状じよう況きようで、空を飛ぶカメエモンを見ていたのだ。

「カメは私以外見なかったみたいだけど、百円玉が床ゆかに開いた穴に落ちていったのは、有希ちゃんも梨梨子さんも見ていたわね。誰も何も言わないけど」

　伸也は答えなかった。答えようがなかったのだ。

「私、みんなの気持ちわかるわ。あまりにも異常すぎるものを見てしまうと、人間って、あいまいにしたくなるの。知らないフリをしたくなるのよ。でも、私、あいまいにしておくことができないのよね。百円玉、どこに行ったのかしらね？」

「うぅっ……ほ、ほらっ。これ。て、手品、なんだっ」

　伸也はポケットから百円硬こう貨かを取り出した。

「なっ？　普ふ通つうの百円玉だろ。実はこれ、手品のタネなんだけど」

「あのカメも手品？　それとも伸也くんのお友達？　伸也くんに魔ま法ほうの百円玉をくれたのはカメくんなの？」

「そ、その、えっと……カメは……その……勉強机の引き出しから出てきたカメ型ロボットで、俺を幸せにするために未来からやってきたんだってさ」

　カメエモンが、夢は大きく世界征せい服ふくと叫さけんだことや、君は世界の王になれる人間だと持ちあげたことは言わないでおいた。

　悪あく魔まかどうかは疑問だが、カメエモンは不思議な力を持っている。野心の強い人間に、武器の存在をちらつかせる愚ぐは、石田の入院騒さわぎでわかっている。

　瑠璃はどう考えたのか、ふぅっとため息をついた。

「いいわ。手品ってことにしておきましょう」

　そして、意味ありげに笑った。




　　　　　☆




　オープンキャンパスは、文化祭や体育祭とはまた違うにぎわいを見せていた。

「持ち物検査を行っております。ご協力お願いします」

　校門のところで、伸也は声を張りあげていた。

　校門は開放しているものの、人がひとり通れるスペースを開けて机で入口を塞ぎ、カバンのチェックをして、だいじょうぶな人から順に入ってもらっている。

　入口を机で塞ぐのは、安全保障会社の緊急対処員のアドバイスだ。

　校門は入口専用で、裏門は出口専用。そうすることによって効率的に持ち物検査ができるという。

　いつも門のところに常駐している警備員は、裏門で待機してもらっている。

　人はみな募金箱の前で立ち止まり、いくばくかの硬貨を入れて校舎へと歩いていく。

　青い制服を着たガードマンのお姉さんたちがてきぱきと作業をしてくれるので、さして行列ができることもなく、人はうまく流れている。

　――うわぁ。けっこう、人がくるなぁ……。

　他校の制服も、私服の生徒も、卒業生らしい女性もいる。先生方も、入学を検討しているらしい中学生もいる。

　物見遊ゆ山さん気分の子供連れも、お年寄りもいる。

　まるで海外旅行に行くようなキャスターつきの大きなバッグを引っ張ってきたのはコスプレイヤーだ。

「すみません。これ、お預かりさせていただきます」

「えーっ、でもぉ。銀ぎん弾だんだから刀がないとぉっ。これ、百円ショップのおもちゃの剣よぉ」

「ですが凶器になる可能性があるものは持ちこみ不可です。ご協力ください」

　いさかいを繰くり広ひろげている女子生徒がいれば、これから女装するのだろう少年が、すでに女じよ装そ子こモードに入って身体をねじっている。

「いやっ、見ないでっ。それは私のパッドなのぉっ。見ないでぇっ!!　いやーっ。それ、私のショーツよぉっ!!」

「ああ、なつかしいわぁ。おじいさん。これが私の卒業した学校なんだよ」

「そうかえ。女学校のときのばあさんは、さぞかわいかったことだろうて」

「いやだわ。おじいさんったら。ひっひっひ」

　年ねん輩ぱいのご夫ふう婦ふがいちゃつきながら手をつないで歩いていく。

　それでも、開門してから二時間もすると、人が来るのがまばらになってきた。

　――そろそろいいかな。即売会やコスプレを見たいし。

　――有希も、梨梨子に服を借りてコスプレしてるはずなんだよな。梨梨子のコスプレは、今日は何だろ。きっとかわいいんだろうなぁ……。

　そのとき、青い中東風ドレスを着た少女が走り寄ってきた。

「伸也くーんっ!!」

「梨梨子」

　ハーレムパンツを合わせているので露ろ出しゆつは高くないのだが、ウエストのくびれを強調したベリーダンスの踊おどり子このような衣装がセクシーだ。

　髪かみはとき流しているが、いつものメガネを掛かけているので違い和わ感かんは少ない。

　あの地味な梨梨子が、服装ひとつでこんなにも華やかな変へん貌ぼうを遂とげるのかという驚おどろきに目を見張ってしまう。

「アリナ姫ひめだ」

「ああ、あのロボットアニメの……」

「伸也くんっ」

　彼女はひどく取り乱していた。額に汗をにじませ、息を弾はずませている。

「大変なのっ。生徒会室に来てっ」

「すみません。席を離れます。あとはよろしくお願いします」

　緊急対処員におじぎをして梨梨子と一緒に生徒会室へと急ぐ。

　梨梨子は、伸也の手を握にぎって走り出した。

「冷水機か？」

　犯人は現場に帰るという。冷水機で瑠璃をハメた黒幕は、必ず冷水機を見に行くはずだ。幸い、生徒会室からはクラブボックスと冷水機がよく見える。生徒会室には瑠璃が待機していて、冷水機をずっとチェックしているはずだった。

「違うの。……緒方さんのお祖父様が……い、いらっしゃってるの。裏口から、は、入った、そうよ……大臣、副会長に、あ、挨あい拶さつしたいって……む、迎むかえに、来たの」

「ケータイ鳴らしてくれたらよかったのに」

「忙しいだろうし……代わろうと思って」

　上うわ履ばきに履き替えるのももどかしく、階段を駆かけあがる。

　廊ろう下かに黒服の男性が何人も立っているのが見て取れた。瑠璃の家で見たときと同じ、要人警護のＳＰだ。

　メイド服をオシャレに着こなした有希が、お茶を出そうとしてＳＰに止められ、きゃあきゃあ騒いでいる。有希にとっては政治家の登場よりも、黒スーツのイケメン男と話をするほうがうれしいらしい。

　ちなみに有希のメイド服は、梨梨子が用意したものだ。

「こんにちは」

「あら、来たのね。伸也くん。お祖父様が伸也くんに用事があるそうよ」

　ブゼンとした表情の瑠璃が言った。

「久しぶりだな。少年」

「あ、お久しぶりです」

「生徒会の改革は進んでいるかね？」

　――改革？

「いえ、それが……。オープンキャンパスで忙しくて……」
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「これはなかなか楽しいイベントだぞ。大学ならまだしも、高校、それも元女子高で、学舎の開放をするのは聞いたことがない。仮装も楽しい。なかなか力が入っていて見み応ごたえがあるのう」

「僕ぼくはそのう、何もしてないです。アイデアを出したのも、采配をふるったのも緒方さんですし。コスプレはみんなが勝手にやってることだし」

「お祖父様、忙しいんでしょ。そんなにしょっちゅう来ないでよ。迷めい惑わくだわ」

　瑠璃が迷惑そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「まあ、そう言わないでくれ。おまえがどんな生徒会長をしているのか気になるのだ」

「私はたんに、自分の力を試ためしたいだけ」

　大臣はうんうんとうなずきながら、まぶしそうに目を細めて孫を見ている。

　――このじいさん、孫バカっていうより、緒方さんに期待してるんだ。

　自分の仕事を子孫に継がせたいと思うのは、当然の感情だ。まして、瑠璃は、成績優ゆう秀しゆう、眉び目もく秀しゆう麗れい、スポーツ万ばん能のうの才さい媛えんだ。期待しないでくれというほうがムリだろう。

　――緒方さんも大変だよなぁ。

　廊下がふいにざわついた。

　誰だれかがやってきた様子だ。ＳＰと女性の話す声が聞こえてきた。ＳＰの丁寧な口調は、来客が特別な存在であることを示している。

「こんにちは」

　柔やわらかい声がかかり、生徒会室に女性が現れた。

　白しら髪がが目立つまとめ髪がみに小さな帽ぼう子しを載のせ、上品なワンピースを着た年輩の女性……理事長だ。

　理事長は、まず部屋の中央に立つ大臣に丁寧なおじぎをした。

　――あれ？　理事長、態度が硬かたいな……。大臣だから緊きん張ちようしてるのかな？

　理事長は、笑え顔がおの仮か面めんをつけたような、どこかよそよそしい表情を浮うかべている。

「理事長の井い坂ざか絹きぬ枝えです。緒方文部科学大臣ですね。はじめまして」

「緒方です。孫がお世話になっておりま……」

　大臣は、ぽかんと口を開け、呆ぼう然ぜんとしている。

「絹枝さんっ！」

「……っ!!　……あら、何のことでしょう。私は、大臣に名前で呼ばれるような存在ではありませんわ。はじめまして。緒方大臣」

「福ふく辻つじ絹枝さんですよねっ。僕ですっ！　誠せい一いち郎ろうですっ!!　お忘れなのですかっ!?　二人で青空を見あげ、夢を語り合ったではありませんか」

「そのようなこと……ありましたっけ。私を忘れたのは誠一郎さんのほうではありませんこと!?」

　理事長は、ツンと顎をあげてそっぽを向いた。だが、抑おさえきれない喜びに頬ほおが赤く染まり、痩やせた身体がわなわなとふるえている。

「僕は絹枝さんを忘れたことなどありませんっ!!　今でもっ、今でも、好きなのですっ!!」

　それ以上虚きよ勢せいを張ることは、さすがの理事長でもできなかったのだろう。

「私も、誠一郎さんをお慕したいしておりましたっ!!」

　二人は吸い寄せられるように走りより、手を取り合った。

「えぇ？　お祖父様と理事長って、知り合いだったの……」

　意外すぎるなりゆきに、瑠璃も梨梨子も、伸也も有希も、ＳＰや秘書までもがぽかんと口を開けて二人を見ている。

　二人はしっかりと手を握り、目と目を見合わせながら語りあっている。

「先日の文化祭で六十数年ぶりにお会いして、私はどきどきしているのに、誠一郎さんは私に気付きませんでしたっ!!」

「申し訳ありません。まさか絹枝さんだとは思わなかったのです。井坂と名乗られたか……。ご結けつ婚こんされたのですね」

「いいえっ。私は結婚しておりませんわ。井坂は養父母の姓せいです！　誠一郎さんも立派になられて……」

「絹枝さんは、僕の手紙を受け取っていただけなかったのですか？　お会いしたいと書いたのに。僕が出した手紙、返事をいただけなかったではありませんか」

「それ、いつです？」

「小学校を卒業して一年後です」

「私、その頃ころ、両親が事故で亡なくなって、井坂の養子になりました。引っ越こしておりましたから受け取ることができなかったのかも。私も手紙を出しましたけど、届かなかったのでしょうか？」

「母が握りつぶした可能性があります。僕には妻との間で縁えん談だんが進んでいましたから。僕は絹枝さんに嫌きらわれたとばかり……よかった。勘かん違ちがいだったんだ」

「誠一郎さん。もっとよく顔を見せて……。昔のままね。あぁ、懐なつかしいわ。テレビの国会中ちゆう継けいで見ているのに……。立派になったわねぇ。でも、やっぱり誠一郎さんだわ」

「絹枝さんは美しくなられた」

「あら、私、おばあちゃんよ」

「とんでもない。あなたほど美しい人は他にいません」

　これは……。

　この雰ふん囲い気きは……。

　知り合いなんていうレベルではない。

「ラブラブねー」

　有希が言った。

「理事長って……ツンデレなのね……」

　梨梨子が言った。

「お祖父様……」

　瑠璃は呆然とした顔をしている。自分の祖父の若い頃の意外なロマンスに、驚きを隠かくしきれないでいる様子だ。

「ウチの孫がお世話になっております。瑠璃は生徒会長、ちゃんとやっておりますか？　絹枝さんに迷惑を掛けてないでしょうか？」

「いえいえとんでもない、カリスマ性があって、立派な生徒会長ですよ。実行力もおありになるし、誠一郎さんの若い頃を見ているようですわ。誠一郎さん、国を動かす存在になりたいっておっしゃってましたよね。瑠璃さんは、トラブルの対処についてはちょっとヘタな気もしますけど」

　――あっ！

　伸也の脳のう裏りにひらめくものがあった。今まであいまいにしかわからなかったさまざまなことがさながらパズルのピースのようにぴたりぴたりと嵌はまっていく。現れたのは予想外の絵だ。

　瑠璃も同じ絵を見ているのか、考えこむ表情をして、親指の爪つめを噛かんでいる。

　ふっと顔をあげた瑠璃と目があった。

　瑠璃は目だけでうなずいて見せた。

　勝負に出るわよ、と言いたそうな、きらきらする瞳ひとみをしている。

「大臣、そろそろお時間です」

　黒服の秘書が遠えん慮りよがちに大臣を促うながした。

「誠一郎さん、電話をしてもよろしくて？」

「はい。もちろん。絹枝さん、今度一緒に食事でも。こちら名めい刺しです。こっちのケータイが僕のプライベートです。秘書を通さず、僕に直接通じます」

「お名刺いただきます。井坂絹枝ともうします」

　理事長も名刺を差し出だした。

　名刺交こう換かんになってしまうのは、さすが大人というべきだろうか。

　大臣は、ふかぶかとおじぎをして、名な残ごり惜おしそうに帰って行った。

　理事長はほぅっとため息をついた。

　少女のように頬を赤くさせ、両手で頬を押おさえている。

「梨梨子さん、お茶、淹いれてくださる？　アールグレイが飲みたいわ。お菓か子し持ってきたんですのよ。プリンスキナシのクッキーよ」

「は、はいっ」

「わーっ。すごーいっ。有名パティシェのクッキーじゃないですかっ!?　うわぁ。ありがとうございますーっ。わーい生徒会に入ってよかったぁっ!!　さすが元はお茶を飲む会だけあるぅっ」

　アリナ姫のコスプレの梨梨子がかしこまって返事をし、メイド服の有希がきゃあきゃあはしゃぐ。

「理事長、お聞きしたいことがあります」

　制服の瑠璃が理事長に詰つめ寄よった。

　伸也は瑠璃の横に立つ。自分の見た絵が、本当かどうか確かめたかったのだ。息を荒あらげているあまり、うまく言葉が出てこないらしい瑠璃に代わって問いつめる。

「冷水機のキックバックで緒方さんを陥おとしいれた黒幕は、理事長ですね？」

「えっ？」

　梨梨子の手からお皿が落ち、調理台に当たってカランと軽い音を立てた。有希も、手で口を押さえて理事長を見ている。

　理事長はあっさりと言った。

「そうよ。やっとわかったのね」

　瑠璃の顔が青くなり、次の瞬しゆん間かんには紙のように白くなり、やがて真っ赤に染まった。

　柳りゆう眉びがきりきりとつりあがる。

「こぉの色ボケババアッ！」

「うわぁっ。緒方さんやめろっ。殴なぐるのはよせぇっ!!　相手はお年寄りなんだぞっ!!」

　理事長の前に立って背中で守り、握り拳こぶしを振ふり回まわす瑠璃に取りついて必死で止める。

「放しなさい！　このクソババア、殴ってやらなきゃ気がすまないのよっ」

「緒方さんやめてぇっ」

「いてぇっ！」

　瑠璃が振り回した握り拳が、伸也の顎あごに炸さく裂れつした。

　目の裏で星が飛び、意識があいまいになった。

　伸也はきゅうとうめいてバタンと倒たおれた。

「きゃーっ、お兄ちゃんっ」

「伸也くんっ。ごめんっ。殴っちゃったっ」

「きゃあぁ、伸也くんっ」

「あらあらどうしましょう」

　有希の悲鳴と、瑠璃と梨梨子が名前を呼ぶ声、理事長が上品にあわてている声を、途と切ぎれていく意識の端はしで聞いていた。




　　　　　☆




　理事長と大臣は、小学校が一いつ緒しよだった。

　なにぶん昔のことだし、小学生だから、手をつなぐだけの清い仲だったが、将来を誓ちかい合った仲だった。

　だが、小学校卒業と同時に疎そ遠えんになった。

　理事長の両親が不ふ慮りよの事故で鬼き籍せきに入り、井坂家の養女になったからである。

　大臣は、縁談が進んでいた瑠璃の祖母と結婚し、子供と孫に恵めぐまれた。

　理事長は、昔の恋こい人びとが政治家として活かつ躍やくしている様子をテレビや新聞で見ながら、養父母の残した桜井坂高校の経営に夢中になっていた。

　今年の文化祭で、理事長はかつての恋人に再会する。大臣は、生徒会長として活躍している孫を見るためにやってきたのだ。

　理事長は、かつての恋人を見て、胸をときめかせた。

　だが、お忍しのびでやってきた大臣は、ＳＰと秘書を引き連れながら理事長の前を素す通どおりした。

　文化祭の見学に来たらしい年輩のご婦人が、まさかかつての恋人だと気付かなかったのである。

　――この私を覚えていないなんて！

　理事長は静かに怒いかりをたぎらせた。

　若い頃の恋人と、そっくり同じ顔をしている瑠璃を見るにつけ、いじめてやりたい気分がちくちくと刺し激げきされる。

　――そうだわ。孫の政治手しゆ腕わんをテストしてあげたらいいのよ。誠一郎さんの孫ですもの。私の掛けたワナなんて、きっと簡単に抜ぬけ出でるはずよ。

　理事長はそう考えた。

　――困って泣けばいいのよ。だって、誠一郎さんが別の女と結婚して作った孫ですものっ。

　江え戸どの敵を長なが崎さきで。

　坊ぼう主ず憎にくけりゃ袈け裟さまで憎にくい。

　元カレの孫が憎けりゃ、生徒も泣かす。

　とにかく理事長は、なでしこ会の人脈を使い、冷水機でキックバックを仕し掛かけた。

　そして、生徒会に何度も足を運んでお茶を飲み、瑠璃の憂うれい顔がおを観察して溜りゆう飲いんをさげた。

　瑠璃の父が市長選に出馬したのは偶ぐう然ぜんとはいえ好都合だった。

　副会長が瑠璃の汚お職しよくを追つい及きゆうしたときは、瑠璃がほんとうに失しつ脚きやくしてしまわないよう、帳ちよう簿ぼをチェックするフリをして、瑠璃が正しいのだと証明して見せた。

　石田のタレコミでマスコミが取材を申しこんだときは、なでしこ会の人脈をつかって握りつぶした。

　なお、体育会系女子の集団食中毒は、たんなるノロウイルスによる集団感かん染せんであり、冷水機とはまったく関係がなかった。

　偶然にもタイミングが合ってしまったせいで、瑠璃が勘違いしただけにすぎない。

　瑠璃はまんまと理事長のワナにはまってしまったのである。

　理事長は、恋こい心ごころを間ま違ちがった方向に燃えあがらせたあげく元カレの孫まご娘むすめに「ちょっとしたイジワル」をしていたにすぎなかった。
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「ヤンデレだわぁ」

「何ソレ？」

「病やんでて……デレデレ」

「ふぅん。そうなの。はじめて聞いたわ。ツンデレじゃないのね」

「うん。そうね……。理事長の大臣への態度って……ツンデレだなぁって思ってたの」

「病んでるってどういうの？」

「うーん。ちょっと前の朝あさ昇しよう竜りゆうみたいな……」

「お相撲すもうなのっ!?」

「どすこい！」

「ドスの利きいた恋こいなのねー」

「そうね。……ヤクザな恋かも……」

「ヤクザの若頭と本庁のキャリア組のヤクザな恋っ！　あぁっ。誰か、書いてくれないかなぁ～っ」

「あ、それ、いいっ！　拳けん銃じゆうとドスを突つきつけ合いながら恋を語らうのよっ!!　『本田っ、おまえを麻ま薬やく取とり締しまり法違反の疑いでタイホするっ』『くくっ。本庁のエリートのくせに、今いま頃ごろやってきたのか!?　麻薬など、ここにはない。なんだったら私を調べろっ』『豊田さんっ、どこにも麻薬は見つかりませんっ』『おまえの身体に聞いてやるっ、服を脱げっ』」

「きゃーっ。スーツ脱がしちゃうのーっ。いいぞーっ。もっとやれーっ」

　オヤジのように手を叩たたくメイド服と、妄もう想そうを垂れ流す中東ドレスのコスプレ二人組の横で、瑠璃がふつふつと怒りをたぎらせているのが見て取れた。

　伸也が身体を張って止めたので、もう殴らないようにしている様子だが、それだけに怒りが内に籠こもるらしい。

　伸也は、じんじんくる顎に濡ぬらしたハンカチを当てながら、瑠璃がお年寄りを殴ってしまわないかはらはらしている。

「理事長、それで私の政治手腕は合格ですか？」

　瑠璃は笑顔で聞いた。感情を抑おさえたあまり平へい坦たんになってしまった、という雰囲気で、迫はく力りよくの滲にじむ低い声だ。

「もちろん合格ですよ」

「石田くんがメンタルクリニックに入院したことは、どのようにお考えですか？」

「自じ滅めつしただけよ……と言いたいところですが、前副会長は大事な私の生徒です。私の責任でもありますから、内ない申しん点てんの嵩かさ上あげで便べん宜ぎを図はかりましょう」

「えー、いいなぁ。私も内申嵩上げして欲ほしいー。私も大事な生徒のひとりじゃないのーっ」

　有希が唇くちびるを尖とがらせた。

「欠席して低くなったぶんの点数の嵩上げをするだけよ。特別扱あつかいはしないわ。……それにしても緒方さん、オープンキャンパスは、黒幕を燻いぶり出すつもりだったのでしょう？　こんなに短時間で、よくもまあこんなに立派なイベントを開いたわね。すばらしいわ。さすが我わが校こうが誇ほこる生徒会長ですわね」

「ありがとうございます。ですが、私は生徒会長をやめるつもりです」

「えっ？」

　生徒会のめんめんが驚おどろいた表情で瑠璃を見た。

「私は自分の力でワナを抜け出ることができませんでした」

　そして、セーラー服のスカートから紙かみ袋ぶくろを取り出す。銀行のマークの入った、その紙袋は分厚かった。

「理事長、お返しします。キックバックの三十万です」

「あら、ありがとう。ちょっと確かく認にんさせていただきますね……ひいふうみいよいつむう……ハイ、確かに。業者さんに連れん絡らくして、ちゃんと事後処理をしますのでご安心を」

「お待ちください。長くお預かりしていたぶんの利子を、ただいま支し払はらいたく存じます」

　瑠璃は、セーラー服のポケットから百円玉を取り出した。

「あーっ、そ、それっ!!」

　伸也はあわてて詰め襟えりのポケットを探さぐった。

　さーっと顔から血の気が引いた。

「ない……」

　――あのときだ……。

　さっき、瑠璃に殴られて昏倒したとき、取られてしまったらしい。

「わーっ、やめろっ。緒方さん、やめろぉっ。相手は理事長だぞっ。お年寄りなんだぞーっ」

　止める伸也とぱきぱきと音を立てながら指先で百円玉を割る瑠璃の前で、わけのわかっていない理事長が不思議そうに笑みを浮かべて小首を傾かしげる。

　梨梨子が固まり、有希がずりずりと後ずさる。

　百円玉を四回割ったとき、百円玉がぶわーっと増ぞう殖しよくした。

「理事長、どうぞ。利息です」

　瑠璃は百円玉を、理事長のカバンの中に放ほうりこんだ。

　二が四に、四が八に、八が十六に、倍数で増えていく百円玉は、カバンからあふれて落ちて、理事長の足あし下もとに百円玉溜だまりを作っていく。まるで銀色の雨だった。ざらざらと派手な音がする。

「な、何よっ、これ何なのぉっ!?」

「理事長、カバンを捨てろ！　ケガするぞっ」

「だめよっ。誠一郎さんからいただいたお名刺が入っているのっ。誠一郎さんからはじめていただいたプレゼントなのよっ。捨てられるものですかっ!!」

　こんなときに乙おと女め心ごころを発揮しなくてもいいようなものなのに、理事長はカバンを抱かかえこんで放さない。

「緒方さんっ、こ、これ、何なのっ」

「利息だともうしましたっ！」

「これ、お兄ちゃんの手品ね……」

「わ、すっごい増えるねぇ……すごいなぁー」

「緒方さんっ。止めてっ！　イジワルしたの、悪いと思っているわっ。べ、便宜、図りますっ！　図りますからっ!!」

　だが、瑠璃は腕うで組ぐみをして、ぷいと顔を背そむける。

「せ、生徒会にも、緒方さんにも、便宜を図りますからっ、お願い、早く、なんとかしてっ!!」

「わー。いいなぁ。私も内申点の嵩上げして欲しいーっ」

　有希がのんきな歓かん声せいをあげる。

　伸也は、廊ろう下かに走り出て叫さけんだ。

「カメエモン、なんとかしろぉっ!!」

　カメエモンがぱっと空中に現れた。

「私を呼んだか？」

　メタボ腹のカメのぬいぐるみが空中に浮うかんでいる光景は、なかなかシュールな光景だ。

「あれを止めろっ。理事長がケガしてしまう」

「止めていいのか？　あの女は理事長に一いつ矢し報むくいているのだぞ」

「一矢どころか百矢も千矢も報いたよ！　道具は利器だ。凶きよう器きにしちゃダメだ。ましてケガなんかさせちゃ絶対にダメだっ！」

「私は伸也は守ってやると約束した。だが、あのばあさんを守る義務はない」

「おまえが持ってきたマジカルグッズだろーがっ!!」

「私は悪あく魔まだぞ。悪魔に頼たのみ事ごとをするときは、代だい償しようが必要だ。伸也が王になり、世界征せい服ふくをすると約束するなら、増殖を止めてやる」

「わかった。王になってやるっ。世界征服でも何でもしてやるっ！　だから今すぐあれを止めろっ!!」

「ほんとうにいいのだな？　これは契けい約やくだぞ。あのばあさんは伸也の親しん戚せきでも何でもないだろう？」

「ああ、でも、人間として見過ごせないんだよっ！　契約でも何でもしてやるよっ!!」

「わかった」

　カメのノロイが発動した。

　百円玉の増殖がゆっくりになり、床ゆかに長四角の鏡面が生まれた。百円玉は鏡面に吸いこまれるようにしてざらざらと落ちていく。耳が痛くなるほどの音と金属の匂においに圧あつ倒とうされる。

　カメエモンは、歌のような外国語のような呪じゆ文もんを口ずさみながら、まばらに残った百円玉を、愛らしい仕草で蹴けった。百円玉は狙ねらい違たがわず鏡面に落ちる。それを何度も繰くり返かえす。

　やがて、床にぶわぶわしていた百円玉は綺き麗れいさっぱり消きえ失うせた。

「閉じるぞ」

　鏡面が消えた。巷ちまたへの扉とびらが閉じたのだ。

　静まりかえる生徒会室に、理事長のカバンから落ちた硬こう貨かが床にゆっくり撥はね返る音が、大きく響ひびいた。

　増殖しない。

　カメエモンがその百円玉を蹴り飛とばした。机の角に当たって撥ね返った百円玉は、割れなかった。百円玉は普ふ通つうの百円玉になってしまった。

　カメエモンはエラソウにふんぞり返った。

「おまえの望み、叶かなえてやったぞ。伸也は世界の王になる。いいな？」

「で……き、る……わけ……が」

　――できるわけがねぇよ。俺おれが器量不足だってわかったら、離れてくれるんだろ。どうせすぐにお別れだよ。

　と言いたかったのだが、カメのノロイが発動中のため、言葉がゆっくりしかしゃべれない。

「それはどうかな？」

　カメエモンは伸也の気持ちを読んでいるかのように、にやっと笑った。間の抜けた顔なのに、笑うと真っ赤な口が露出して、ほんとうの悪魔のように見えてくる。

「あとはまかせた」

　カメエモンは消え失せた。

　ぽかんと見ていた伸也は、あわてて生徒会室に戻もどった。普通に身体が動く。もうカメのノロイは効いていない。

「と、止まった、わね……なんだったの、これ……？」

「手品でーすっ」

「手品でも何でも、お金には変わりありません。お利息お納めくださいね」

　瑠璃がイジワルっぽく笑いながら言った。

　動どう揺ようが収まらない理事長が、トゲトゲしい口調で返す。

「あ、ありがとう、いただきます……。緒方さん、誠一郎さんと似てらっしゃらないのね」

「当たり前です。お祖じ父い様さまと私は別の人間です……色ボケババア」

「誠一郎さんは優やさしくておだやかな方だったけど、あなたは過激でいらっしゃるわ。お祖ば母あ様さまのお血筋かしら。乱暴娘むすめさん」

　目の前で繰り広ひろげられる陰いん険けんな漫まん才ざいに、生徒会のめんめんは圧倒されるばかりだ。

「生徒会と私個人に便宜を図っていただく約束、覚えていらっしゃいますね？　それとももう、呆ぼけがはじまるお歳としかしら」

「だいじょうぶよ。ちゃんと覚えておりましてよ」

　理事長は、口調こそしっかりしているものの、瑠璃が怖こわいのかビクビクしている。

　またひとつ武器を手に入れた瑠璃は、口くちの端はしだけを曲げて笑った。迫力のある笑え顔がおだった。ほほほ笑いをしないところが逆に怖い。

「今日のところはお帰りになって。のちほど連絡します。ごきげんよう」

「乱暴娘さん。みなさん。ごきげんよう」

　理事長は、小こ銭ぜにでぱんぱんにふくらんだバッグを腕うでに掛かけ、生徒会室を出ていった。ケガはなかったらしくしっかりした足取りだ。

「はぁーっ」

　中東ドレスの梨梨子が大きなため息をついた。

「まさか理事長だったとはね。緒方さんも災難だったねー。あー、私も便宜を図って欲しかったなー」

　有希がしみじみとした口調で言う。

「でも……理事長、かわいいですね……。小学校の頃ころの恋れん愛あいを……おばあさんになっても、覚えているなんて……ロマンチックだわ……」

「ほんとねー。梨梨子さん」

「とりあえず……お茶にしましょう。……ね、緒方さん？」

「だめよ。まだオープンキャンパスは終わっていないのよ。みなさん持ち場に戻ってらして。伸也くん、生徒会のことで相談があるの。残ってください。時間は取らせないわ」

「はーいっ」

　有希と梨梨子が出ていった。

　出ていくとき、二人は心配そうに伸也の顔を眺ながめたが、とくに何も言わなかった。会長が副会長を、生徒会のことで呼び止めたのだ。一いつ般ぱんの役員には何も言えない。

　誰だれもいなくなっても、瑠璃は何も言わなかった。

　窓から吹ふきこむ風に、美しい黒くろ髪かみを揺ゆらしながら佇たたずんでいる。

　言葉を探っているように見えた。

　やがて瑠璃は、伸也を見つめ、きっぱりした口調で言った。

「伸也くん。私を止めてくれてありがとう」

「いいよ。そんな……」

「カメくんにあんな約束しちゃって、だいじょうぶ？　世界征服だとか王だとか、平気なの？」

「あぁ、平気だよ。俺を幸せにするために未来から来たロボットだからなっ。それに、世界征服っていうのはあいつのシャレだっ！」

　笑い飛ばそうとしたのだが、瑠璃はごまかせるような人間ではなかった。

「ウソでしょ。あのカメくん、ロボットじゃないわ。私ね、霊れい感かんがあるの。あのカメくん、外側は確かにぬいぐるみだけど、中に霊が入ってるわね。ううん。霊じゃないわ。人間みたいな姿だけど、幽ゆう霊れいとはぜんぜん違う。守しゆ護ご霊れいなのかな？　神様とか悪魔とか、そういうたぐいのものね」

「う、うぅ……そ、そうだな。まぁ、いいか。言っても……。あいつは自分のことを悪魔だって言っている」

「やっぱりかぁ。伸也くんって頭がいいもの。カリスマ性もあるし。たしかに世界の王になれるかも」

「それは過大評価だって。カメも、今はかまってくるけど、俺はそんな器じゃないって、すぐに気付いて離れてくれるよ」

「理事長がくれた武器……私に便宜を図る約束だけど、伸也くんにあげる」

「う、そんな、い……」

　いらないと言いたかったが、断ると角が立つと思い直す。

　どうせ口約束だ。

「わかった。いただくよ」

「よかった！　私のせいで、伸也くんに妙みような契約させちゃったから、申し訳ないなぁって思っていたの。悪魔なカメくんと一いつ緒しよに世界征服をするんでしょ。約束は利器にしてね。道具は武器だけど、凶器にしちゃダメだもんねっ、君の世界征服、応おう援えんしてさしあげてよ」

「冗じよう談だんキツイよ」

　瑠璃はふふっと笑った。

　両手を胸の前で組み、伸のびをするようにして前に伸ばす。ああ、さっぱりした、という雰ふん囲い気きだ。

「私、伸也くん、好きだな。そういうところ」

　伸也は返答に窮きゆうして口ごもった。

「あ、顔、赤くなってるね。カワイイ」

「か、からかわないでくれよ……」

「からかってないよー。私のおっぱいを見たのは伸也くんだけよ。それだけはわかってね」

　顔がかぁっと熱くなる。

　夜の生徒会室。ふっと香かおった甘あまい体たい臭しゆう。真っ白な乳ち房ぶさ。鎖さ骨こつのヘコミ。ほんのりと赤くそまった耳たぶ。先せん端たんのポッチリが赤く尖っていた。

　風に乗って漂ただよってきた瑠璃の香りが、伸也の官能を呼び覚ます。股こ間かんが反応し、頭をもたげた。詰つめ襟の裾すそに隠かくれるのでバレないだろうが、エッチな顔をしてそうで怖い。伸也は顔をうつむかせた。

「なんか梨梨子さんがうらやましいなぁ。伸也くんに好かれているんだもの。私、もう一度誘ゆう惑わくして、伸也くんを取っちゃおうかなぁ～っ」

　伸也は何も言えなかった。下半身にキていて、どうしていいかわからない。

「もしかして、バカにされていると思ってる？　伸也くん、案外モテるのかもね。梨梨子さんも伸也くんいいなぁって思ってるわよ。有希ちゃんもね。お兄さんが大好きよ。はじめ、有希ちゃん、梨梨子さんを毛け嫌ぎらいしていたでしょ。あれはね、大好きなお兄さんが取られると思ったからなのよ」

「そうかな……梨梨子、俺のこと、いいなぁ、って思ってるのかな？　だったらいいんだけど……」

「負けないからねっ！」

　瑠璃は本気っぽい口調で言うと、指先で髪かみを払はらった。窓から射さしこむ秋の太陽に、頬ほおのうぶ毛が金色に輝かがやいている。

「それでこそ会長だよ」

「さ、持ち場に戻りましょう。オープンキャンパス、成功させなきゃね。がんばろうねっ。会長！」

　瑠璃は、伸也の背中を軽く叩いてから、生徒会室を出た。

　伸也の前を、瑠璃が軽かろやかに駆かけだしていく。

　フローラルシャンプーの甘い香りが漂ってきた。

　――いい匂いだな……。

　さっき一いつ瞬しゆん感じたエッチな気分はもう無かった。







エピローグ







　放課後の生徒会室は、平和な時間が流れていた。

　生徒会室は、三階に位置するため日当たりがよく、どこまでも外が見み渡わたせる。青い空に浮かぶ白い雲が綿わた菓が子しみたいだ。

　クラブボックスの前の冷水機で、体育会系の生徒たちが水を飲む様子が見える。

　使用禁止期間が長かったせいだろう。競きそい合うようにして水を飲んでいる。放物線を描えがいて空中に飛び出す水が、お日様を弾はじいてキラキラ光って美しい。

　運動のあとに飲む水は、ことのほかおいしいことだろう。

「あー。プリン、おいしーっ。コンビニスイーツ、けっこう美お味いしいよね」

「うん。あっさりした味だから、いくらでも食べられそう。でも、太っちゃうかも」

「太るよねー。お茶飲んでお菓か子し食べておしゃべりしてるだけだもん。生徒会、楽しいねー」

「ねー」

　笑い声がはじけた。

　新入会の役員の一年女子たちが、お茶とお菓子で雑談をしている。

　お茶もお菓子も彼かの女じよらが持ち寄ったものだ。業者さんのお菓子の差し入れはお断りしている。

「みなさん、お茶のおかわり、淹いれてくださる？」

　真新しいパソコンにデータを入力していた瑠る璃りが声を掛けた。

「はい。副会長、今淹れますね……どうぞ。なんか、副会長と会長にだけ、用事を押おしつけてるみたいですみません」

「いいのよ。これは私たちがしなくてはいけないものだから」

「生徒会長もおかわりどうぞ」

「ありがとう。いただきます」

　伸しん也やはお茶のおかわりを注いでくれた役員にお礼を言い、笑みを浮かべる。

　自分でも感心するほどさわやかな笑顔だ。

　女子生徒がお茶のポットを持ちながら、きゃあっと小さく歓かん声せいをあげ、憧あこがれの視線で伸也を見た。

　伸也は女子生徒の視線を外し、お茶を飲みながら、ノートパソコンの液えき晶しよう画面を眺めている。

　マニュアル化作業が完全に終わるまで、あと数日というところだろうか。

　電子化作業は副会長になった瑠璃がやってくれている。こちらももう少しで終わりそうだ。

　あとは週に一度の生徒総会を月に一度にして、余った時間を自習に当てる。担任の先生に課題を出だしていただけるように、先生方に交こう渉しようする必要がある。

　そして、ネットに情報をあげる作業を週に一度にする。誰がアップするか、担当を決めたほうがいいだろう。一年の誰かにやってもらおうかと思っている。

　生徒会改革は、あともう少しで完かん了りようだ。

　伸也と瑠璃の前に置かれている真新しいパソコンは、理事長が買ってくれた。

　瑠璃が理事長に渡わたした三十万が、そのまま二台のノートパソコンに化けた。

　理事長は、大臣と茶飲み友達を続けているそうだ。

　瑠璃は渋しぶい顔だが、半世紀以上ものあいだ、ひとりの男性を愛し続けることができるなんてステキだと伸也は思う。

　理事長は、大臣と焼けぼっくいに火がついたおかげなのか、どんどん若々しくなってきて、イキイキしている。

「やっぱりジャスミンティーっていい香りね」

　瑠璃がしみじみとした口調で言った。

　――そうかな。これってなんかトイレの芳ほう香こう剤ざいっぽくね？

　とは、思っていても口に出さない。

　今までなら、思ったことをそのまましゃべり、有ゆう希きに『お兄ちゃん最低』『お兄ちゃん嫌きらい』とののしられていたことだろう。

　伸也以外は全員女子という中で生徒会活動をしていると、女の子が何を好んで何を嫌いやがるか、なんとなくわかってくる。

　口べたに磨みがきがかかったとも言えるのだが、必要最小限しかしゃべらず、それでいてもくもくと雑用をこなしているところが女の子たちの信しん頼らいを得たらしく、憧れの視線で見られたりもする。

　女の子たちは不思議な生き物だ。自分たちはおしゃべりなくせに、おしゃべりな男を毛嫌いするのだから。

　今の伸也は自他ともに認める生徒会長だ。

　ちゃんと信任選挙での信任も得た。

　桜さくら井い坂ざか高校創立九十九年目にして、はじめての男子生徒会長だ。

　これは、今まで誰もなしとげられなかった偉い業ぎようだった。

　伸也は向かい合う席に座すわる瑠璃を見た。

　瑠璃は、ほっとした表情でお茶を飲んでいる。

　長いまつげが影かげを落とす顔立ちは、名人の手による人形のように整っている。

　――あれって本気だったのかな？

　オープンキャンパスの最中、瑠璃は、伸也が好きだとささやいた。

　あれは、理事長のワナを抜ぬけ出でた解放感から呟つぶやいた気の迷いにすぎない。うぬぼれてはいけない。

　だが、美び貌ぼうの副会長に好かれているのかもしれないという錯さつ覚かくは、伸也をいい気分にさせ、自信を与あたえた。

　生徒会長なんて似合わない役職を過不足なくこなしていけるのは、瑠璃がくれた自信と、副会長になった彼女のフォローのおかげだ。

「ごきげんよう、みなさん」

　有希がはしゃぎながらやってきた。ごきげんよう、という挨あい拶さつがツボにはまったらしく、生徒会室に顔を出すときは必ずこの挨拶だ。

「こ、こんにちは」

　梨り梨り子こも遠えん慮りよがちに入ってきた。有希と梨梨子は相変わらず仲がいい。

　梨梨子はみつあみメガネの地味なナリだが、彼女がまとうほわほわした空気は、深呼吸せずにはおけない、優しい香りを纏まとっている。

「石いし田だくん、連れてきたのよ。……いいかしら？」

「あらっ。退院したのね。もちろんよくってよ……みなさん。石田くんは、みなさんの先せん輩ぱいですから、失礼なことはなさらないように。病やみあがりなので、あまり刺し激げきしないでくださいね」

　生徒会改革の仕上げは、新しく立ちあげた生徒会のホームページで石田の潔白を証明することだ。

　瑠璃がミスを認め、責任をとって生徒会長から降格したという筋書きになっている。

　石田がおそるおそる、という感じで、生徒会室に入ってきた。

「うわ。けっこー、役員、増えてるんだ……」

　人数の多さに圧倒された様子で入口でためらっている。

「ね？　入ろうよ……石田くん。……生徒会役員、またするんでしょ？」

　梨梨子が遠慮がちにうながすと、石田は意を決したように、中指の先でメガネのブリッジを押しあげた。

　――よかった。石田、元気そうだ。

　少しやつれたが、見た目にはショックは残ってないように思える。

　理事長も内ない申しん点てんの嵩かさ上あげで便べん宜ぎを図はかると約束してくれたし、石田の潔白はホームページで証明する予定だし、石田に取ってソンはそれほどないはずだ。

　休んでいたぶんの授業の遅おくれはあるものの、もともと頭が良く、成績の良い彼かれのことだ。きっとすぐに追いつくだろう。

　石田の視線が新入会の生徒会役員を一いち巡じゆんし、やがて伸也を認めた。

　彼はつかつかと歩みより、伸也の前に立った。

　そして、まるで決けつ闘とうを申しこむような雰囲気でにらみつける。

「能のう見みくん。先日はお見み舞まいに来てくれてありがとう」

「いえ、どういたしまして」

「僕ぼくは病院で、ずっと考えていた。どうしてあのとき、君が女性に見えたのか？　僕は女の子が好きなのに、どうして君を押し倒たおしたのか？」

「うっ」

　伸也の顔から、さーっと血の気が引いていく。

　石田の思おもい詰めた表情が怖い。

　――こ、これはもしかして……。

　伸也は、おろおろと立ちあがった。椅い子すががたがたっと不ふ穏おんな音を立てる。

　一年生はぽかんと口を開けて石田を眺めている。

「『伸也、僕は君を愛している』『ああ、哲てつ生お、僕もだよ』そして二人は抱だきあうのよ。タイトルは『生徒会長に恋こいをして』かしら。ううん、ここはシンプルに『かいちょ！』よね。ライトノベルっぽいわ。あぁ、だめ、開帳なんてっ！　下品だわ。『げへへっ。奥おくさんっ、さぁ、足を開くんだなっ！　ご開帳だぜっ』『あぁっ、やめてっ。あなたぁっ、助けてぇっ』『くくっ、死んだ旦だん那なに助けを求めても意味はねぇぜっ。スタンガンってのはなぁっ、百万ボルトもあるんだぜっ。死にたくなかったら足を開けっ』『あぁ、あなたぁ、許してぇっ』『へへっ。未亡人って最高だねぇ。指が沈しずむような肉の柔やわらかさは、未亡人ならではだぜ』『あぁあんっ、あぁんっ、いいわぁっ。感じるぅっ。あなた、許してぇっ』」

　妄もう想そうスイッチが入ってしまったらしく、梨梨子が陶とう酔すいしはじめた。頬に手を当ててイヤイヤをしている。

　身体をくねらせ、あんあんと声をあげている梨梨子は色気があってかわいらしかったが、自分をネタにボーイズラブな妄想に耽ふけるのは、できたらやめて欲ほしかった。

「梨梨子さんって、すごいなぁ。ボーイズラブからおっさん臭くさいのまで、エロならなんでも妄想できちゃうもんなぁ」

「梨梨子さんはレズでも妄想できるわよ」

「小説家になればいいのよ。イタリア書院に投とう稿こうしたら、現げん役えき女子高生ポルノ作家になれるかもよ。あ、でも、十八禁だからムリかもね」

　有希が友達がいもなく感心している。

「小説に十八禁はないわ。でも、小説家になるなら、もう少し細部をつめる必要があるわね。百万ボルトのスタンガンってムリがあってよ」

　鑑かん賞しようモードに入った瑠璃が、冷静な意見を述べる。

　一方、伸也は、絶対絶命の危機に陥おちいっていた。

　伸也が後ずさるぶん、石田が歩を進めるので、距きよ離りがなかなか開かない。

「自分の気持ちに気付くまで時間が掛かかったけど、やっと僕は気付いたんだ。僕は君を愛している！」

　キャーッ、と悲鳴があがった。

　新入会の一年生役員が絶ぜつ叫きようをあげたのだ。

　伸也は悲鳴さえもあげられない。

「すみません、俺おれは、その、ノーマルなんで……おーい、誰だれかっ、助けてくれぇっ。カメエモン、なんとかしろぉっ!!」







[image: ]







　こけつまろびつ逃にげまどう伸也を、石田が追いかけてくる。

「そうよ。ここで伸也くんの恋こい人びとがやってくるのよ。『三橋、助けに来たぞっ!!』『あぁ、阿部』『俺は三年間練習を休まない』」

「梨梨子さん、名前変わってるわよー」

「『おおぶり』よお!!」

「すごいわね。伸也くん、モテモテね」

「ハーレムねっ。お兄ちゃんっ!!　私、お兄ちゃんの恋れん愛あい、応援するわよ」

　瑠璃が感心し、妹が無責任に応援する。

　石田が迫せまり、梨梨子が妄想に耽ふける。

　一年生がきゃあきゃあ騒さわぐ。

　放課後の生徒会室は、ハーレムだった。







あとがき







　こんにちわ。わかつきひかるです。「放課後の世界征服」をみなさんにお届けすることができました。

　新シリーズですよぉっ!!　めでたいですー。

　前回は、一冊は出版してあげるよ、でも一冊目が売れなかったら退場ね、だったのですが、今回は二冊目までは出版確約なんですって。

　あぁ、わかつき、出世したなぁ……。

（そっと涙を拭く）

　このお話は、ある日、勉強机の引き出しからでてきたカメのぬいぐるみに、「君は世界の王になる人間だ。夢は大きく世界征服っ！」とけしかけられた、ごく平凡な男子高校生のお話です。本人はそんな気皆無なのに、事態はどんどんおかしな方向へと転がっていき、話が大きくなっていきます。

　主人公の伸也に、才色兼備の生徒会長、小悪魔な妹、エッチな妄想好きのメガネ娘がからんできます。なお、作者のエコヒイキにより、メインヒロインは妄想娘です。

　だって、私もかつてはエッチな妄想が止まらない女子高生だったんですもん。でなきゃ、フランス書院でデビューなんてしません。ライトノベルは新人ですが、ジュブナイルポルノ作家としてはベテランなんですよ。あ、もちろん、これはライトノベルですから、エロエロな描写は自己規制により抑えめになっております。

　一冊目は学園政治物で、高校を制服、もとい、征服しました。

　二冊目は芸能界掌握で、三冊目は経済物なんてどうでしょう、なんて担当者と話しているのですが、私に経済が書けるのでしょうかっ!?　ひゃぁああっ。い、いま、あわてて資料を読んでおりますっ。私に知識がなく、資料を読んでもカタカナが頭の中を素通りしていきますが、と、とにかく、がんばりますっ!!

　いや、その、あのですね。世界を征服するためには、やっぱり経済を押さえる必要があるよね、なんて思っておりまして……。

　でも、考えれば考えるほど、世界征服って大変です。たぶん、世界征服をする人は、Ｍｙ箸とエコバックを持ち歩くのでしょう。

　特撮の悪役たちが、世界征服を唱えなくなったわけだなぁと思います。「ゲキレンジャー」で理央様を操った黒幕のロンも、「ウルトラマンネクサス」でダークメフィストに変身する悪役の溝みぞ呂ろ木ぎも、悪いことをする理由はゲームだって言い切ってましたからねー。

　私としては、伸也くんに世界征服させてあげたいですが、三冊目が出るかどうか、それはわかりません。売れれば続くし、売れなければ退場。厳しい経済の掟です。

　ということで、本屋さんの店頭でこれを読んでるそこのあなた、おもしろそうだなぁと思ったら、ぜひレジに持っていってくださいね。

　ラブコメ成分たっぷり、おっぱい成分もたっぷりな、お気楽極楽成り上がりストーリー。

　楽しんで頂けましたらうれしいです。





わかつきひかる拝






二〇〇八年十一月二十八日
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




わかつきひかる先生／歩鳥先生
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